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島名熊の山遺跡遠景（南西部）

第681号土坑（鋳造土坑）出土遺物



序

茨城県は，世界的な科学研究の中心であるつくば市において，国際

都市にふさわしい街づくりを推進しております。この一環である「つ

くばエクスプレス」の整備は，つくば市と東京圏を直結させることに

よって人・物・情報の交流を盛んにし，地域活性化の大きな力になる

ものです。そこで，平成６年７月に茨城県，つくば市，地権者が三者

協議で合意に達したのを受け，新線整備と沿線開発を一体的に行う土

地区画整理事業が進められております。

この予定地内に島名熊の山遺跡が所在していたため，財団法人茨城

県教育財団は茨城県から埋蔵文化財の発掘調査について委託を受け，

平成７年４月から発掘調査を実施しました。その成果の一部は，既に

当財団の文化財調査報告第１２０集，第１３３集，第１４９集，第１６６集，第１７４

集，第１９０集，第２１４集，第２３６集，第２６４集として刊行しています。

本書は，平成１６・１７年度に調査を行った島名熊の山遺跡の調査成果

を収録したものです。学術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴

史に対する理解を深め，ひいては教育・文化の向上の一助として御活

用いただければ幸いです。

なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県

から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各位

からいただいた御指導，御協力に対し，感謝申し上げます。

平成１９年３月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 人 見 實 �



１ 本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１６年度及び１７年度に発掘調査を実施した，
しま な くま やま

茨城県つくば市大字島名に所在する島名熊の山遺跡の一部である４・７・９・１４・１６区の発掘調査報告書で

ある。

２ 発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

調 査 平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日，平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日

整 理 平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日

３ 発掘調査は，調査課長川井正一のもとに行われ，担当は以下のとおりである。

４ 整理及び本書の執筆・編集は，整理第一課長瓦吹堅のもと，以下の者が担当した。

主任調査員 酒 井 雄 一 第１章第１節～第３章第３節，第６節，第８節

主任調査員 渡 邉 浩 実 第３章第４節，第５節，第８節

主任調査員 齋 藤 貴 史 第３章第７節，第８節

調 査 員 清 水 哲 第３章第７節，第８節

５ 本書を作成するにあたり，鋳造土坑，鋳型片，炉壁片については京都橘大学教授五十川伸矢氏に，小金銅

仏の鋳型については茨城県近代美術館主任学芸員山本哲士氏，副主任学芸員中田智則氏に，馬具については

日立市郷土博物館係長片平雅俊氏に御指導頂いた。

例 言

平成１６年度

首席調査員兼班長 吉 原 作 平 平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日 主 任 調 査 員 浦 和 敏 郎 平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日

首 席 調 査 員 藤 田 哲 也 平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日 主 任 調 査 員 酒 井 雄 一 平成１７年３月１日～平成１７年３月３１日

首 席 調 査 員 横 倉 要 次 平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日 主 任 調 査 員 渡 邉 浩 実 平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日

平成１６年１２月１日～平成１７年３月３１日 主 任 調 査 員 田 月 淳 一 平成１６年４月１日～平成１６年６月３０日

主 任 調 査 員 稲 田 義 弘 平成１７年３月１日～平成１７年３月３１日 主 任 調 査 員 杉 澤 季 展 平成１７年１月１日～平成１７年３月３１日

主 任 調 査 員 青 木 仁 昌 平成１７年２月１日～平成１７年３月３１日 主 任 調 査 員 奥 沢 哲 也 平成１６年４月１日～平成１６年５月３１日

主 任 調 査 員 小松�和治 平成１６年８月１日～平成１６年８月３１日 調 査 員 早 川 麗 司 平成１７年３月１日～平成１７年３月３１日

主 任 調 査 員 石 川 武 史 平成１６年６月１日～平成１６年６月３０日 調 査 員 桑 村 裕 平成１６年８月１日～平成１６年９月３０日

主 任 調 査 員 近 藤 恒 重 平成１６年４月１日～平成１６年５月３１日 平成１７年２月１日～平成１７年３月３１日

平成１６年９月１日～平成１６年９月３０日

平成１７年度

首席調査員兼班長 吉 原 作 平 平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日 主 任 調 査 員 本 橋 弘 巳 平成１７年７月１日～平成１７年８月３１日

首 席 調 査 員 横 倉 要 次 平成１７年４月１日～平成１７年８月３１日 主 任 調 査 員 齋 藤 貴 史 平成１７年４月１日～平成１７年５月３１日

平成１８年１月１日～平成１８年３月３１日 調 査 員 小林健太郎 平成１７年４月１日～平成１７年９月３０日

主 任 調 査 員 島 田 和 宏 平成１７年６月１日～平成１７年８月３１日 調 査 員 菊 池 直 哉 平成１７年４月１日～平成１７年５月３１日

主 任 調 査 員 後 藤 孝 行 平成１７年４月１日～平成１７年５月３１日 平成１８年２月１日～平成１８年３月３１日

主 任 調 査 員 近 藤 恒 重 平成１７年９月１日～平成１７年９月３０日 調 査 員 清 水 哲 平成１７年４月１日～平成１７年７月３１日

主 任 調 査 員 松 本 直 人 平成１７年１２月１日～平成１７年１２月３１日 平成１８年１月１日～平成１８年３月３１日

主 任 調 査 員 市 村 俊 英 平成１７年４月１日～平成１７年４月３０日

平成１８年２月１日～平成１８年３月３１日



凡 例

１ 地区設定は，日本平面直角座標第�系座標に準拠し，Ｘ＝＋７�３２０ｍ，Ｙ＝＋２０�２００ｍの交点を基準点（Ａ

１ａ１）とした。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各 ４々０ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各 １々０等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３…

とし，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ，西から東

へ１，２，３，…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」のように呼称した。

２ 抄録の北緯及び東経の欄には，世界測地系に基づく緯度・経度を（ ）を付けて併記した。

３ 実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

遺構 SI－住居跡 SB－掘立柱建物跡 SA－柵跡 SK－土坑 SD－溝跡 SE－井戸跡 SF－道路跡

UP－地下式壙 Ｐ－ピット PG－ピット群 TP－陥し穴 SX－不明遺構

遺物 TP－拓本記録土器 DP－土製品 Ｑ－石器・石製品・ガラス製品 Ｍ－金属製品・古銭

土層 Ｋ－撹乱

４ 当遺跡は，『茨城県遺跡地図』（茨城県教育委員会 平成１３年３月改訂）において，「熊の山遺跡」から「島

名熊の山遺跡」と名称が変更されているが，本書では遺跡の整合性から平成７年度調査から継続の遺構番号

を使用した。

５ 遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

� 遺構全体図は１２００分の１，第４区全体図は２５０分の１，第７・９・１４・１６区全体図は４００分の１，遺構は

６０分の１に縮小して掲載した。

� 遺物は原則として３分の１の縮尺とした。種類や大きさにより異なる場合もある。

� 遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

●土器 ○土製品 □石器・石製品 △金属製品 ▲自然遺物 硬化面

６ 土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株式

会社）を使用した。

７ 一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。

� 計測値の（ ）内の数値は現存値を，［ ］内の数値は推定値を示した。計測値の単位は，�，�で示

した。

� 遺物観察表の備考の欄は，残存率や写真図版番号，及びその他必要と思われる事項を記した。

� 文字資料のうち，焼成後に線刻されたものを「刻書」として記述した。

８ 「主軸」は，竈を持つ竪穴住居跡については竈を通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）を主軸と

みなした。「主軸・長軸方向」は主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示し

た（例 Ｎ－１０°－Ｅ）。

焼土・赤彩・施釉・朱墨 炉・火床面

竈部材・粘土・炭化材・黒色処理 油煙・煤・墨・柱痕・柱のあたり
井戸跡埋土の黒色土



抄 録

ふ り が な しまなくまのやまいせき
書 名 島名熊の山遺跡
副 書 名 島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書
巻 次 ��
シ リ ー ズ 名 茨城県教育財団文化財調査報告
シリーズ番号 第２８０集
編 著 者 名 酒井雄一 渡邉浩実 齋藤貴史 清水 哲
編 集 機 関 財団法人 茨城県教育財団
所 在 地 〒３１０－０９１１ 茨城県水戸市見和１丁目３５６番地の２ TEL０２９－２２５－６５８７
発 行 年 月 日 ２００７（平成１９）年３月２３日
ふ り が な
所 収 遺 跡

ふ り が な
所 在 地 コード 北 緯 東 経 標高 調査期間 調査面積 調査原因

しま な くま やま い せき

島名熊の山遺跡

（４区）

いばらきけん し

茨城県つくば市
おおあざしま な あざくま やま

大字島名字熊の山
ばん ち

１６３０番地

０８２２０
－
２１４

３６度
３分
４２秒
３６度�
�
�
�
３分

�
�
�
�５４秒

１４０度
３分
４１秒
１４０度�
�
�
�
３分

�
�
�
�２９秒

２１
～
２３ｍ

２００５０７０１
～

２００５０８３０

４４９� 島名・福田坪
一体型特定土
地区画整理事
業に伴う事前
調査

しま な くま やま い せき

島名熊の山遺跡

（７区）

いばらきけん し

茨城県つくば市
おおあざしま な あざ か とり

大字島名字香取
ばん ち

１９８２番地

０８２２０
－
２１４

３６度
３分
４１秒
３６度�
�
�
�
３分

�
�
�
�５３秒

１４０度
３分
４６秒
１４０度�
�
�
�
３分

�
�
�
�３４秒

１９
～
２１ｍ

２００４０８０１
～

２００４０９２９

１�１７０�

しま な くま やま い せき

島名熊の山遺跡

（９区）

いばらきけん し

茨城県つくば市
おおあざしま な あざどうじょうまえ

大字島名字道場前
ばん ち

１６５４－１番地ほか

０８２２０
－
２１４

３６度
３分
３６秒
３６度�
�
�
�
３分

�
�
�
�４８秒

１４０度
３分
３９秒
１４０度�
�
�
�
３分

�
�
�
�２７秒

１９
～
２２ｍ

２００４０４０１
～

２００４０６２９

２�０６２�

しま な くま やま い せき

島名熊の山遺跡

（１４区）

いばらきけん し

茨城県つくば市
おおあざしま な あざなかだい

大字島名字仲代
ばん ち

１３４３－１番地ほか

０８２２０
－
２１４

３６度
３分
５３秒
３６度�
�
�
�
４分

�
�
�
�０５秒

１４０度
３分
３８秒
１４０度�
�
�
�
３分

�
�
�
�３６秒

１９
～
２２ｍ

２００４０４０１
～

２００４０６２９

６�０８５�

しま な くま やま い せき

島名熊の山遺跡

（１６区）

いばらきけん し

茨城県つくば市
おおあざしま な あざてら まえ

大字島名字寺ノ前
ばん ち

１６７０番地ほか

０８２２０
－
２１４

３６度
３分
３４秒
３６度�
�
�
�
３分

�
�
�
�４６秒

１４０度
３分
３４秒
１４０度�
�
�
�
３分

�
�
�
�２２秒

１９
～
２３ｍ

２００４１２０１
～

２００５０３２４

３�８４０�

２００５０４０１
～

２００５０８３１

２００５１２０１
～

２００６０３２３

４�２９７�

５�９６４�

所収遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項
島名熊の山遺跡
（４区）

集落跡 古 墳 竪穴住居跡 １３軒
土坑 １基
柵跡 １列

土師器，須恵器，土製品（勾玉・小玉・
球状土錘），鉄器・鉄製品（鋤先・鎌・
鏃・釘・�）

奈 良 竪穴住居跡 ９軒 土師器，須恵器，土製品（紡錘車）
平 安 竪穴住居跡 ４軒 土師器，須恵器，石器（砥石）

その他 不 明 溝跡 １条
井戸跡 １基
土坑 １８基
柵跡 １列

土師器，須恵器，陶器，磁器，瓦

島名熊の山遺跡
（７区）

集落跡 古 墳 竪穴住居跡 ２軒 土師器，須恵器
奈 良 竪穴住居跡 ４軒

土坑 ７基
溝跡 １条

土師器，須恵器，石器（砥石），鉄製品
（鏃）

平 安 竪穴住居跡 ２３軒 土師器，須恵器，灰釉陶器（壺・長頸瓶），
鉄器・鉄製品（鋤先・刀子・留金具・鉄鉗）

墓域跡 中 世 火葬土坑 ３基 鋳型片（小金銅仏）
その他 中 世 方形竪穴遺構 ６基

不 明 溝跡 ３条
土坑 ３０基
ピット群 １か所



島名熊の山遺跡
（９区）

集落跡 古 墳 竪穴住居跡 ４軒 土師器，須恵器 鋳造土坑が確
認され，燈籠
の蓮華座や梵
鐘の乳，鰐口
等の鋳型片
や，炉壁片な
どが出土して
いる。

平 安 竪穴住居跡 １５軒
掘立柱建物跡 ５棟
土坑 ９基
廃棄土坑 ４基

土師器，須恵器，石器・石製品（砥石・
紡錘車），腰帯具（巡方），鉄製品（刀子・
鏃・釘），椀状滓

生産遺構 中 世 鋳造土坑 １基 鋳造片（蓮弁座・鰐口・乳），炉壁片
墓域跡 不 明 墓坑 ３基
その他 中 世 方形竪穴遺構 １基

井戸跡 ２基
不 明 竪穴住居跡 １軒

溝跡 ３条
道路跡 ２条
井戸跡 ８基
土坑 ９８基

土師器，須恵器，陶器（碗），磁器（碗）

島名熊の山遺跡
（１４区）

集落跡 古 墳 竪穴住居跡 ２８軒 土師器，須恵器，土製品（勾玉・土玉・
球状土錘），石器・石製品（砥石・臼玉），
鉄器・鉄製品（鎌・刀子・鏃・釘），銅
製品（耳環）

南側の緩斜面
部からは，中
世後半の古銭
や土師質土器
片が出土し，
多数の墓坑や
火葬施設が検
出されてい
る。

奈 良 竪穴住居跡 ９軒
掘立柱建物跡 ４棟

土師器，須恵器，土製品（球状土錘），
鉄器・鉄製品（刀子・釘・鑿ヵ）

平 安 竪穴住居跡 ３軒
土坑 １基

土師器，須恵器，石製品（臼玉），鉄製
品（釘）

墓域跡 中・近世 火葬土坑 ８基
墓坑 １３基

土師質土器（小皿），鉄製品（釘），古銭

その他 中 世 掘立柱建物跡 ３棟
方形竪穴遺構 ３基
地下式壙 ３基
溝跡 ９条
柵跡 １列

土師質土器（土鍋ヵ），石器（砥石），鉄
製品（刀子・釘）

不 明 溝跡 ６条
土坑 ２４６基
ピット群 ２か所
柵跡 １列

陶器（碗），磁器（碗），瓦，煙管

島名熊の山遺跡
（１６区）

集落跡 縄 文 陥し穴 １基 縄文土器，石器（鏃・磨石・敲石・石皿） 多量の土師質
土器（小皿・
内耳鍋）が出
土し，中世の
大規模な堀跡
が確認されて
いる。また，６
世紀後葉の焼
失住居から，
馬具（辻金具）
や鋤先形鉄製
品が出土して
いる。

古 墳 竪穴住居跡 ５７軒
土坑 １基

土師器，須恵器，土製品（勾玉・土玉・
紡錘車・土錘・鈴），石製品（勾玉・切
子玉・管玉・臼玉・紡錘車・石製模造
品），鉄器・鉄製品（鎌・斧・鋤先・刀
子・鏃・釘・絞具・馬具），銅製品（耳環）

奈 良 竪穴住居跡 １６軒
掘立柱建物跡 ３棟

土師器，須恵器，土製品（紡錘車・土錘），
石器・石製品（砥石・紡錘車），鉄器・
鉄製品（鎌・刀子・鏃・紡錘車・釘）

平 安 竪穴住居跡 ４１軒
掘立柱建物跡 １３棟
土坑 ３１基
柵跡 １列

土師器，須恵器，灰釉陶器（長頸瓶・椀），
土製品（土玉・紡錘車・土馬），石器・
石製品（砥石・紡錘車），鉄器・鉄製品
（鎌・鋤先・紡錘車・鎖），銅製品（巡方）

墓域跡 中・近世 粘土貼り土坑 ４基
火葬土坑 ５基
墓坑 ９基

土師質土器（小皿・内耳鍋・擂鉢・火
鉢），陶器（天目茶碗・甕），石器（石臼・
砥石），石塔

その他 中・近世 掘立柱建物跡 ５棟
方形竪穴遺構 ８基
地下式壙 １７基
堀跡 １２条
溝跡 ３２条
道路跡 ４条
井戸跡 ５６基
土坑 ２１５基
ピット群 ３か所
不明遺構 １基

土師質土器（小皿・内耳鍋・擂鉢・火
鉢），土製品（鈴），陶器（天目茶碗・皿・
小皿・甕・水滴），石器・石製品（砥石・
石臼・茶臼・硯），石塔（五輪塔・宝篋
印塔・石幢），鉄器・鉄製品（鎌・刀子・
鏃・火打具・煙管），古銭

不 明 土坑 ３４２基 陶器（甕），磁器（碗），石製品（硯），
ガラス製品（石蹴遊具）

要 約 過去の調査結果を含めると，古墳時代から平安時代にかけての竪穴住居跡約２０００軒，掘立柱建物
跡約３８０棟が確認されている県内最大級の集落跡である。今年度報告の調査区からは，台地の南東
部斜面と南西部で，古墳時代から平安時代の集落跡のほか中世から近世にかけての地下式壙，墓坑，
井戸跡とともに，大規模な堀跡や溝跡が確認されている。
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平成６年８月１８日，茨城県知事は，茨城県教育委員会教育長に対して島名・福田坪一体型特定土地区画整理

事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及び取扱いについて照会した。これを受けて茨城県教育委員会は，

平成６年９月１９～２７日に現地踏査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成７年３月８日，茨城県教育委員会教

育長は，茨城県知事あてに，事業地内に島名熊の山遺跡が所在する旨回答した。

平成７年３月１４日，茨城県知事は，茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法第５７条の３第１項の規

定に基づき，土木工事等のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知した。茨城県教育委員会教育長は，計

画変更が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，平成７年３月１６日，茨城県

知事あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

平成１６年３月２４日，茨城県知事は，茨城県教育委員会教育長に対して，島名・福田坪一体型特定土地区画整

理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。同日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県知事あ

てに，島名熊の山遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関と

して，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

平成１７年３月９日，茨城県知事は，茨城県教育委員会教育長に対して，島名・福田坪一体型特定土地区画整

理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議した。３月１５日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県知

事あてに，島名熊の山遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて埋蔵文化財の調査機

関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県知事から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，平成１６年４月１

日から平成１７年３月３１日，平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日まで島名熊の山遺跡の発掘調査を実施する

こととなった。

島名熊の山遺跡第４・７・９・１４・１６区の調査は，平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日，平成１７年４月

１日から平成１８年３月３１日までの２年間にわたって実施した。以下，その概要を表で記載する。なお，平成１６

年７・８月は第１５区，１０月から１２月は第１２・１５区，平成１７年９月から１２月は第１２・１５区の発掘調査を行った。

第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

第２節 調 査 経 過

平成１６年度 平成１７年度

４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月４月５月６月７月８月９月１０月１１月１２月１月２月３月
調査準備
表土除去
遺構確認

遺構調査

遺物洗浄
注 記
写真整理

補足調査
撤 収

―１―
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第１図 島名熊の山遺跡グリット設定図（つくば市 研究学園都市計画図２�５００分の１）
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島名熊の山遺跡第４区は，茨城県つくば市大字島名字熊の山１６３０番地，同第７区は，大字島名字香取１９８２番

地，同第９区は，大字島名字道場前１６５４－１番地ほか，同第１４区は，大字島名字仲代１３４３－１番地ほか，同第１６

区は，大字島名字寺ノ前１６７０番地ほかにそれぞれ所在している。

つくば市は，筑波山を北端にして，その南西側に広がる標高約２０～２５ｍの平坦な台地上に位置している。こ

の台地は筑波・稲敷台地と呼ばれ，東を霞ヶ浦に流入する桜川，西を利根川に合流する小貝川によって区切ら

れている。また，それぞれの河川によって大きく開析された流域には，標高５～１０ｍの沖積地が発達している。

さらに，両河川の間には，東から花室川，蓮沼川，小野川，東谷田川，西谷田川などの中小河川がほぼ北から

南に向かって流れており，これらの河川によって台地は浅く開析され，谷津や低地が細長く入り込んでいる。

この筑波・稲敷台地は，貝化石を産する海成の砂層である成田層を基盤として，その上に竜ヶ崎層と呼ばれ

る斜交層理の顕著な砂層・砂礫層，さらに常総粘土層と呼ばれる泥質粘土層（０�３～５�０ｍ）及び褐色の関東ロ

ーム層（０�５～２�０ｍ）が連続して堆積し，最上部は腐植土層となっている１）。

つくば市南西部旧谷田部町域の島名地区は，東谷田川と西谷田川に挟まれた平坦な台地上に位置している。

当遺跡はその台地上の東谷田川に面した縁辺部に立地しており，標高は２０～２３ｍである。また，当遺跡を囲む

ように周囲には小さな谷津が入り込み，その名のように島状を呈している。この台地は主に畑地，また低地は

水田としてそれぞれ利用されており，台地と水田面の比高は約１０ｍである。当遺跡の調査前の現況は畑地であ

り，主に野菜畑や栗畑として利用されていた。

島名熊の山遺跡周辺の小貝川や東谷田川，西谷田川，蓮沼川流域の台地上には，縄文時代から中世にかけて

の遺跡が数多く存在している。ここでは，島名熊の山遺跡と同時期の東谷田川と西谷田川流域の遺跡について

述べる。特に，当遺跡が所在する島名地区は調査事例が多く，各時代の様相をつかみやすい地域でもある。
しま な まえ の ひがし もとみやもとまえやま おも の い

旧石器時代では，当遺跡や島名前野東遺跡２）〈３６〉，元宮本前山遺跡３）〈４６〉からナイフ形石器や剥片，面野井
きた まえ

北の前遺跡〈５３〉から荒屋型彫器などが確認されている。いずれも表土中からの出土であり，旧石器時代の遺

構の存在は明らかではない。
さかいまつかいづか

縄文時代の遺構は，近年の調査の増加に伴って確認されるようになり，特に西谷田川左岸の境松貝塚４）〈２〉
しま な さかいまつ

では地点貝塚，東谷田川右岸の島名境松遺跡５）〈３８〉では土器焼成遺構と考えられる土坑が確認されており，

注目されている。また，元宮本前山遺跡では早期後葉と考えられる３基の炉穴が確認されている。当遺跡では，

陥し穴数基と表土中から土器片や石鏃が複数確認されているにすぎない。
しま な いっちょう だ

弥生時代の遺跡は少なく，後期の遺物が出土した当遺跡のほか，境松貝塚や島名一町田遺跡〈２４〉などが

確認されているだけである。また，当遺跡から出土した土器片には籾痕が認められ，稲作を考える上で興味深

い。
しま な まえ の

古墳時代になると，遺跡数の増加が顕著となる。前期では，当遺跡のほか，島名前野遺跡６）〈３〉，島名前野

第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境

第２節 歴 史 的 環 境
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表１ 島名熊の山遺跡周辺遺跡一覧表

番

号

遺 跡 名

時 代
番

号

遺 跡 名

時 代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈

・

平

中

世

近

世

� 島名熊の山遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ ２８ 高 田 遺 跡 ○ ○

２ 境 松 貝 塚 ○ ○ ○ ○ ２９ 水 堀 遺 跡 ○

３ 島 名 前 野 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ３０ 柳 橋 遺 跡 ○ ○

４ 真 瀬 山 田 遺 跡 ○ ３１ 苅 間 神 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ 下河原崎高山遺跡 ○ ○ ３２ 根 崎 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

６ 高田和田台遺跡 ○ ○ ３３ 西 栗 山 遺 跡 ○ ○ ○

７ 島 名 薬 師 遺 跡 ○ ３４ 真瀬三度山遺跡 ○ ○ ○

８ 島 名 榎 内 遺 跡 ○ ３５ 上萱丸古屋敷遺跡 ○ ○ ○ ○

９ 谷 田 部 城 跡 ○ ○ ３６ 島名前野東遺跡 ○ ○ ○ ○ ○

１０ 島名関ノ台古墳群 ○ ３７ 苅間六十目遺跡 ○ ○ ○ ○

１１ 面 野 井 古 墳 群 ○ ３８ 島 名 境 松 遺 跡 ○ ○

１２ 下河原崎高山古墳群 ○ ３９ 谷 田 部 漆 遺 跡 ○ ○ ○

１３ 下河原崎古墳群 ○ ４０ 水堀屋敷添遺跡 ○ ○

１４ 面 野 井 南 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ４１ 水堀道後前遺跡 ○ ○ ○

１５ 島 名 本 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ４２ 平 後 遺 跡 ○ ○ ○

１６ 谷田部台町古墳群 ○ ４３ 真瀬掘附北遺跡 ○

１７ 島名榎内古墳群 ○ ４４ 真瀬山田北遺跡 ○ ○

１８ 島名熊の山古墳群 ○ ４５ 鍋沼神田長峰遺跡 ○ ○

１９ 島名ツバタ遺跡 ○ ○ ４６ 元宮本前山遺跡 ○ ○ ○

２０ 谷田部台成井遺跡 ○ ４７ 小 野 崎 館 跡 ○ ○

２１ 谷田部福田前遺跡 ○ ○ ○ ４８ 苅 間 城 跡 ○ ○

２２ 島名八幡前遺跡 ○ ○ ○ ４９ 面 野 井 城 跡 ○ ○

２３ 島名タカドロ遺跡 ○ ○ ５０ 島名榎内南遺跡 ○ ○ ○

２４ 島名一町田遺跡 ○ ５１ 島 名 前 野 古 墳 ○

２５ 真瀬新田谷津遺跡 ○ ５２ 島名関の台Ｂ遺跡 ○ ○

２６ 水 堀 下 道 遺 跡 ○ ○ ５３ 面野井北の前遺跡 ○ ○ ○ ○

２７ 島名関ノ台遺跡 ○ ５４ 高 田 原 山 遺 跡 ○
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東遺跡などで集落跡が確認され，島名前野東遺跡では集落に付随した形で方形周溝墓３基が調査されている。

しかし，これらの集落はいずれも小規模で東谷田川に沿って点在していた集落の一つととらえることができる。
や た べ うるし

中期になると，集落は西谷田川沿いにまで広がりを見せ，前述した遺跡に加えて，谷田部漆遺跡７）〈３９〉や
しま な ま せ さん ど やま かみかやまるふる や しき

島名ツバタ遺跡８）〈１９〉，真瀬三度山遺跡９）〈３４〉，上萱丸古屋敷遺跡１０）〈３５〉などにおいても集落跡が確認され

ている。前・中期のこうした集落は，いずれも台地の縁辺部や低湿地へ向かう緩斜面部に適度な距離をおいて

営まれており，集落の立地や経営には台地裾部の自然湧水を利用した谷津田との関わりが強く示唆される。

後期になると，台地の内陸部にまで集落が及ぶようになる。また，谷田部地区には古墳群１１か所�古墳約３００
しま な くま やま

基が確認される１１）など，急速に古墳が築造されたことが分かる。当遺跡周辺には，島名熊の山古墳群〈１８〉，
しま な せき の だい しま な まえ の おも の い しま な えのきうち しもか わ らざきたかやま

島名関ノ台古墳群〈１０〉，島名前野古墳〈５１〉，面野井古墳群〈１１〉，島名榎内古墳群〈１７〉，下河原崎高山古

墳群〈１２〉などがあり，径１０ｍほどの小円墳が大部分を占めるこれらの古墳群は，地域的な群集墳の在り方を

示している。中でも，『谷田部の歴史』１２）の中には，島名関ノ台古墳群は，円墳２７基の他に，全長約４０ｍの前

方後円墳が存在したと記され，埋葬者は島名地区の盟主的存在であった可能性が高い。基盤となる集落として

は，馬具や農具などの鉄器の他に須恵器なども相当数保持していた当遺跡を挙げることができる。

当遺跡では，過去の調査により，４～５世紀に台地縁辺部に集落が出現した後，６世紀後半になって台地全

体に集落が拡大し，急速に発展していく様子が明らかにされている１３）。当遺跡と谷津を隔てて南側に隣接する
しま な はちまんまえ

島名八幡前遺跡１４）〈２２〉は集落の形成時期を後期に求めることができ，この時期においても集落を維持してい

た島名前野遺跡や島名前野東遺跡とともに，当遺跡を中心とする近接する遺跡間で互いの増減を補完し合う形

をとりながら，古墳時代の終わりまで集落が継続して営まれたと考えられる。

奈良時代になると，近年の発掘調査によって島名地区は急速に集落の再編が進むことが明らかとなった。そ

の背景には，律令国家の成立と地方の国郡制の整備があったことは明らかで，当地区は河内郡嶋名郷に編入さ

れることとなる。当遺跡や島名八幡前遺跡は，大形住居とそれに付随する掘立柱建物が集落の中心となり，規

模や形状の等質化したその他の住居跡は，いずれも主軸を真北にして並存するようになる。さらに，当遺跡に

はＬ字状に配置された掘立柱建物群も整備され，郷関連の官衙施設の可能性も示唆されている。一方，島名前

野遺跡や島名前野東遺跡では７世紀に一旦集落が途絶え，８世紀中頃に再び集落が形成される。それは，約半

世紀の間空閑地となっていた当地が，律令体制の進展と共に再開発の標的となったためと思われる。しかし，

その一方で，これらの遺跡以外に島名地区における該期の集落は認められなくなり，当遺跡周辺だけにこの時

期の集落が集中するという現象が見られる。

平安時代になると，遺跡数はさらに減少し，集落として明確に捉えられるのは当遺跡と島名八幡前遺跡だけ

となる。この２遺跡は，鍛冶生産や紡績などの手工業と積極的に関わっており，９世紀への集落の継続性を考

えたとき，極めて示唆的である。加えて，８世紀以来の集落が，大規模な集落を残し壊滅していく状況は，律

令体制の行き詰まりに伴う集落の再編成と考えることもできる。この９世紀の集落編成も１０世紀を迎えると新

たな展開を示し，島名八幡前遺跡もまた集落としての終焉を迎えることになる。一方，当遺跡はそれ以降も存

続し，１１世紀まで継続的に集落が営まれるが，その後の集落の様相は，不明瞭になっていく。竪穴住居から平

地住居への転換の時期と重なるためと思われるが，当遺跡の墓坑や井戸跡からは平安時代末期と考えられる和

鏡や小銅仏が出土しており，遺物の面から有力者層の存在をうかがうことができる。また，１３世紀末には当遺

跡の西側に妙徳寺が開山され，寺域周辺は墓域として利用されていく。ほぼ同じ頃，島名前野東遺跡には方一

町に巡る堀に囲まれた方形居館が出現しており，居館内に居住する在地有力者が当遺跡の所在する島名地区一

帯を治めていったものと思われる。

―６―
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平成８・９年度調査
「第１４９集」

平成平成７・９７・９・１・１０年度調査年度調査
「第１２０・１７１２０・１７４集」集」
平成７・９・１０年度調査
「第１２０・１７４集」

平成１０・１１０・１５年度調査年度調査
「第１９０・２３１９０・２３６集」集」
平成１０・１５年度調査
「第１９０・２３６集」

平成平成７・７・９　　　９　　　
　　　～　　　～１１年度調査年度調査
「第１６６・１６６・１７１６６・１６６・１７４集」集」

平成７・９　　　
　　　～１１年度調査
「第１２０・１６６・１７４集」

平成７年度調査平成７年度調査
「第１２１２０集」集」
平成７年度調査
「第１２０集」

平成平成８・８・９年度調査９年度調査
「第１３３・１６１３３・１６６集」集」
平成８・９年度調査
「第１３３・１６６集」

平成１４・４・１５年度調査年度調査
「第２１４・２３２１４・２３６集」集」
平成１４・１５年度調査
「第２１４・２３６集」

平成平成７・７・９年度調査９年度調査
「第１２０・１４１２０・１４９集」

平成７・９年度調査
「第１２０・１４９集」

平成８平成８～１１年度調査年度調査
「第１３３・１６６・１７１３３・１６６・１７４集」
平成８～１１年度調査
「第１３３・１６６・１７４集」

平成９年度調査平成９年度調査
「第１６１６６集」

平成９年度調査
「第１６６集」

平成平成８・９８・９・１・１１年度調査年度調査
「第１３３・１４９・１６６・１７１３３・１４９・１６６・１７４集」
平成８・９・１１年度調査
「第１３３・１４９・１６６・１７４集」

第３図 島名熊の山遺跡調査区設定図（つくば市 研究学園都市計画図２�５００分の１）
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当遺跡は，つくば市西部を南流する東谷田川右岸の舌状台地上に立地し，台地の標高は１９～２３ｍである。

調査区は，便宜上１～１６区に分けられており，今回報告するのは，平成１６年度及び１７年度に調査した４区４４９

�，７区１�１７０�，９区２�０６２�，１４区６�０８５�，１６区１４�１０１�の計２３�８６７�についてである。

調査は平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日，平成１７年４月１日から平成１８年３月３１日までの２年間にわ

たって実施され，各区を総合すると，陥し穴１基（縄文時代），住居跡２２９軒（古墳時代１０４，奈良時代３８，平

安時代８６，不明１），掘立柱建物跡３３棟（奈良時代７，平安時代１８，中・近世８），方形竪穴遺構１８基，地下式

壙２０基，堀跡１２条，溝跡５５条，道路跡６条，井戸跡６７基，鋳造土坑１基，鍛冶関連土坑４基，粘土貼り土坑４

基，火葬土坑１６基，墓坑２５基，土坑９９９基，柵跡５列，ピット群６か所，不明遺構１基が検出された。

遺跡の主体は，古墳時代後期から平安時代の集落跡であるが，第１６区では，中・近世の大規模な堀跡と溝跡，

墓域が確認されている。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に２７６箱出土している。主な遺物は，土師器，須恵器，灰釉陶

器（長頸瓶），土師質土器（小皿・内耳鍋・擂鉢・火鉢），陶器（天目茶碗・水滴），磁器（碗），土製品（勾玉・

土玉・球状土錘・鈴），石器（磨石・石皿・砥石），石製品（勾玉・管玉・臼玉・紡錘車・石塔），鉄器・鉄製

品（鋤先・鎌・刀子・鏃・釘・�・馬具・留金具・鉄鉗），鋳型片（小金銅仏・蓮弁座・鰐口）などである。

当遺跡は，標高１９～２３ｍほどの台地上の縁辺部に立地しており，既調査区の１０区南西部（Ｑ１３ｅ３区），１２

区南部（Ｔ７ｊ８区）にテストピットを設定して，基本土層の観察を行った。

１０ 区

９層に分層され，土層断面中，第２～７層が関東

ローム層，第８・９層が常総粘土層である。以下，

テストピットの観察から，層序を説明する。

第１層は，黒褐色を呈する耕作土層である。ロー

ム小ブロックを中量含み，粘性・締まりとも弱く，

層厚は８～１１�である。

第２層は，暗褐色を呈するハードローム層への漸

移層である。粘性は普通で，締まりは弱く層厚は１５

～２１�である。

第３層は，褐色を呈するソフトローム層である。

粘性・締まりともに強く，層厚は５～１３�である。

第４層は，褐色を呈するハードローム層である。

粘性・締まりともに強く，層厚は１１～１３�である。

第３章 調 査 の 成 果

第１節 遺 跡 の 概 要

第２節 基 本 層 序

第４図 基本土層図（１０区）
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第５層は，褐色を呈するハードローム層で，火山ガラス粒子をわずかに含んでいる。姶良Tn火山灰（AT）

を含む層と考えられ，粘性・締まりともに強く，層厚は４～７�である。

第６層は，暗褐色を呈するハードローム層で，第�黒色帯に相当すると考えられる。粘性・締まりともに強

く，層厚は５～１１�である。

第７層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともに強く，層厚は１６～２２�である。

第８層は，にぶい黄橙色を呈する粘土層である。粘性・締まりともに特に強く，層厚は１０～１３�である。

第９層は，黄橙色を呈する粘土層で，明黄橙色の砂粒を少量含んでいる。粘性・締まりともに特に強い。厚

さは２０�以上あるが，下部が未掘のため本来の厚さは不明である。

なお，住居跡などの遺構は，第２層上面で確認した。

１２ 区

９層に分層され，土層断面中，第３～６層が関東ローム層，第７～９層が常総粘土層である。以下，テスト

ピットの観察から層序を説明する。

第１層は，暗褐色を呈する耕作土層である。ロームブロックを中量含み，粘性・締まりともに弱く，層厚は

２５～３３�である。

第２層は，黒褐色を呈する耕作土層である。ロームブロックを少量含み，粘性・締まりともに弱く，層厚は

５～１４�である。１０区の第１層に相当する。

第３層は，褐色を呈するソフトローム層である。粘性・締まりとも普通で，層厚は７～１９�である。１０区の

第３層に相当する。

第４層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりとも強く，層厚は３３～５１�である。１０区の第

４層に相当する。

第５層は，暗褐色を呈するハードローム層で，第�黒色帯に相当すると考えられる。粘性・締まりともに強

く，層厚は１９～２６�である。１０区の第６層に相当する。

第６層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性・

締まりともに強く，層厚は８～１５�である。１０区の第７層

に相当する。

第７層は，にぶい黄褐色を呈する粘土層である。粘性・

締まりとも特に強く，層厚は１１～３５�である。１０区の第８

層に相当する。

第８層は，黄橙色を呈する粘土層である。粘性・締まり

とも特に強く，層厚は１１～２６�である。

第９層は，にぶい黄褐色を呈する粘土層で，明黄橙色の

砂粒を少量含み，粘性・締まりとも特に強い。下部は未掘

のため本来の厚さは不明である。１０区の第９層に相当する。

なお，住居跡などの遺構は，第３層上面で確認した。

第５図 基本土層図（１２区）
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１ 古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の竪穴住居跡１３軒，柵跡１列，土坑１基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第１６号住居跡（第６・７図）

位置 調査区南部のＫ１０ｄ７区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。南東部は平成７年度に調査

が終了しており，柱穴の番号については今年度調査分と合わせて新しい番号とし，既調査分も再録した。

重複関係 第１７号住居跡を掘り込み，第１５・２８１９号住居，第５８号井戸，第５１０６・５１０７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�２４ｍ，短軸６�１３ｍの方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は１４～３４�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部から北部が踏み固められている。南東部を除く壁下には，幅１３～１６�，深さ５～９�

でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。北東部と南東部の床面には焼土が堆積して，炭化材も検出され，

焼失住居と考えられる。北東部で検出された炭化材は，直径３～４�ほどの丸材であり，屋根材の一部と考え

られる。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０３�，袖部幅９３�である。袖部は地山の

ロームをやや高く掘り残した上に砂質粘土を主体とする第８～１２層で構築しており，内側は火を受けて赤変し

ている。火床部は床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道

部は壁外に３２�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～７層に分けられ，第１～４

層は天井部の崩落土層に相当する。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４７～５５�である。Ｐ５は深さ４１�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ２１層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。第１８～２１層は，掘り方の埋土層で

ある。

第３節 ４区の遺構と遺物

竈土層解説
１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
４ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 明 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
７ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量

８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
９ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量
１１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，灰少量
１６ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量
６ 灰 褐 色 ロームブロック多量，粘土ブロック少量，焼土粒

子微量
７ 褐 色 ロームブロック多量
８ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子少量
９ 褐 色 ローム粒子多量
１０ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量

１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１２ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１３ 灰 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック微量
１４ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック微量
１５ 灰 褐 色 焼土粒子多量
１６ 褐 色 ローム粒子中量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１８ 褐 色 ロームブロック少量，粘土粒子微量
１９ 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子微量
２０ 褐 色 ロームブロック少量
２１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
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第６図 第１６号住居跡実測図
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遺物出土状況 本年度の調査区からは，土師器片１１９点（坏２０，高坏１，甕類９８），土製品２点（勾玉，球状土

錘）が散在した状態で出土しており，出土土器はいずれも細片である。１は小片であるが竈前部の床面から出

土し，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，DP１は北西部，DP２は竈左袖部左側の床面から

出土している。

所見 南東部は平成７年度に調査が終了しており，その部分については『茨城県教育財団文化財報告』第１２０

集を参照されたい。壁際の床面に焼土が堆積して，炭化材も検出された焼失住居である。柱穴の覆土にはほと

んど焼土が含まれていないことから，住居を廃絶して柱を抜き取って埋め戻した後に焼失したと考えられる。時

期は，７世紀前葉に比定される第２８１９号住居に掘り込まれていることや出土土器から６世紀後半と考えられる。

第２９号住居跡（第８・９図）

位置 調査区南部のＫ１０ｇ６区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。南東部は平成７年度，南西

部は平成１０年度に調査が終了しており，柱穴の番号については今年度調査分と合わせて新しい番号とし，既調

査分も再録した。

重複関係 第１０１３・１０１４号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�１８ｍ，短軸６�８１ｍの方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は２～３８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈周辺から南壁際まで踏み固められている。東側を除く壁下には，幅１２～１７�，深さ５～９

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１５�であり，住居内部への袖部の張り出

しは確認されていない。火床部は床面を１５�ほど掘りくぼめて第７・８層を充填して使用しており，火床面の

硬化や締まりはともに弱い。煙道部は壁外に４１�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は

第１～６層に分けられ，第２層は天井部の崩落土層に相当する。各層に焼土ブロックや砂質粘土粒子を含み，

ブロック状の堆積状況を示した人為堆積の状況を示している。

第７図 第１６号住居跡出土遺物実測図

第１６号住居跡出土遺物観察表（第７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１ 土師器 甕 ［１２�８］（７�０） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ 輪積痕 床面 １０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１ 球状土錘 ３�３ ３�０ ０�５ ２９�４ 土（長石） ナデ 二方向からの穿孔 床面 PL１６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２ 勾玉 （１�５） １�２ ０�７ （１�３） 土（長石・石英） 孔径０�２� ナデ 一方向からの穿孔 床面

―１３―



竈土層解説
１ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・

炭化粒子少量
２ 灰 黄 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
７ 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量
８ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量

第８図 第２９号住居跡実測図

―１４―



ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４２～６７�である。Ｐ４は深さ６３�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５は深さ４６�で，Ｐ１の北東部に位置している

が性格は不明である。Ｐ６も深さ４０�であるが性格は不明である。平成１０年度に調査が行われた南西部の壁溝

内からは，直径４～６�の小ピットが１２か所検出されており，壁の垂木跡の可能性が考えられるがその他から

は検出されていない。

覆土 ８層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第８層は掘り方の埋土層である。

第９図 第２９号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子少量，

炭化物微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子少量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
８ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，粘土ブロッ

ク少量

―１５―



遺物出土状況 本年度の調査区からは，土師器片８７９点（坏１５４，鉢６，甕類７０６，甑１２，手捏土器１），須恵器

片３２点（坏１４，蓋２，高坏２，甕類１４），石器（砥石），鉄製品（刀子）が散在した状態で出土している。また，

混入した陶器片１点，磁器片３点，瓦１点も出土している。２・４は竈の左側，５は竈前部の覆土下層からそ

れぞれ出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。３はＰ２の覆土中から出土しており，柱

の抜き取り後に流れ込んだものと考えられる。また，Ｍ１は西部壁際の覆土下層から出土している。

所見 南東部は平成７年度，南西部は平成１０年度に調査され，その部分については『茨城県教育財団文化財報

告』第１２０・１７４集を参照されたい。時期は，出土土器から７世紀後葉以前と考えられる。

第９９８号住居跡（第１０図）

位置 調査区南部のＪ１０ｉ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。南西コーナー部以外のほぼ

全体は平成１０年度に調査が終了しているが，既調査分も再録した。

重複関係 第９８７・９９７・９９９号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�４０ｍ，短軸４�２０ｍの方形で，主軸方向はＮ－３４°－Ｗである。壁高は２４～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，全体的に踏み固められている。南西コーナー部を除く壁下には，幅１２～２０�，深さ４～６�

でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８９�，袖部幅１１０�である。袖部は一部掘

り残したハードロームを基部に，山砂と粘土，ローム土を混ぜた部材で構築されている。また，火床面は火を

受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３５�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４１～６０�である。Ｐ５は深さ３８�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 本年度の調査区からは，土師器片２２点（坏５，甕類１７）が出土しているが，いずれも細片であ

る。また，平成１０年度の調査区からは，土師器片１３３点が出土している。

所見 南西コーナー部以外は平成１０年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財団文化

財報告』第１７４集を参照されたい。時期は，出土土器と重複関係から６世紀後半と考えられる。

第２９号住居跡出土遺物観察表（第９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２ 土師器 坏 ［１０�８］ ３�９ － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ７０％ PL１１
内面煤付着

３ 須恵器 坏 ［１１�７］ ４�６ ４�１ 長石 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り Ｐ２覆土中 ２０％

４ 土師器 鉢 ［１３�２］ ９�９ ４�２ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ４０％

５ 土師器 手捏土器 － （７�０） ６�９ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 体部内・外面ナデ 指頭痕 輪積み痕 下層 ４０％ PL１１

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１ 砥石 （４�２） ２�５ １�３ （２６�３）凝灰岩 上部欠損 砥面４面 覆土中 PL１６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１ 刀子 （４�３） １�２ ０�３ （４�５） 鉄 茎部欠損 刃部断面三角形 下層

―１６―



第１００１号住居跡（第１１～１４図）

位置 調査区南部のＫ１０ｆ４区，標高２１�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。南西コーナー部は平成１０年

度に調査が終了している。

重複関係 第２８１８・２８２１号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�７６ｍ，短軸６�７２ｍの方形で，主軸方向はＮ－３０°－Ｗである。壁高は１６～４６�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部から各壁近くまで踏み固められている。壁下には幅１９～２１�，深さ４～１１�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４８�，袖部幅１１６�である。袖部は第１７層

の上部に砂質粘土主体の第１２～１５層を積み上げて構築しており，内側は火を受けて赤変している。火床部は床

面を２０�ほど掘りくぼめて第１６・１７層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道

部は壁外に５９�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～１１層に分けられ，第２～７・

９・１０層は，袖部および天井部の崩落土層である。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６８～７４�である。Ｐ５は深さ３４�，Ｐ６は深さ３３�で，南壁

際の中央部に位置していることから，ともに出入口施設に伴うピットと考えられる。

第１０図 第９９８号住居跡実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，

炭化物微量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
６ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
７ 赤 褐 色 焼土粒子多量
８ 灰 白 色 白色粘土粒子多量
９ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
１０ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量

１１ 褐 色 ローム粒子多量
１２ 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
１３ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微量
１４ にぶい黄褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック・

炭化粒子微量
１５ にぶい褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

―１７―



第１１図 第１００１号住居跡実測図

―１８―



第１２図 第１００１号住居跡・出土遺物実測図

―１９―



第１３図 第１００１号住居跡出土遺物実測図�

―２０―



覆土 １２層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。第１１・１２層は掘り方の埋土層であ

る。

遺物出土状況 本年度の調査区からは，土師器片１６９１点（坏４１０，椀１８６，高坏３５，甕類１０４１，甑１８，円筒形土

器１），土製品５点（支脚）が竈の周囲を中心に出土している。６は北西部，１０は北東部，７は北部の壁際，２１

は竈右袖部の右側のいずれも覆土下層から出土しており，１２は竈前部の覆土下層から出土した破片が接合した

ものである。いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。１７はＰ１，９はＰ２，２０はＰ４の覆土中

から出土しており，住居を廃絶して柱を抜き取った後に廃棄されたものと考えられる。また，１８・１９はともに

竈の覆土下層から出土しており，本跡の竈で使用されていたものと考えられる。

所見 南西部は平成１０年度に調査が終了しており，その部分については『茨城県教育財団文化財報告』第１７４

集を参照されたい。時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第１４図 第１００１号住居跡出土遺物実測図�

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

７ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１０ 明 褐 色 ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック中量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

―２１―



第１００２号住居跡（第１５図）

位置 調査区南部のＫ９ｂ０区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。南東コーナー部以外は平成

１０年度に調査が終了しており，柱穴の番号については今年度調査分と合わせて新しい番号とし，既調査分も再

録した。

重複関係 第１００４号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸９�００ｍ，短軸８�８０ｍの方形で，主軸方向はＮ－２６°－Ｗである。壁高は４２～６４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。壁下には幅２６～４０�，深さ６～１４�でＵ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。また，東・西側からは，長さ１１２～１５１�，幅２１～５２�，深さ１４～２１�でＵ字状の断面

を呈する間仕切り溝が検出されている。

竈 ２か所。竈１は北西壁中央部に付設されており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に

８１�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。竈２は北西壁中央部に付設されており，竈１の東側

に隣接している。規模は，焚口部から煙道部まで１７６�，袖部幅１６０�である。袖部は粘土・砂・ローム土を混

ぜ合わせた部材を使い，左右の袖がほぼ均等になるように部材を重ねて構築している。左袖部の外側には竈１

の火床面と袖部の赤変部が残り，左袖の中心部は，竈１の右袖部を利用している。火床部は地山のロームを掘

り下げ，ロームに焼土粒子と炭化粒子を含む土で埋め戻して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化して

いる。煙道部は壁外に５５�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。位置関係や遺存状況，袖の再

利用の状況などから，竈１から竈２へ作り替えたと考えられる。

第１００１号住居跡出土遺物観察表（第１２～１４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６ 土師器 坏 １２�６ ５�８ － 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ９５％ PL１１

７ 土師器 坏 １２�８ ５�２ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪積痕
内面磨き 下層 ８５％ PL１１

８ 土師器 坏 ［１４�２］ ６�６ － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面磨き 体部外面ヘラ削り 内面磨き 中層 ６０％

９ 土師器 椀 １６�２ ８�３ ７�０ 長石・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ Ｐ２中層 １００％ PL１２

１０ 土師器 椀 １１�６ ８�４ ４�９ 長石・石英・雲母 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ナデ 下層 ９０％ PL１２

１１ 土師器 椀 １０�７ １０�２ ５�７ 長石・雲母・微礫 にぶい黄
橙 赤橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 中層 ８５％

１２ 土師器 椀 １８�４ （９�７） － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ 内面ナデ 下層 ７０％

１３ 土師器 椀 １７�５ １０�０ － 雲母 黒褐 普通 口辺部外面横ナデ 内面磨き 体部外面ヘラ削り 内面磨き 下層 ６０％

１４ 土師器 高坏［１２�４］ ９�９ ［８�６］ 長石・石英・雲母・微礫 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 内面
ナデ 脚部外面ヘラ削り 裾部内・外面横ナデ 下層 ４０％ PL１２

１５ 土師器 高坏 １８�７ （６�２） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 内面磨き 下層 ５０％ PL１２
砥石転用

１６ 土師器 高坏 １６�４ （６�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 内面磨き 下層 ５０％ PL１２
砥石転用

１７ 土師器 台付甕 １４�０（１３�３） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 脚部外面ヘラ削り Ｐ１中層 ７０％ PL１１

１８ 土師器 甕 ２２�７ ３５�６ ８�６ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内

面ヘラナデ 輪積痕 竈下層 ７０％ PL１２
外面煤付着

１９ 土師器 甕 １５�４ ２０�７ ８�６ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積痕 内面ヘラナデ 輪積痕 竈下層 ９５％ PL１２

２０ 土師器 甑 ２２�１ ２７�５ ９�６ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積痕 内面ヘラナデ 輪積痕 Ｐ４下層・床面 ８０％ PL１１

２１ 土師器 円筒形土器 ９�３ （１１�３） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積痕 内面ヘラナデ 輪積痕 下層 PL１１

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP３ 支脚 （１６�３） ５�４ ７�３ （６６５�０）土（長石・石英） 受部皿状 ナデ 指頭痕 下層 PL１６

―２２―



第１５図 第１００２号住居跡・出土遺物実測図

―２３―



ピット ６２か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは６３～７８�である。Ｐ５は深さ３４�，Ｐ６は深さ３６�で，南壁

際の中央部に位置していることから，ともに出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７は深さ３９�で，中央

部，Ｐ８は深さ５３�で，Ｐ１とＰ４の間，Ｐ９は深さ１６�で，Ｐ１とＰ２の間，Ｐ１０は深さ４１�で，Ｐ３とＰ４

の間，Ｐ１１は深さ４２�，Ｐ１２は深さ１２�で，ともにＰ２とＰ３の間に位置している。規模と配置から，いず

れも補助柱穴と考えられる。Ｐ１３～Ｐ１５は深さ１６～１９�で，Ｐ５とＰ６の間に位置していることから，いず

れも出入口施設に伴うピットに関連したものと考えられる。Ｐ１６は深さ６２�で，貯蔵穴に付随する柱穴の可

能性が考えられるが，詳細は不明である。Ｐ１７～Ｐ３２は深さは１０～３２�で，壁溝中に位置していることから，

壁柱穴と考えられる。Ｐ３３～Ｐ３５は深さは２１～２６�で，竈袖の壁際に位置していることから，竈に付随する

柱穴と考えられる。Ｐ３６～Ｐ６２は深さ１３～４７�で，掘り込みの外側にあり，壁に沿ってほぼ等間隔に並んで

いることから，屋根材を支える支柱穴の可能性が考えられるが，詳細は不明である。

貯蔵穴 北部の西寄りに位置している。長軸１３５�，短軸９５�の隅丸長方形で，深さは６２�である。底面は平

坦で壁は外傾して立ち上がり，覆土は人為堆積の状況を示している。

覆土 レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 本年度調査区からは，土師器片４１１点（坏８３，椀２，高坏２，甕類３２１，甑２，手捏土器１），

鉄滓１点が出土しており，出土土器はいずれも細片である。また，混入した須恵器片１２点，陶器片１点も出土

している。２２は南西コーナー部の覆土中から出土している。平成１０年度の調査区からは，土師器片２２６９点が出

土しているが，出土土器のほとんどが細片であり，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 南東コーナー部を除く部分は平成１０年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財

団文化財報告』第１７４集を参照されたい。本跡は第４区の中で最も広い床面積を有する住居の一つであり，集

落の中心的な住居と考えられる。本跡の３ｍほど東に位置している第２８１３号住居跡は，規模，主軸方向，住居

構造ともに類似しており，血縁的な継続も想定される。時期は，出土土器から６世紀後半と考えられる。

第１００６号住居跡（第１６・１７図）

位置 調査区南部のＫ１０ｅ２区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。北西コーナー部は平成１０年

度に調査が終了しており，柱穴の番号については今年度調査分と合わせて新しい番号とし，既調査分も再録した。

重複関係 第２８１４号住居跡を掘り込み，第１０００・２８１８号住居，第１３０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸７�４８ｍ，短軸７�１４ｍの方形で，主軸方向はＮ－３２°－Ｗである。壁高は２６～４８�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。壁下には，幅１１～１８�，深さ７～１２�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。また，北西部からは，長さ１２９�，幅２３�，深さ１３�でＵ字状の断面を呈する間仕

切り溝が検出されている。全体に焼土が堆積し，南壁際では１５�ほどの厚みを有する焼失住居である。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１２�，袖部幅１１９�であり，袖部は砂質粘

土を主体とする第８層の上に第７層を積み上げて構築している。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼめて第１３層

を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２６�掘り込まれ，火床部か

第１００２号住居跡出土遺物観察表（第１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２２ 土師器 手捏土器［７�２］ ３�１ ［６�２］ 長石・石英・雲
母・黒色粒子 橙 普通 外面ナデ 下端ヘラ削り 内面ナデ 底部木葉痕 覆土中 ４０％

―２４―



ら急な傾斜で立ち上がっている。覆土は第１～１２層に分けられ，人為堆積の状況を示している。第１層は天井

部の崩落土層に相当する。

ピット １３か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは７２～８９�である。Ｐ５は深さ４３�，Ｐ６は深さ３７�で，とも

に南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７～Ｐ１３は深さ９～

３６�であるが，性格は不明である。

覆土 １６層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。第１６層は掘り方の埋土層である。

遺物出土状況 本年度の調査区からは，土師器片７２２点（坏１７１，高坏６，甕類５４５），土製品２点（勾玉，小玉），

鉄滓４点が散在した状態で出土している。また，混入した須恵器片１８点，陶器片３点も出土している。２４は竈

右側の床面から出土していることから，住居の廃絶時に遺棄されたと考えられる。２３・２５はいずれも北東コー

ナー部の覆土下層から出土しており，住居の廃絶後間もなく廃棄されたと考えられる。２６はＰ２の覆土上層か

ら出土しており，柱の抜き取り後に廃棄されたと考えられる。また，DP４は南東部の覆土中層，DP５は南西

部の覆土中からそれぞれ出土している。

所見 北西コーナー部は平成１０年度に調査が終了しており，その部分については『茨城県教育財団文化財報告』

第１７４集を参照されたい。床面全体に焼土が堆積し，覆土中にも焼土を含んだ焼失住居である。柱穴の覆土中

～下層には焼土が含まれないことや，床面の焼土層は柱穴部の覆土まで続いていることから，廃絶して柱を抜

き取った後に焼失したと考えられる。時期は，出土土器から６世紀後葉から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子・灰少量，ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
１０ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１３ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量
７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

９ 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量
１２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック中量
１４ 褐 色 ローム粒子多量
１５ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子多量
１６ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１００６号住居跡出土遺物観察表（第１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３ 土師器 坏 １３�４ ４�７ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ９５％ PL１３

２４ 土師器 坏 １１�６ ４�９ － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ナデ 輪積痕 床面 ７０％ PL１３

２５ 土師器 坏 － （４�４） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ５０％

２６ 土師器 甕 ２０�５ ３６�３ １０�０ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ 輪積痕 Ｐ２上層 ９５％ PL１２

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP４ 勾玉 ２�２ ２�０ ０�８ ５�２ 土（長石） 孔径０�３� ナデ 二方向からの穿孔 中層 PL１６

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP５ 小玉 １�０ ０�６ ０�２ ０�６ 土（長石） ナデ 一方向からの穿孔 覆土中

―２５―



第１６図 第１００６号住居跡実測図

―２６―



第１７図 第１００６号住居跡・出土遺物実測図

―２７―



第１０３２号住居跡（第１８図）

位置 調査区南部のＪ１０ｉ６区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。南壁際以外の部分は平成１０

年度に調査が終了しており，柱穴の番号については今年度調査分と合わせて新しい番号とし，既調査分も再録

した。

重複関係 第１０３０・１０３３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�５０ｍ，短軸３�４８ｍの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は２０～４２�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部から北部が踏み固められている。西・北壁下には，幅１２～１８�，深さ５～８�でＵ字

状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されており，重複する第１０３３号住居の床面の下部から検出された。規模は，焚口部から

煙道部まで１０３�，袖部幅９６�であり，袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さであ

り，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２５�掘り込まれ，火床部から緩やかな傾斜で立ち

上がっている。

ピット ７か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３５～５５�である。Ｐ５は深さ２５�で，南壁際に位置している

ことから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６・Ｐ７はともに深さ２５�で，竈両脇の壁際に位置して

いることから，竈に付随するピットの可能性が考えられる。

遺物出土状況 本年度の調査区からは，土師器片８点（甕類）が出土しているが，いずれも細片である。平成

１０年度の調査区からは，土師器片９８点，須恵器片１点，鉄器１点（鎌）が出土している。

所見 南壁際を除く部分は平成１０年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財団文化財

報告』第１７４集を参照されたい。時期は，出土土器から７世紀中葉から後葉と考えられる。

第１８図 第１０３２号住居跡実測図

―２８―



第２８１３号住居跡（第１９・２０図）

位置 調査区南部のＫ１０ｂ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２８１４号住居跡を掘り込み，第２８２２・２８２３・２８２５～２８２７号住居，第１３０号溝，第４９６９・５１０９号土坑

に掘り込まれている。

規模と形状 長軸８�９４ｍ，短軸８�８９ｍの方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は２４～５４�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。壁下には，幅１２～１９�，深さ４～１５�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。また，東・西・北側からは，４条の間仕切り溝が検出されている。規模は，東側が

長さ５８�，幅３４�，西側北寄りが長さ２２５�，幅３１�，西側南寄りが長さ４３�，幅１６�，北側が長さ７３�，幅

４１�であり，いずれもＵ字状の断面を呈している。

竈 ２か所。竈１は北壁中央部のやや東寄りに付設されており，上部を第２８２６号住居の竈に壊されている。遺

存する部分の規模は，焚口部から煙道部まで１３２�，袖部幅１３７�である。袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面

に砂質粘土を主体とする第４層で構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さの平坦面を使用しており，火床

面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５１�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

竈２は北壁中央部に付設されており，火床部および袖部は遺存しない。煙道部が壁外に３４�掘り込まれている

状況だけが確認されている。竈２の右袖部が竈１に壊されていることから，竈２から竈１への作り替えと考え

られる。

ピット １８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは８３～９３�である。Ｐ５～Ｐ７は深さ３４～６４�で，竈と南壁を

結ぶ直線上に位置していることから，いずれも出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ８～Ｐ１８の性格は

不明である。

貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１，貯蔵穴２ともに北西コーナー部に位置している。貯蔵穴１は，長軸７５�，短軸６８

�の隅丸長方形で，深さは７６�である。底面は皿状で壁はほぼ直立し，覆土は人為堆積の状況を示している。

貯蔵穴２は，長軸７６�，短軸６５�の隅丸長方形で，深さは５２�である。底面は皿状で壁はほぼ直立し，覆土は

人為堆積の状況を示している。時期差については明確でない。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

竈１土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量

竈２土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量

３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ロームブロッ
ク・炭化物微量

貯蔵穴１土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

貯蔵穴２土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック，炭化粒子微量

―２９―



遺物出土状況 土師器片１６５１点（坏４９１，鉢１２，高坏６１，甕類１０８７），須恵器片１点（瓶類），土製品４点（支

脚），鉄製品５点（鏃２，鎌１，鋤先２），鉄滓１点，種子１点が覆土上・中層を中心に出土している。また，

混入した須恵器片４点，陶器片２点も出土している。出土遺物量は多いがほとんどの土器は細片であり，住居

の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。２７は北東部，２９は北西部の覆土中層からそれぞれ出土し，３０・３１は

北東部，３２は南東コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。２８は北部の覆土下層から出土した破片と

覆土上層から出土した破片が接合したものである。いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。ま

た，Ｍ３・Ｍ４は南西部に位置するＰ１４の覆土上・中層から出土しており，ピットが埋没する過程で流れ込

んだものと考えられる。

所見 本跡は第４区の中で最も広い床面積を有する住居の一つであり，集落の中心的な住居と考えられる。ま

た，本跡の３ｍほど西側に位置し，６世紀後半と考えられる第１００２号住居跡は，規模，主軸方向，住居の構造

とも類似しており，本住居から第１００２号住居への血縁的な継続も想定される。時期は，出土土器および重複関

係から６世紀中葉以前と考えられる。

第２８１３号住居跡出土遺物観察表（第２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２７ 土師器 坏 １２�６ ５�０ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 中層 １００％PL１３

２８ 土師器 坏 １２�９ ４�１ － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 ９５％PL１３

２９ 土師器 坏 ［１２�４］ ４�７ － 長石・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 中層 ５０％

３０ 土師器 坏 － （３�６） － 長石・雲母 灰褐 普通 体部内面ナデ 下層 ３０％ 内面「×」
のヘラ書き

３１ 土師器 高坏 － （１１�５）１２�８ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 脚部外面ヘラ削り後ナデ 内面ヘラ削り 裾部

内・外面横ナデ 下層 ４０％

３２ 土師器 鉢 ［２１�４］１１�７ ７�５ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラ磨き 底部外面ヘラ磨き 下層 ５０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２ 鏃 （８�９） １�９ ０�４ （９�９） 鉄 両丸造 茎部下位で屈曲 下層 PL１７

Ｍ３ 鎌 （９�８） ２�９ ０�３ （２９�８）鉄 刃先部欠損 断面三角形 基部は全体を折り返す Ｐ１４中層 PL１７

Ｍ４ 鋤先 （１１�０）（１０�０） ０�６ （４２�６）鉄 着柄部一部欠損 身（着装部）の差し込み式 Ｐ１４上層 PL１７

Ｍ５ 鏃 （１０�７） ０�６ ０�３～
０�５ （１３�３）鉄 鏃身部欠損 箆部・茎部の破片 断面方形の棒状 茎尻側が細る 下層 PL１７

―３０―



第１９図 第２８１３号住居跡実測図

―３１・３２―



第２８１４号住居跡（第２１図）

位置 調査区南部のＫ１０ｃ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１００６・２８１３・２８２２・２８２５・２８２７号住居，第１３０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南北軸５�６３ｍが確認された。東西軸は５�３０ｍほどの方形と推定される。主軸方向はＮ－２４°－Ｗ

である。壁高は２５～３０�ほどで，外傾して立ち上がっている。

床 遺存する部分の床はほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北・南壁下からは，幅１４～１８�，深さ４

～７�でＵ字状の断面を呈する壁溝が検出されている。

第２０図 第２８１３号住居跡出土遺物実測図

―３３―



第２１図 第２８１４号住居跡・出土遺物実測図

―３４―



竈 北壁中央部に付設されている。第２８１３・２８２５号住居に壊されており，左袖部の一部と火床部だけが遺存し

ている。火床面の状態は不明である。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ７６�，Ｐ２は深さ６０�で，ともに主柱穴である。

覆土 ３層に分けられる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２７４点（坏６６，甕類２０８），鉄製品１点（鏃）が散在した状態で出土しており，ほとん

どの土器片は細片である。また，混入した須恵器片２点も出土している。３３は南壁際の覆土下層，Ｍ６は南西

部の覆土下層からそれぞれ出土しており，ともに住居の廃絶後間もなく廃棄されたものと考えられる。

所見 出土土器のほとんどが細片であるため土器による時期決定は難しいが，重複関係や土師器坏の形状から

６世紀中葉以前と考えられる。

第２８１８号住居跡（第２２～２５図）

位置 調査区南部のＫ１０ｅ４区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１００１・１００６・２８１９号住居跡を掘り込み，第２８２１号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�５８ｍ，短軸５�５３ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は７～３８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。壁下には，幅１２～１８�，深さ８～１８�でＵ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３６�，袖部幅１２２�である。袖部はローム

の地山をやや高く掘り残した上に，外側は砂混じりの粘土で，内側は粘土で構築されている。火床部は床面を

皿状に掘りくぼめて第１２～１４層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。また，支脚

の周辺からは粘土が検出されており，粘土を用いて支脚を固定していたと考えられる。煙道部は壁外に２４�掘

り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～８層に分けられ，各層に焼土ブロックや砂質

粘土ブロックを含む人為堆積の状況を示している。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

竈土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
３ 赤 褐 色 焼土粒子多量
４ 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土ブロック少量
６ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
９ 赤 褐 色 粘土粒子多量

１０ 暗 灰 黄 色 粘土粒子多量
１１ 黒 褐 色 粘土粒子多量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・

炭化粒子少量
１４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量
１５ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１６ にぶい赤褐色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
１７ 褐 色 ローム粒子中量

第２８１４号住居跡出土遺物観察表（第２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３３ 土師器 甕 ［２４�９］（２８�１） － 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 下層 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６ 鏃 （１１�０） ０�５ ０�３ （７�３） 鉄 鏃身部欠損 茎部の破片 断面長方形の棒状 下層 PL１７

―３５―



第２２図 第２８１８号住居跡実測図

―３６―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５１～８４�である。また，Ｐ３の底部からは柱のあたりが確認

されている。Ｐ５は深さ１９�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土 １５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第１３～１５層は掘り方の埋土層である。

第２３図 第２８１８号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・

炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・

炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

８ 黒 褐 色 粘土ブロック少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック中量
１４ 黒 色 ロームブロック中量
１５ 褐 色 ロームブロック少量

―３７―



第２４図 第２８１８号出土遺物実測図�

―３８―



第２５図 第２８１８号住居跡出土遺物実測図�

―３９―



遺物出土状況 土師器片１０２６点（坏類９８，甕類８５２，甑７３，手捏土器３），須恵器片８点（フラスコ形瓶６，提

瓶２），土製品１点（支脚），鉄製品２点（�１，鎌１）が竈周辺と中央部を中心に出土している。また，混入

した須恵器片４点も出土している。３７は南部，３８・４４は南東部，４３は竈前部，３９～４１は中央部の床面からそれ

ぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。４２は竈天井部崩落土の上層から出

土した破片と，中央部の床面から出土した破片が接合したものであり，住居の廃絶後に投棄されたものと考え

られる。DP６は竈火床面，Ｍ７は中央部の覆土下層，Ｍ８は竈右袖部右側の覆土中層からそれぞれ出土して

いる。

所見 床面積が３０�ほどでそれほど大形ではないが，フラスコ型瓶，提瓶が出土しており，出土遺物量も多量で

あることから，集落内における有力者層の居住が想定される。時期は，出土土器から７世紀後葉と考えられる。

第２８１９号住居跡（第２６・２７図）

位置 調査区南部のＫ１０ｅ６区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１６号住居跡，第５１０７号土坑を掘り込み，第２８１８・２８２１号住居，第４９６５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�７８ｍ，短軸６�６８ｍの方形で，主軸方向はＮ－４３°－Ｗである。壁高は８～１８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められており，特に中央部が硬化している。壁下には幅１１～２６�，深さ

８～１１�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

第２８１８号住居跡出土遺物観察表（第２３～２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３４ 土師器 坏 １４�４ ４�４ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ

デ 内面ナデ 放射状の暗文 中層 １００％ PL１５

３５ 土師器 坏 １０�３ ３�７ － 長石・石英・赤
色粒子・小礫 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ

デ 内面ナデ 覆土中 ７０％ PL１５

３６ 土師器 坏 ［１１�０］ ４�７ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面放射状の磨き 中層 ５０％

３７ 須恵器 フラス
コ型瓶［１０�５］２６�６ － 長石・石英・雲母 灰 良好 口頸部外面２条の沈線 体部外面カキ目調整 側面３条

の沈線 肩部ボタン状の把手貼り付け 内面ロクロナデ 床面 ７５％ PL１４

３８ 須恵器 提瓶 － （１９�７） － 長石・雲母 褐灰 良好 口頸部内・外面ロクロナデ 体部外面ロクロナデ
口頸部から体部の一部に自然釉 内面ロクロナデ 床面 ５５％ PL１４

３９ 土師器 甕 ２３�９ ３６�５ ８�５ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内

面ヘラナデ 底部ヘラ磨き 床面 ９０％ PL１３

４０ 土師器 甕 １９�５ ２９�２ ７�０ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内

面ヘラナデ 底部ヘラ磨き 床面 ９０％ PL１３

４１ 土師器 甕 ［１６�６］２８�１ ８�６ 長石・赤色粒
子・小礫 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積痕 内面ヘラナデ 輪積痕 底部ヘラ削り 床面 ８５％ PL１３

４２ 土師器 甕 １９�５（３０�６） － 長 石・石 英・
雲母・小礫 明黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ 中層・床面 ７０％ PL１３

４３ 土師器 甑 ２５�５ ３０�７ １０�８ 長石・石英・雲母 淡橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 床面 ８０％ PL１４

４４ 土師器 手捏土器 － （３�８） ５�４ 雲母・針状鉱物 にぶい橙 普通 体部内・外面ナデ 指頭痕 底部木葉痕 床面 ４０％

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP６ 支脚 １５�９ ３�５ （８�４）（６１８�９）土（長石・石英） ナデ 指頭痕 熱を受けて脆い 竈火床面 PL１６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７ � （３�８） （１�３）０�２～０�３（３�４） 鉄 刃先部の破片 両刃 中央部に鎬 断面三角形 下層

Ｍ８ 鎌 （１５�２）（３�０）０�１～０�４（４７�２） 鉄 刃先部欠損 刃部わずかに彎曲 断面三角形 基部
は全体を折り返す 中層 PL１７

―４０―



第２６図 第２８１９号住居跡実測図

―４１―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１４７�，袖部幅１３２�である。左袖部は床面

を５�ほど掘りくぼめて第１６層を充填し，その上部に砂質粘土主体の第１１・１４・１５層で構築している。右袖部

は床面とほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土主体の第１１～１３・１５層で構築している。火床部は床面を１０�ほど掘

りくぼめて第１６層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３６�掘り

込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。覆土は第１～１０層に分けられ，第４・６・８～１０層は天井

部の崩落土層に相当する。左袖部下の第１６層は多量の焼土を含んでおり，竈の作り替えが想定される。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは５８～６９�である。Ｐ５は深さ２９�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。１０～１６層は掘り方の埋土層である。

第２７図 第２８１９号住居跡・出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク微量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量
７ 黒 褐 色 焼土粒子中量
８ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量

１０ 暗 褐 色 焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子少量，
炭化粒子微量

１１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
１２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量
１３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量
１４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１７ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１８ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量

―４２―



遺物出土状況 土師器片２２９点（坏７７，高坏１，甕類１４８，甑３）が北東部を中心に出土している。土器の多く

は細片であり，出土層位も覆土上・中層であることから，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。また，

混入した須恵器片３点も出土している。４５は西部壁際の床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたも

のと考えられる。４６は竈右袖部前部の床面と北東部の床面から出土した土器が接合したものであり，住居の廃

絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２８２５号住居跡（第２８・２９図）

位置 調査区南部のＫ１０ｂ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２８１３・２８１４・２８２６号住居跡を掘り込み，第２８２２・２８２３・２８２７号住居，第４９６９・５１０９号土坑に掘り

込まれている。

規模と形状 長軸６�４６ｍ，短軸５�１２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１８°－Ｗである。壁高は西壁際で３８�で，

ほぼ直立している。

床 中央部を第２８２７号住居，東部を第２８２２号住居にそれぞれ掘り込まれているため全体の様相は不明であるが，

遺存する部分はほぼ平坦である。明確な硬化面は確認できない。各壁下の一部で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝

が確認されている。規模は，西壁際で幅１８�，深さ１４�である。また，北部の床面からは粘土が検出されてお

り，竈構築材の一部と考えられる。

覆土 ４層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１５点（坏１８，甕類９６，甑１），鉄製品２点（釘，鏃）が散在した状態で出土している。

４７は北西部の覆土下層から出土しているが，細片であり住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。Ｍ９は

南壁際の床面，Ｍ１０は西部の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見 北部を第２８２２号住居に掘り込まれているため確認できないが，床面からは竈の構築材と考えられる粘土

が検出されており，北部に竈を有していたと考えられる。時期は，出土土器および重複関係から７世紀前葉以

前と考えられる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量
５ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量
６ 灰 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 ローム粒子少量
８ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

９ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量
１３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
１４ にぶい黄褐色 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
１５ 褐 色 ロームブロック多量
１６ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化粒子微量

第２８１９号住居跡出土遺物観察表（第２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４５ 土師器 坏 １３�０ ４�３ － 長 石・石 英・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 床面 ６０％

４６ 土師器 甑 － （１６�０）［１２�２］長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 内面下端ヘラ削り 床面 １０％ 内・外
面煤付着

―４３―



第２８図 第２８２５号住居跡実測図

―４４―



第２８２６号住居跡（第３０図）

位置 調査区南部のＫ１０ａ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２８１３号住居跡を掘り込み，第２８２２・２８２３・２８２５・２８２７号住居，第４９６９・５１０５号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と形状 遺存する部分は北東部だけであり，竈の位置から東西軸は４�５０ｍほどと推定されるが，南北軸は

不明である。主軸方向Ｎ－６°－Ｗの方形または長方形と推定される。

床 遺存する部分はほぼ平坦であり，竈前部および竈の右側が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されており，重複する第２８１３号住居跡の竈の上に構築されている。規模は，焚口部から

煙道部まで１４１�，袖部幅９５�であり，袖部はローム混じりの砂質粘土を主体とする第１０～１２層で構築してい

る。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４４�掘り込

まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～９層に分けられ，第２～６層は，天井部および袖

部の崩落土層に相当する。

覆土 遺存する部分が北東部だけであるため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片５６点（坏８，高坏１，甕類３５，甑１２）が竈周辺から出土している。４８は竈袖部右側の

床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器や重複関係から，６世紀後葉以前と考えられる。

第２９図 第２８２５号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土粒子微量
６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク微量

７ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化
粒子微量

８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土粒子・砂粒微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
１０ 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
１１ 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒

子微量
１２ 黄 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・

炭化粒子微量

第２８２５号住居跡出土遺物観察表（第２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４７ 土師器 坏 ［１３�６］（４�０） － 雲母・赤色粒子
・小礫 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ９ 釘 （７�１） ０�４ ０�２～０�３（３�５） 鉄 頭部欠損 断面方形の棒状 一端が細る 床面

Ｍ１０ 鏃 （７�０） ０�７ ０�２～０�３（４�８） 鉄 切先・茎部欠損 断面長方形の棒状 下位で屈曲する 中層

―４５―



第３０図 第２８２６号住居跡・出土遺物実測図

―４６―



� 柵跡

第１７号柵跡（第３１図）

位置 調査区南部のＪ１０ｊ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 東西方向に柱穴４か所が並び，主軸方向はＮ－７９°－Ｅである。柱間寸法は２�４ｍ（８尺）を基調

として，均等に配されている。各柱穴はほぼ垂直に掘り込まれ，深さは３８～６０�である。

遺物出土状況 土師器片３０点（坏１５，甕１４，甑１）が各柱穴から出土している。７９はＰ３の覆土中から出土し

ている。

土層解説（各柱穴共通）
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック多量

７ 灰 褐 色 ロームブロック中量
８ 褐 色 ロームブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック微量
１０ 褐 色 ローム粒子微量
１１ 明 褐 色 ロームブロック多量
１２ 褐 色 ローム粒子多量

第３１図 第１７号柵跡・出土遺物実測図

第２８２６号住居跡出土遺物観察表（第３０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４８ 土師器 甑 ２７�１ ２３�２ ９�２ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラ磨き 床面 ９０％ PL１４

―４７―



所見 ４�５ｍほど北側に位置している第３号柵跡，さらに北側に位置している第４号柵跡と，柱穴数，柱穴の

規模，柱間寸法が類似しているが方向などから，一連の施設とは考えられない。また，第３・４号柵跡の北西

には，７世紀前半に比定される住居群が存在していることから，これらの住居群に伴う柵の可能性も考えられ

る。時期は，Ｐ２が８世紀前葉に比定される第２８１１号住居跡の床下から検出されていることや出土土器から，７

世紀代と考えられる。

� 土坑

第４９５５号土坑（第３２図）

位置 調査区南部のＫ１０ａ３区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長径０�８１ｍ，短径０�４９ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－２０°－Ｗである。南北に２つのピット

が確認されており，それぞれのピットの深さは，北から４８�，４１�で，ともに急な傾斜で立ち上がっている。

覆土 ６層に分けられる。ロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１点（坏２，甕類９），土製品１点（球状土錘）が出土している。

所見 ２つのピットの形状や土層の堆積状況から柱穴と考えられ，南側から北側への柱の立て替えが想定され

る。また，本跡の１０ｍほど北西には７世紀代の第１７号柵跡が位置しており，出土土器の傾向が類似しているこ

とから，時期は７世紀代と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３２図 第４９５５号土坑・出土遺物実測図

第１７号柵跡出土遺物観察表（第３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７９ 土師器 坏 － （２�１） － 長石・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面放射状の暗文 Ｐ３覆土中 １０％

第４９５５号土坑出土遺物観察表（第３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８０ 土師器 坏 ［１３�０］（４�０） － 石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口辺部内外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 覆土中 １０％

―４８―



２ 奈良時代の遺構と遺物

奈良時代の竪穴住居跡９軒を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

竪穴住居跡

第９８８号住居跡（第３３図）

位置 調査区南部のＫ１０ａ２区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。中央部から西部は平成１０年

度に調査が終了しており，柱穴の番号については今年度調査分と合わせて新しい番号とし，既調査分も再録した。

重複関係 第５９・１３０号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�９２ｍ，短軸４�５２ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｗである。壁高は１２～４０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。遺存する部分の壁下には，幅１５～２８�，深さ５～９�で

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。焚口部と右袖端部を第５９号溝に掘り込まれており，規模は，焚口部から煙

道部まで１１０�ほどと推定される。袖部幅は１４０�であり，地山のロームを基部にして砂と粘土，ローム土を混

ぜた部材をブロック状に積み重ねて構築されている。また，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は

壁外に２０�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

ピット １１か所。Ｐ１～Ｐ３は主柱穴で，深さは４７～５１�である。Ｐ４は深さ３５�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ５～Ｐ１１は径１８～２２�のほぼ円形で，深さは

１５～４０�である。壁溝中に並ぶように位置していることから，いずれも壁柱穴と考えられる。

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０球状土錘 ２�９ ２�９ ０�４ ２３�１ 土（長石・石英） ナデ 二方向からの穿孔 覆土中 PL１６

表２ 古墳時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

１６ Ｋ１０ｄ７ Ｎ－２７°－Ｗ 方形 ６�２４×６�１３ １４～３４ 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，土製

勾玉，球状土錘 ６世紀後半

２９ Ｋ１０ｇ６ Ｎ－２７°－Ｗ 方形 ７�１８×６�８１ ２～３８ 平坦 ほぼ
全周 ３ １ ２ 竈１ － 自然 土師器片，須恵

器片 ７世紀後葉以前

９９８ Ｊ１０ｉ３ Ｎ－３４°－Ｗ 方形 ４�４０×４�２０ ２４～３０ 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片 ６世紀後半

１００１ Ｋ１０ｆ４ Ｎ－３０°－Ｗ 方形 ６�７６×６�７２ １６～４６ 平坦 全周 ４ ２ － 竈１ － 人為 土師器片，支脚 ６世紀後葉

１００２ Ｋ９ｂ０ Ｎ－２６°－Ｗ 方形 ９�００×８�８０ ４２～６４ 平坦 全周 ４ ２ ５６ 竈２ １ 自然 土師器片，鉄滓 ６世紀後半

１００６ Ｋ１０ｅ２ Ｎ－３２°－Ｗ 方形 ７�４８×７�１４ ２６～４８ 平坦 全周 ４ ２ ７ 竈１ － 人為 土師器片，土製勾
玉，小玉，鉄滓

６世紀後葉か
ら７世紀前葉

１０３２ Ｊ１０ｉ６ Ｎ－６°－Ｅ 方形 ３�５０×３�４８ ２０～４２ 平坦 半周 ４ １ ２ 竈１ － 不明 土師器片 ７世紀中葉か
ら後葉

２８１３ Ｋ１０ｂ３ Ｎ－１３°－Ｗ 方形 ８�９４×８�８９ ２４～５４ 平坦 全周 ４ ３ １１ 竈２ ２ 自然 土師器片，須恵器片，支
脚，鉄鏃，鎌，鋤先，鉄滓 ６世紀中葉以前

２８１４ Ｋ１０ｃ３ Ｎ－２４°－Ｗ ［方形］（５�６３）×［５�３０］２５～３０ 平坦 一部 ２ － － 竈１ － 不明 土師器片，鉄鏃 ６世紀中葉以前

２８１８ Ｋ１０ｅ４ Ｎ－９°－Ｗ 方形 ５�５８×５�５３ ７～３８ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，支脚，�，鎌 ７世紀後葉

２８１９ Ｋ１０ｅ６ Ｎ－４３°－Ｗ 方形 ６�７８×６�６８ ８～１８ 平坦 全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片 ７世紀前葉

２８２５ Ｋ１０ｂ３ Ｎ－１８°－Ｗ 長方形 ６�４６×５�１２ ３８ 平坦 一部 － － － － － 人為 土師器片，釘，
鉄鏃 ７世紀前葉以前

２８２６ Ｋ１０ａ３ Ｎ－６°－Ｗ ［方形・長方形］［４�５０］× － － 平坦 － － － － 竈１ － 不明 土師器片 ６世紀後葉以前

―４９―



覆土 ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 本年度の調査区からは，土師器片１４３点（坏２７，甕類１１６），須恵器片１１点（坏２，高台付坏１，

甕類７，甑１），石製品１点（砥石）が散在した状態で出土している。４９・５０は南東部，５１は北部壁際のいず

れも覆土下層から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 中央部から西部は平成１０年度に調査が終了しており，その部分については『茨城県教育財団文化財報告』

第１７４集を参照されたい。時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第３３図 第９８８号住居跡・出土遺物実測図

―５０―



第１０００号住居跡（第３４図）

位置 調査区南部のＫ１０ｅ１区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。西部は平成１０年度に調査が

終了しており，柱穴の番号については今年度調査分と合わせて新しい番号とし，既調査分も再録した。

重複関係 第１００６号住居跡を掘り込み，第１３０号溝，第７６０号土坑に掘り込まれている。

第３４図 第１０００号住居跡実測図

第９８８号住居跡出土遺物観察表（第３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

４９ 土師器 坏 １７�２ ４�１ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積痕 内面ナデ 下層 ７０％ PL１５

５０ 須恵器 高台付坏［１５�２］ ３�８ ［１０�８］長石・石英・雲母 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ５０％

５１ 土師器 甕 ［１６�２］（１１�３） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２ 砥石 （５�８） ６�０ １�９ （９４�８）砂岩 両端部欠損 砥面４面 うち１面に樋状の砥面 覆土中 PL１６

―５１―



規模と形状 東部を第１３０号溝に掘り込まれており，東西軸は４�１２ｍだけが確認された。南北軸は４�０４ｍの長

方形で，主軸方向はＮ－８°－Ｅである。壁高は３４～５２�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から西部が踏み固められている。中央部から西部の壁下には，幅１５～３４�，深さ４～

６�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，右袖前部からは袖部の構築材と考えられる粘土の広が

りが確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�である。左袖部は遺存しているが，

右袖部は確認されていない。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙

道部は壁外に１８�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

ピット １２か所。Ｐ１は深さ１７�，Ｐ２は深さ４８�で，ともに主柱穴である。Ｐ３～Ｐ１２は，径１０～２０�，深

さ１０～２０�で，いずれも西部の壁際に位置していることから，壁柱穴と考えられる。

覆土 ５層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 本年度の調査区からは，土師器片３３８点（坏４８，椀１，甕類２８９），須恵器片１１点（坏５，蓋１，

甕類５）が散在した状態で出土している。出土土器はいずれも細片であり，住居の廃絶後に投棄されたものと

考えられる。また，混入した磁器片４点，瓦１点も出土している。

所見 中央部から西部は平成１０年度に調査が終了しており，その部分については『茨城県教育財団文化財報告』

第１７４集を参照されたい。時期は，出土土器や重複関係から８世紀前葉以前と考えられる。

第１０１９号住居跡（第３５図）

位置 調査区南部のＫ１０ａ７区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。中央部から東部は平成１０年

度に調査が終了し，既調査分も再録した。

重複関係 第１０２０号住居跡を掘り込み，第７８６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５８ｍ，短軸４�１６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は３０～４６�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から北東部が踏み固められている。壁下には，幅１３～２１�，深さ７～１６�でＵ字状の

断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部の東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１５�，袖部幅１４４�である。火床

部は床面とほぼ同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３９�掘り込まれ，火

床部から急な傾斜で立ち上がっている。

炉 中央部の南西寄りに位置している。長径３１�，短径２６�の楕円形で，床面を皿状に掘りくぼめた地床炉で

ある。

ピット Ｐ１は深さ３１�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量

４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 灰 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

炉土層解説
１ 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量 ２ 褐 色 ローム粒子多量

―５２―



第３５図 第１０１９号住居跡・出土遺物実測図

―５３―



覆土 １１層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第１１層は貼床の層である。

遺物出土状況 本年度調査区からは，土師器片２３２点（甕類），須恵器片４１点（坏３０，高台付坏２，蓋１，甕類

８），鉄製品１点（鏃）が，散在した状態で出土している。５２は北東部の覆土中層，５３は中央部の覆土下層か

らそれぞれ出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。また，Ｍ１１は西部の覆土下層から出

土している。

所見 中央部から東部は平成１０年度に調査が終了しており，その部分については『茨城県教育財団文化財報告』

第１７４集を参照されたい。本跡は炉と竈を有しており，同様の形態をもつ住居跡の調査例は，当遺跡では１１軒

あるが，本跡と同時期の住居は報告されていない。また，工房跡が想定できるような遺物の出土はない。時期

は，出土土器から８世紀後葉以前と考えられる。

第１０３０号住居跡（第３６・３７図）

位置 調査区南部のＪ１０ｊ６区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。中央部から北部は平成１０年

度に調査が終了しており，柱穴の番号については今年度調査分と合わせて新しい番号とし，既調査分も再録し

た。

重複関係 第１０３２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�３８ｍ，短軸５�０２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は２４～４４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。東・西壁下の一部および南壁下には，幅１４～２２�，深さ

４～１４�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１６３�，袖部幅１５４�であり，袖部は砂質粘

土で構築されている。火床部は床面を２０�ほど掘りくぼめた後に床面とほぼ同じ高さまで埋め戻して使用して

おり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５８�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上

がっている。

ピット １０か所。Ｐ１は深さ３９�，Ｐ２は深さ５６�で，ともに主柱穴である。Ｐ３は深さ４１�で，南壁際の中

央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４～Ｐ１０は深さ１２～４５�で，いず

れも壁際に位置していることから，壁柱穴と考えられる。

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量
３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ロームブロック微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子少量

７ 灰 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土
ブロック微量

８ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 灰 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第１０１９号住居跡出土遺物観察表（第３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５２ 須恵器 坏 ［１３�８］ ４�６ ［７�０］ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り 中層 ２０％

５３ 須恵器 甕 － （２１�７） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面横位の平行叩き 下端横位のヘラ削り 下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１１ 鏃 （１１�２） ０�８ ０�４ （１１�３）鉄 平造 角関 下層 PL１７

―５４―



覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 本年度調査区からは土師器片８１０点（甕類），須恵器片１４６点（坏１０８，蓋８，甕類３０），鉄製品

２点（紡錘車，釘）が散在した状態で出土している。遺物量は多いが出土土器のほとんどは細片である。５４は

南東部，５５は南部，５７は中央部の覆土下層からそれぞれ出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考え

られる。また，Ｍ１２・Ｍ１３は中央部の床面，Ｍ１４は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 中央部から北部は平成１０年度に調査が終了しており，その部分については『茨城県教育財団文化財報告』

第１７４集を参照されたい。時期は，出土土器から８世紀後半と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック微量

４ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
６ 褐 色 ロームブロック微量

第３６図 第１０３０号住居跡実測図

―５５―



第３７図 第１０３０号住居跡・出土遺物実測図

第１０３０号住居跡出土遺物観察表（第３７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５４ 須恵器 坏 ［１３�６］ ４�５ ７�９ 石英・雲母 灰 良好 体部下端回転ヘラ削り 底部回転ヘラ削り 下層 ６０％ PL１５

５５ 須恵器 蓋 ［１５�２］ ３�３ － 長石・石英・
雲母・微礫 灰褐 普通 天井部回転ヘラ削り 下層 ４０％

５６ 土師器 甕 ［２１�８］（９�８） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 輪積痕 下層 １０％

５７ 須恵器 甕 ［２４�０］（８�２） － 石英・雲母 黄灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面横位の平行叩
き 内面ヘラナデ 指頭痕 下層 １０％

―５６―



第２８１１号住居跡（第３８図）

位置 調査区南部のＪ１０ｊ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１７号柵跡，第４９６７号土坑を掘り込み，第９９９号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６８ｍ，短軸３�０５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｗである。壁高は８～２５�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅８～１７�，深さ６～９�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁の東寄りに付設されており，煙道部を第９９９号住居に掘り込まれている。袖部幅は１０１�であり，袖部

は地山面をやや掘りくぼめ，その上部に砂質粘土を主体とする第７～１１層で構築している。火床部は床面を５

�ほど掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。覆土は第１～６層に分けられ，第

２・３・５層は，天井部の崩落土層に相当する。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ２６�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考

えられる。Ｐ２は深さ１６�で中央部に位置しているが，性格は不明である。

覆土 １０層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４３点（坏３４，甕類１０９），須恵器片６１点（坏４５，甕類１６）が散在した状態で出土して

いる。５８は竈火床面から逆位で出土しており，外面に被熱痕が認められることから，支脚として使用されてい

たと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 赤 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量
４ 明 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

６ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
８ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量
９ 赤 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック中量
１０ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量
１１ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，焼土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，砂粒中量，焼土粒子少量，炭化

粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子

微量

６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量
７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ にぶい褐色 ローム粒子・焼土粒子多量，粘土ブロック・砂粒

中量，炭化粒子少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

番号 器種 全長 軸断面
径

紡錘車
径

紡錘車
厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１２ 紡錘車 （９�１）０�４～０�５ ３�６ ０�２ （２０�４） 鉄 両端部欠損 軸部断面方形 床面 PL１７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１３ 釘 （６�６） ０�５ ０�５ （４�３） 鉄 両端部欠損 断面方形の棒状 床面

Ｍ１４ � （２２�５）１�２～３�１０�５～０�８（１１６�８）鉄 刃先部欠損 木質残存 断面長方形の棒状 先端部は扁平 下層 PL１７

―５７―



第３８図 第２８１１号住居跡・出土遺物実測図

―５８―



第２８１６号住居跡（第３９・４０図）

位置 調査区南部のＫ１０ｃ６区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４９６０・４９６１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸５�１０ｍ，短軸４�９６ｍの方形で，主軸方向はＮ－１６°－Ｗである。壁高は２８～４１�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。北東コーナー部を除く壁下には幅１６～１９�，深さ６～９�で

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，床面全体に焼土が堆積しており，焼土層は中央部で１０～１５�

ほどの厚みを有する焼失住居である。

竈 北壁中央部のやや西寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３６�，袖部幅１３８�である。

袖部は床面とほぼ同じ高さの地山面に砂混じりの白色粘土で構築されている。火床部は床面を１５～２０�ほど掘

りくぼめて第１８・１９層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４６�

掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～１３層に分けられ，第４～９・１３層は天井部

および袖部の崩落土層に相当する。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４７～５４�である。Ｐ５は深さ３９�で，南壁際の中央部に位置

していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。第１４～１６層は掘り方の埋土層である。

遺物出土状況 土師器片１３６１点（坏２１４，甕類１１２９，甑１７，手捏土器１），須恵器片３６点（坏２９，蓋５，高盤１，

瓶類１），土製品１点（紡錘車），石器１点（砥石），鉄製品３点（刀子２，鏃１），鉄滓１点が散在した状態で

出土している。出土遺物は多量であるが，大部分は床面に堆積した焼土よりも上層で出土している。５９・６０は

東壁際の覆土下層から出土しており，ともに被熱痕が認められることから，住居の廃絶時に遺棄されたものと

考えられる。Ｍ１５は北部の覆土下層，Ｍ１６は中央部西寄りの覆土中層からそれぞれ出土しており，出土層位は

焼土層よりも上層であることから，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・砂粒中量，粘土ブロック少量，炭化粒

子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂粒中量，粘土粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂粒少量
４ 灰 白 色 白色粘土粒子多量
５ 赤 褐 色 白色粘土粒子多量
６ 暗 褐 色 焼土粒子中量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，炭化物・砂粒中量
８ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子多量
９ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量

１１ 暗 褐 色 焼土粒子少量
１２ にぶい赤褐色 焼土粒子多量
１３ にぶい赤褐色 焼土ブロック・白色粘土粒子多量
１４ 灰 褐 色 白色粘土ブロック・砂粒多量
１５ 灰 褐 色 砂粒多量，白色粘土ブロック中量，焼土ブロック

少量
１６ 褐 色 ローム粒子多量，白色粘土ブロック少量
１７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
１８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・粘土粒子中量
１９ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

９ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
１０ 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１２ 褐 色 ローム粒子微量
１３ 褐 色 ロームブロック微量
１４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
１５ 褐 色 ロームブロック少量
１６ 褐 色 ローム粒子少量

第２８１１号住居跡出土遺物観察表（第３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５８ 土師器 甕 １４�３ １４�０ ７�２ 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ナデ 輪積痕 底部木葉痕 竈火床面 １００％

外面煤付着

―５９―



所見 本跡は，同時期の住居跡群のほぼ中央部に位置しており，規模も最大であることから，集落の中心的な

住居であったと考えられる。床面全体に焼土が堆積し，覆土中にも焼土ブロックが含まれる焼失住居である。

柱穴の覆土から焼土がほとんど検出されていないことや，床面の焼土層は柱穴部の覆土まで続いていることか

ら，廃絶して柱を抜き取った後に焼失したと考えられる。時期は，出土土器から８世紀前葉と考えられる。

第３９図 第２８１６号住居跡実測図

―６０―



第４０図 第２８１６号住居跡・出土遺物実測図

第２８１６号住居跡出土遺物観察表（第４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

５９ 土師器 坏 １２�１ ３�４ － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積痕 内面ナデ 輪積痕 下層 ９０％
外面被熱痕

６０ 須恵器 坏 １４�７ ４�４ １０�８ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 底部回転ヘラ削り 下層 ９５％ PL１５
外面被熱痕

６１ 須恵器 蓋 － （１�６） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 １０％

６２ 土師器 甑 ［２０�８］２１�９［１０�０］長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪
積痕 内面ヘラナデ 輪積痕 中・下層 ６０％

―６１―



第２８２１号住居跡（第４１図）

位置 調査区南部のＫ１０ｅ５区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第１００１・２８１８・２８１９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�９２ｍ，短軸２�８２ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は２２～３４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，北西部および南西コーナー部を除いて踏み固められている。南西コーナー部を除く壁下から

は，幅１４～１７�，深さ６～８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が確認されている。また，西部から中央部の床面

には焼土が堆積し，焼土層は西壁際で３５�ほどの厚みを有する焼失住居である。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６７�，袖部幅８３�である。袖部は床面とほ

ぼ同じ高さの地山面にローム混じりの砂質粘土で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さであり，火床

面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１１�掘り込まれ，火床部から急な傾斜で立ち上がっている。

覆土は第１～５層に分けられ，第３層は天井部の崩落土層に相当する。

ピット 深さ１９�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １０層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２４４点（坏１９，甕類２２５），須恵器片１２点（蓋９，甕類１，瓶類２），鉄製品１点（鏃）

が散在した状態で出土している。遺物の多くは細片であり，床面に堆積した焼土よりも上層から出土している。

６３は南西部の覆土下層，Ｍ１７は北部壁際の覆土中層からそれぞれ出土しており，ともに住居の廃絶後に投棄さ

れたものと考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化物微量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量，炭化

物微量
４ 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土ブロック少量
５ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量
７ 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量
８ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子微量

９ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ
ク微量

１０ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量
１２ 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物・砂

質粘土粒子微量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１４ 明 褐 色 ローム粒子多量

土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック微量
２ 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・砂粒少量，炭化

粒子微量
３ 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量

６ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
８ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土ブ

ロック・炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子微量

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP７ 紡錘車 ３�８ ３�１ ０�５ （２２�４）土（長石・石英） 円錐台形 上面・側面ヘラ磨き 二方向の穿孔 覆土中 PL１６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ３ 砥石 （５�３） ４�１ １�８ （４８�７）凝灰岩 砥面４面 両端は破断面 覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１５ 刀子 （１０�９） １�１ ０�３ （８�８） 鉄 刃先部欠損 両関 断面三角形 茎尻部が細る 下層 PL１７

Ｍ１６ 鏃 （８�９） ０�５ ０�４ （１０�７）鉄 鏃身部欠損 断面方形の棒状 下位で屈曲 中層

―６２―



所見 床面に焼土が堆積し，覆土中に焼土ブロックや炭化物を含む焼失住居である。時期は，出土土器から８

世紀前葉以前と考えられる。

第４１図 第２８２１号住居跡・出土遺物実測図

第２８２１号住居跡出土遺物観察表（第４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６３ 須恵器 蓋 ３�４ ３�０ １４�３ 長石・石英・雲母 灰白 普通 天井部回転ヘラ削り 下層 ８０％ PL１６

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１７ 鏃 （１３�０） ０�７ ０�１５～
０�３ （１２�４）鉄 茎部欠損 断面長方形の棒状 中層 PL１７

―６３―



第２８２２号住居跡（第４２・４３図）

位置 調査区南部のＫ１０ｂ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２８１３・２８２５～２８２７号住居跡を掘り込み，第２８２３号住居，第４９６９・５１０９土坑に掘り込まれている。

第４２図 第２８２２号住居跡実測図

―６４―



規模と形状 長軸６�３３ｍ，短軸５�０６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１７°－Ｗである。壁高は２７～３１�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１６�，袖部幅１１２�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に砂質粘土主体の第１２～１５層で構築している。火床部も床面とほぼ同じ高さの平坦面を

使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。また，火床部には３～５�の厚みで灰が堆積している。

煙道部は壁外に４１�掘り込まれ火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～１１層に分けられ，第３・

５・９・１０層は天井部の崩落土層，第７・８層は袖部の崩落土層に相当する。

第４３図 第２８２２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土ブロック中量，炭化物・ロー

ム粒子少量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，炭化物微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック中量，炭化粒子

少量
６ 灰 褐 色 灰中量，焼土粒子少量
７ 極 暗 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土ブロック・ローム粒子少量

８ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
９ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１０ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

―６５―



覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片７４２点（甕類），須恵器片７９点（坏４０，高台付坏４，蓋３，甕類２３，甑４，瓶類５），

土製品１点（支脚），鉄製品３点（刀子２，鏃１）が散在した状態で出土しており，出土土器のほとんどは細

片である。６４・６６は中央部北寄りの覆土下層，６５は西部の覆土下層からそれぞれ出土しており，いずれも住居

の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。また，DP８は南西部西寄りの床面，Ｍ１８は中央部北寄りの覆土下

層，Ｍ１９は南部東寄りの床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉以前と考えられる。

第２８２７号住居跡（第４４図）

位置 調査区南部のＫ１０ｂ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２８１３・２８１４・２８２５・２８２６号住居跡を掘り込み，第２８２２・２８２３号住居，第５１０９号土坑に掘り込まれ

ている。

規模と形状 大部分を第２８２２号住居に掘り込まれている。遺存する壁溝や壁の立ち上がりから，長軸４�２０ｍ，

短軸４�１０ｍほどの方形で主軸方向はＮ－２０°－Ｗと推定される。壁高は西側で４０�ほどで，ほぼ直立している。

床 遺存している部分はほぼ平坦であり，中央部南寄りで硬化面が一部確認された。南東部の壁下からは，幅

１６�，深さ４�でＵ字状の断面を呈する壁溝が確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。第２８２２号住居に掘り込まれており，火床部だけが検出されている。また，

袖部は確認されていないが，北部の床面からは袖部の構築材と考えられる砂質粘土が検出されている。

ピット 深さ１７�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・砂粒少量，焼土ブロック微量

５ 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
６ 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子・砂粒微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２８２２号住居跡出土遺物観察表（第４３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６４ 須恵器 高台付坏［１６�１］ ６�１ ［１１�３］長石・石英・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ５０％

６５ 須恵器 高台付坏［１４�１］（５�２） － 長石・石英・雲母 灰黄 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ４０％

６６ 須恵器 平瓶 － （５�８） － 長石・黒色粒子 黄灰 普通 頸部欠損 体部内・外面ロクロナデ 体部外面
下位回転ヘラ削り 下層 １０％ PL１６

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP８ 支脚 （７�３） （３�８） １０�５ （４０８�９）土（長石・石英） 上部欠損 ナデ 指頭痕 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ１８ 刀子 （６�７） １�１ ０�３ （６�０） 鉄 刃先部・茎尻部欠損 両関 刃部断面三角形 下層 PL１７

Ｍ１９ 刀子 （６�１） （１�１） ０�２ （４�０） 鉄 刃部の破片 断面三角形 床面 PL１７

Ｍ２０ 鏃 （８�１） （２�６） ０�３ （１２�４） 鉄 鏃身部方頭形 側縁は緩やかに内彎する 下層 PL１７

―６６―



遺物出土状況 土師器片４６点（坏６，甕類３９，甑１），須恵器片１２点（蓋），土製品３点（支脚），鉄製品１点

（鏃）が散在した状態で出土しており，いずれの土器も細片である。６７は東部の覆土下層から出土している細

片が接合したものであり，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。DP９は西部の床面，Ｍ２１は南東部

の床面からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から８世紀前葉以前と考えられる。

第４４図 第２８２７号住居跡・出土遺物実測図

―６７―



３ 平安時代の遺構と遺物

平安時代の竪穴住居跡４軒を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

竪穴住居跡

第９９９号住居跡（第４５図）

位置 調査区南部のＪ１０ｉ５区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。北部の大部分は平成１０年度

に調査が終了しているが，既調査分も再録した。

重複関係 第９９８・２８１１号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�９６ｍ，短軸３�９４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は２８～４２�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，各壁近くまで踏み固められている。南壁の中央部を除く壁下には，幅１４～３８�，深さ４～６

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。また，中央部から北部の床面からは，棒状の炭化材が検出され

ている。

竈 北壁東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０５�，袖部幅１２１�である。袖部は床面と

ほぼ同じ高さの地山面に粘土粒子・砂粒・ローム土を混ぜた部材で構築されている。火床部は床面とほぼ同じ

高さの平坦面を使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４３�掘り込まれ，火床

部から急な傾斜で立ち上がっている。

第２８２７号住居跡出土遺物観察表（第４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６７ 須恵器 蓋 １６�０ （２�５） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り 下層 ３０％

番号 器種 高さ 最小径 最大径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP９ 支脚 （１０�０）（２�７） （４�８）（２０８�４）土（長石・石英） 上部・下部欠損 ナデ 指頭痕 焼土付着 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２１ 鏃 （９�１） ０�７ ０�２～０�４（６�６） 鉄 茎部欠損 断面長方形の棒状 床面 PL１７

表３ 奈良時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

９８８ Ｋ１０ａ２ Ｎ－３°－Ｗ 方形 ４�９２×４�５２ １２～４０ 平坦［全周］ ３ １ ７ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，砥石 ８世紀前葉

１０００ Ｋ１０ｅ１ Ｎ－８°－Ｅ 長方形 （４�１２）×４�０４ ３４～５２ 平坦 半周 ２ － １０ 竈１ － 自然 土師器片，須恵
器片 ８世紀前葉以前

１０１９ Ｋ１０ａ７ Ｎ－９°－Ｗ 長方形 ４�５８×４�１６ ３０～４６ 平坦 全周 － １ － 竈１
炉１ － 自然 土師器片，須恵

器片，鉄鏃 ８世紀後葉以前

１０３０ Ｊ１０ｊ６ Ｎ－２５°－Ｗ 方形 ５�３８×５�０２ ２４～４４ 平坦 半周 ２ １ ７ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
鉄製紡錘車，釘 ８世紀後半

２８１１ Ｊ１０ｊ４ Ｎ－１１°－Ｗ 長方形 ３�６８×３�０５ ８～２５ 平坦 全周 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ８世紀前葉

２８１６ Ｋ１０ｃ６ Ｎ－１６°－Ｗ 方形 ５�１０×４�９６ ２８～４１ 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，土製

紡錘車，砥石，鉄鏃，刀子 ８世紀前葉

２８２１ Ｋ１０ｅ５ Ｎ－５°－Ｅ 方形 ２�９２×２�８２ ２２～３４ 平坦 ほぼ
全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵

器片，鉄鏃 ８世紀前葉以前

２８２２ Ｋ１０ｂ４ Ｎ－１７°－Ｗ 長方形 ６�３３×５�０６ ２７～３１ 平坦 － － － － 竈１ － 自然 土師器片，須恵器片，
支脚，刀子，鉄鏃 ８世紀後葉以前

２８２７ Ｋ１０ｂ４ Ｎ－２０°－Ｗ 方形 ［４�２０×４�１０］ ４０ 平坦 一部 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，支脚，鉄鏃 ８世紀前葉以前
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ピット ３か所。Ｐ１は深さ２４�，Ｐ２は深さ１４�で，ともに主柱穴である。Ｐ３は深さ１６�で，南壁際の中

央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。焼土ブロック・炭化物を含み，ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 本年度の調査区からは，土師器片８９点（坏２９，鉢１，甕類５９），須恵器片４５点（甕類）が散在

した状態で出土しており，出土土器はいずれも細片である。６８は南部の覆土下層から出土した破片が接合した

ものであり，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 南・西コーナー部を除く北部分は平成１０年度に調査が終了されており，その部分については『茨城県教

育財団文化財報告』第１７４集を参照されたい。中央部から北部の床面から炭化材が検出され，土層中にも焼土・

炭化材を含む焼失住居である。また，本年度，平成１０年度の調査分を合わせると１４７片の須恵器大甕片が出土

しており，本跡の８ｍほど東側に位置する第１０６５号住居跡から出土した破片と接合している。本跡と第１０６５号

第４５図 第９９９号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック微量

３ 褐 色 ローム粒子少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

―６９―



住居跡はともに焼失住居であることや，周辺に位置する同時期の住居跡は，いずれも覆土中に焼土を含み焼失

の可能性が考えられることから，集落の移転にともなって意図的に燃やされ，その後の整地の際に廃棄された

ものとも考えられる。時期は，出土土器から９世紀後半と考えられる。

第２８１２号住居跡（第４６・４７図）

位置 調査区南部のＫ１０ａ５区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２８２４号住居跡を掘り込み，第４９５９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５４ｍ，短軸３�５２ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２１°－Ｅである。壁高は１８～２３�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前部から中央部が踏み固められている。壁下には幅１２～１８�，深さ９～１１�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁の東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２２�，袖部幅１２９�であり，袖部はロー

ム土混じりの砂質粘土で構築している。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受

けて赤変硬化している。また，火床部には５�ほどの厚みで灰が堆積している。煙道部は壁外に７７�掘り込ま

れ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。覆土は第１～８層に分けられ，第１・２層は天井部の崩

落土層に相当する。

炉 中央部に位置している。長径４９�，短径４２�の楕円形で，床面を皿状に掘りくぼめた地床炉である。

ピット 深さ４８�で，南壁際の西寄りに位置している。性格は不明であるが，出入口施設に伴うピットの可能

性が考えられる。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２２８点（坏５７，高台付椀５，甕類１６５，甑１），石器１点（砥石），石製品１点（支脚）

が散在した状態で出土している。また，混入した須恵器片４５点も出土している。６９は東壁際，７２は北東部壁際

の床面からそれぞれ出土しており，ともに住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。Ｑ４は竈火床面の右

袖部寄りから出土しており，外面に被熱痕が認められることから，支脚として使用されていたと考えられる。

７０は竈内からＱ４に被せられた状態で逆位で出土している。また，竈前部の覆土中からは，雲母片岩が出土し

ており，被熱痕が認められることから，竈の内壁として使用されていたと考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック・ローム粒

子微量
２ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロー

ムブロック・炭化物微量
３ 暗 褐 色 砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量

５ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量，砂質
粘土粒子微量

６ 黒 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
７ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
８ 黒 色 灰多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量
９ 赤 褐 色 焼土粒子中量

炉土層解説
１ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子微量

４ にぶい黄橙色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子中量

第９９９号住居跡出土遺物観察表（第４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６８ 須恵器 大甕［４６�６］（８�２） － 長石・石英・小礫 灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 １０％

―７０―



第４６図 第２８１２号住居跡・出土遺物実測図
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所見 炉と竈を有していた。同様の形態をもつ住居跡は，当遺跡でこれまでに１１軒報告されており，住居廃絶

の時期は，１１軒中６軒が１０世紀後半である。調査第１０区の第１３４５号住居跡からは，銅滓や坩堝，鋳型が出土し

ており，銅の鋳造に関わる工房跡の可能性が指摘されているが，本跡からは工房跡が想定できるような遺物は

何も出土していない。時期は，出土土器や重複関係から１０世紀後半と考えられる。

第２８２３号住居跡（第４８図）

位置 調査区南部のＫ１０ｂ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２８１３・２８２２・２８２５～２８２７号住居跡，第４９６９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 削平により，竈の火床部だけが確認された。住居の規模および主軸方向は不明である。

床 明確な床面は検出されていない。

第４７図 第２８１２号住居跡出土遺物実測図

第２８１２号住居跡出土遺物観察表（第４６・４７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

６９ 土師器 坏 １４�１ ４�７ ７�５ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 床面 １００％ PL１５

７０ 土師器 坏 １４�１ ４�１ ７�７ 長石・雲母・赤
色粒子・小礫 橙 普通 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 竈覆土中 ８０％ PL１５

外面煤付着

７１ 土師器 高台付椀 １８�４ ７�２ ８�９ 長石・石英・雲母 黒 普通 体部内面ヘラ磨き 底部高台貼り付け後ナデ 下層 ６０％ PL１６

７２ 土師器 高台付椀［１５�４］ ５�４ ６�４ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面下端工具痕有り 内面ヘラ磨き 底部
高台貼り付け後ナデ 床面 ５０％

７３ 土師器 高台付椀 － （３�４） ５�８ 石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面下端回転ヘラ削り 内面ヘラ磨き 下層 １０％ PL１６内面

「×」のヘラ書き

番号 器種 高さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ４ 支脚 １８�０ １０�８ ８�３ ２０４７�９ 花崗岩 外面被熱痕 側面の１面は平坦面 他は未調整 竈火床面

Ｑ５ 砥石 （５�０） ３�７ １�７ （３０�０）凝灰岩 砥面２面 他は破断面 覆土中

―７２―



竈 火床部だけが検出されており，規模は不明である。火床面は火を受けて赤変している。

所見 土器が出土していないため時期判断はできないが，重複関係から８世紀後葉以降と考えられる。

第２８２４号住居跡（第４９・５０図）

位置 調査区南部のＫ１０ａ６区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２８１２号住居，第４９５９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�７３ｍ，短軸３�５３ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は１５～２３�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前部から南壁際まで踏み固められている。壁下には，幅８～２４�，深さ３～１１�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。袖部および煙道部を第２８１２号住居に掘り込まれており，左袖部は基部だけ

が遺存している。規模は，焚口部から煙道部まで８１�，袖部幅１２１�である。袖部はローム土主体の第１０層を

基部として砂質粘土主体の第８・９層を積み上げて構築している。火床部は床面を１０～１５�掘りくぼめて第１１・

１３層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３７�掘り込まれ，火床

部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～７層に分けられ，第１～３層は天井部および袖部の崩落土層

に相当する。

ピット 深さ２７�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ８層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

竈土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂粒中量
２ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂粒中量

３ 灰 褐 色 焼土ブロック少量，砂質粘土ブロック微量

第４８図 第２８２３号住居跡実測図

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック微量
２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量
３ 灰 褐 色 焼土ブロック少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
６ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック中量
７ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量

８ 灰 黄 褐 色 砂質粘土ブロック少量
９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック微量
１０ 褐 色 ロームブロック中量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
１２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
１３ 黒 褐 色 焼土粒子少量
１４ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土ブ

ロック微量

６ 灰 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化
粒子少量

７ 灰 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

―７３―



遺物出土状況 土師器片２６８点（甕類２６３，鉢５），須恵器片３７点（坏１９，蓋４，甕類１３，甑１）が散在した状

態で出土している。７４は中央部の床面，７７は右袖部右側の床面からそれぞれ出土しており，ともに住居の廃絶

時に遺棄されたものと考えられる。７８は中央部から南部の覆土中・下層から出土した破片が接合したものであ

り，壁際の破片ほど出土層位が上層であることから，住居の廃絶後に投棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第４９図 第２８２４号住居跡実測図

第２８２４号住居跡出土遺物観察表（第５０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

７４ 須恵器 坏 １２�３ ４�５ ６�４ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 底部二方向のヘラ削り 床面 ９０％ PL１５

７５ 須恵器 蓋 ［１６�４］（２�３） － 長石・雲母 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 中層 ２５％

７６ 土師器 鉢 ２１�３ １２�９ ８�２ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 輪

積痕 内面ナデ 輪積痕 底部木葉痕 床面 ５０％
外面煤付着

７７ 須恵器 鉢 ２４�２ １２�２ １４�７ 長石・石英・雲母 灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面縦位の平行叩
き 外面下端ヘラ削り 内面輪積痕を残すナデ 床面 ８０％ PL１５

７８ 土師器 甕 １９�９ ３５�０ ８�１ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ 輪積痕 底部木葉痕 中・下層 ７０％ PL１５

外面煤付着

―７４―



第５０図 第２８２４号住居跡出土遺物実測図
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４ その他の時代の遺構と遺物

今回の調査で，時期や性格が明確でない溝跡１条，井戸跡１基，土坑１８基，柵跡１列を確認した。以下，

遺構および遺物について記述する。

� 溝跡

第１３０号溝跡（第５１図）

位置 調査区南部のＪ１０ｊ２～Ｋ１０ｇ２区，標高２２�０～２３�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第９８８・１０００・１００２・１００６・２８１４号住居跡を掘り込み，第５９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 Ｎ－６°－Ｅの方向に直線的に延び，調査された長さは２６�６ｍで，上幅５０～８９�，下幅２０～４０�，

深さ２２～７０�である。断面はＵ字状で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 １３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見 南部は調査区域外であるため明確ではないが，平成１０年度に調査が終了している第５７号溝と方向や規模

が類似していることから，同一の溝と考えられる。８世紀前葉に比定される第９９８・１０００号住居跡を掘り込ん

でいることから，それ以降に機能していたと考えられるが，土器が出土していないため時期は不明である。

� 井戸跡

第５８号井戸跡（第５２図）

位置 調査区南部のＫ１０ｅ７区，標高２１�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第５１図 第１３０号溝跡実測図

表４ 平安時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

９９９ Ｊ１０ｉ５ Ｎ－７°－Ｗ 長方形 ４�９６×３�９４ ２８～４２ 平坦 ほぼ
全周 ２ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵

器片 ９世紀後半

２８１２ Ｋ１０ａ５ Ｎ－２１°－Ｅ 長方形 ４�５４×３�５２ １８～２３ 平坦 全周 － － １ 竈１
炉１ － 自然 土師器片，砥石，

石製支脚 １０世紀後半

２８２３ Ｋ１０ｂ４ 不明 不明 不明 － － － － － － 竈１ － 不明 － ８世紀後葉以降

２８２４ Ｋ１０ａ６ Ｎ－９°－Ｗ 方形 ３�７３×３�５３ １５～２３ 平坦 ほぼ
全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵

器片 ９世紀前葉

―７６―



規模と形状 長径０�９１ｍ，短径０�６９ｍの楕円形で，確認面から円筒状に掘り込まれている。１�２５ｍほど掘り下

げた時点で，崩落のおそれがあることから下部の調査を断念した。

覆土 ３層に分けられる。ローム土を含む暗褐色土と粘土を含む暗褐色土が互層をなした人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４点（甕類）が出土しているが，いずれも細片である。

所見 素掘りの構造である。６世紀後半に比定される第１６号住居跡を掘り込んでいることから，７世紀以降に

機能していたと考えられるが，出土土器がいずれも細片であるため時期は不明である。

� 土坑

第４９６９号土坑（第５３図）

位置 調査区南部のＫ１０ｂ４区，標高２２�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第５２図 第５８号井戸跡実測図

第５３図 第４９６９号土坑実測図

―７７―



重複関係 第２８１３・２８２２・２８２５・２８２６号住居跡を掘り込み，第２８２３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸６�５８ｍ，短軸１�６７ｍの方形で，長軸方向はＮ－２１°－Ｗである。深さは３６�で，底面は平坦

であり，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。砂粒を多量に含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２３点，須恵器片１点が出土しているが，いずれも古墳時代後期の土器であることから，

重複する住居からの混入と考えられる。

所見 時期は，８世紀後葉に比定される第２８２２号住居跡を掘り込んでいることから，８世紀後葉以降と考えら

れる。遺構の性格は不明である。

� 柱穴の可能性がある土坑（第５４図）

当調査区から検出された土坑は，遺物が少ないために時期や性格が不明なものが多いが，形状や土層の堆

積状況から柱穴の可能性があるものについて，以下，実測図と土層解説で紹介する。

土層解説
１ 灰 褐 色 砂粒多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第５４図 柱穴の可能性がある土坑実測図

第４９５４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第４９５６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第４９５７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ローム粒子中量

―７８―



� その他の土坑（第５５図）

性格や時期が不明な土坑について，以下，実測図にて紹介する。

� 柵跡

第１８号柵跡（第５６図）

位置 調査区南部のＫ１０ｂ７区，標高２２�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南北方向に柱穴５か所が並び，主軸方向はＮ－１２°－Ｗである。柱間寸法は１�８ｍ（６尺）を基調

として，均等に配されている。各柱穴は垂直に掘り込まれ，深さは２１～５１�である。

第４９５８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子少量

第４９６４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック多量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第４９６５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量

第５１０５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック少量

第５５図 その他の土坑実測図
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遺物出土状況 土師器片４点（甕類）がＰ２とＰ４の覆土中から出土しているが，いずれも細片である。

所見 Ｐ３はＰ５を掘り込んでおり，規模や形状，深さが類似していることから，柱の立て替えと考えられる。

時期は，遺物が細片であるため不明である。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量
５ 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

８ 褐 色 ロームブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
１３ 褐 色 ローム粒子中量

第５６図 第１８号柵跡実測図

表５ 柱穴の可能性がある土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

４９５４ Ｊ１０ｊ３ Ｎ－４５°－Ｗ 不整楕円形 １�００ × ０�６８ ４８ 外傾 平坦 人為 土師器片

４９５６ Ｋ１０ａ４ Ｎ－２２°－Ｅ 円形 ０�５２ × ０�５０ ６２ 外傾 Ｕ字状 人為

４９５７ Ｋ１０ａ４ Ｎ－２４°－Ｅ 円形 ０�５２ × ０�５０ ５０ 垂直 平坦 人為 土師器片

４９５８ Ｊ１０ｊ４ Ｎ－１２°－Ｗ 円形 ０�４８ × ０�４６ ５２ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

４９６４ Ｊ１０ｊ５ Ｎ－３３°－Ｅ 円形 ０�５０ × ０�４８ ４６ 外傾 平坦 人為 土師器片

４９６５ Ｋ１０ｄ６ Ｎ－３０°－Ｗ 円形 ０�６８ × ０�５６ ４４ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２８１９�本跡

５１０５ Ｋ１０ａ３ Ｎ－５２°－Ｅ 楕円形 ０�５６ × ０�４５ ６４ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２８２６�本跡

―８０―



５ 遺構外出土遺物（第５７図）

第４区の調査で出土した遺構に伴わない遺物のうち，特徴的なものを抽出して記載する。なお，解説は遺

物観察表で示した。

第５７図 遺構外出土遺物実測図

表６ その他の土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径 × 短径 深さ（�）

４９５９ Ｋ１０ａ６ Ｎ－６５°－Ｅ 円形 ０�６６ × ０�６１ ２０ 外傾 平坦 自然 土師器片 SI２８２４�本跡

４９６０ Ｋ１０ｃ５ Ｎ－２９°－Ｗ 円形 ０�６６ × ０�６３ １５ 外傾 平坦 自然 土師器片 SI２８１６�本跡

４９６１ Ｋ１０ｃ６ Ｎ－６９°－Ｅ 楕円形 ０�７４ × ０�５８ ３４ 外傾 凸凹 人為 土師器片 SI２８１６�本跡

４９６７ Ｊ１０ｊ４ Ｎ－１８°－Ｅ 円形 ０�５４ × ０�４８ ３２ 垂直 平坦 人為 SI２８１１�本跡

４９６８ Ｊ１０ｊ５ Ｎ－８０°－Ｗ 楕円形 ０�６０ × ０�４８ ４２ 外傾 Ｕ字状 人為

４９７０ Ｊ１０ｊ３ Ｎ－４５°－Ｗ 円形 １�２１ × １�１８ ２８ 垂直 平坦 人為 土師器片，須恵器片

５１０１ Ｋ１０ｃ５ Ｎ－３２°－Ｗ 楕円形 ０�５０ × ０�４３ ５４ 垂直 Ｕ字状 人為 土師器片

５１０６ Ｋ１０ｅ６ Ｎ－１８°－Ｅ 楕円形 １�９０ × １�１０ ５９ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI１６�本跡

５１０７ Ｋ１０ｄ６ Ｎ－６４°－Ｗ 円形 ０�４０ × ０�３８ １４ 外傾 平坦 人為 SI１６�本跡�SI２８１９

５１０９ Ｋ１０ｂ４ Ｎ－５９°－Ｅ 円形 ０�５１ × ０�４８ ５４ － － 人為 SI２８２２�本跡

―８１―



第５８図 島名熊の山遺跡４区遺構全体図

遺構外出土遺物観察表（第５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８１ 土師質土器 小皿 ８�０ １�７ ５�９ 長石・石英・雲母 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 底部回転糸切り Ｋ１０ｃ７ １００％

８２ 磁器 碗 － （６�１） － 緻密 灰白 良好 茶碗 ロクロ整形 内・外面施釉 SD１３０覆土中 肥前系

TP１ 縄文土器 深鉢 － （３�０） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部縄文原体圧痕文 Ｋ１０ｂ５ 前期前半

TP２ 縄文土器 深鉢 － （２�１） － 雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部に横位の押圧縄文 Ｊ１０ｊ７ 前期前半

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ６ 石皿 （１４�２）（９�７） ５�４（８３７�０）安山岩 周囲に縁を有し中央部が皿状に窪む SI１００６
覆土中 PL１６

Ｑ７ 磨石 ７�８ ６�５ ４�６ １０９�１ 軽石 側面に樋状の窪み SI２８１６
覆土中 PL１６

Ｑ８ 砥石 （９�１）（５�８） ３�０（２６８�７）凝灰岩 砥面４面 両端部欠損 表採 PL１６

Ｑ９ 剥片 ２�９ ２�７ １�２ ８�１ 瑪瑙 片面調整 背面に前段階の剥離痕を残す 上面は自然面 SI２８１３
覆土中

Ｑ１０ 石核 ２�６ ５�３ ２�０ ２６�４ 瑪瑙 打面を転移して不定形の小形剥片を剥離 SI１０００
覆土中

―８２―



１ 古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の竪穴住居跡２軒を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

竪穴住居跡

第３１８号住居跡（第５９・６０図）

位置 調査区東部のＭ１３ｈ７区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。南東部は，平成８年度に調

査が終了しており，柱穴の番号については今年度調査分と合わせて新しい番号に既調査分も再録した。

重複関係 第４１４２号土坑を掘り込み，第３１７・２５２５号住居に掘り込まれている。また，西部は撹乱を受けている。

第４節 ７区の遺構と遺物

第５９図 第３１８号住居跡実測図

―８３―



規模と形状 長軸６�４０ｍ，短軸６�１５ｍの方形で，主軸方向はＮ－２５°－Ｗである。壁高は１０～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１６�，袖部幅１０５�である。袖部は地山を

１０�ほど掘り込んでローム土主体の第１６層を基部として，砂質粘土を主体とした第１３～１５層を積み上げて構築

している。火床部は床面を６�掘りくぼめて第１７～２２層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変し

ている。煙道部は壁外に２５�掘り込まれ，外傾して緩やかに立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４８～７５�で，主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ２５�で，南壁際の中央部に

位置していることや硬化面の広がりから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 本年度調査区からは，土師器片３１点（坏５，甕類２６），須恵器片４点（坏１，甕類３）が出土

しており，いずれも細片である。８４は北西コーナ－部，８５，DP１１は竈西側のそれぞれ床面から出土しており，

第６０図 第３１８号住居跡・出土遺物実測図

竈１土層解説
１ 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
２ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
８ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１０ 明 褐 色 ローム粒子多量
１１ 暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量・

砂質粘土粒子微量

１２ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子微量
１４ 灰 白 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子中量
１５ 灰 白 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土粒

子・炭化粒子中量
１６ 明 褐 色 ロームブロック中量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子中量
１８ 褐 色 焼土ブロック中量
１９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量
２０ 明 褐 灰 色 焼土ブロック・灰多量
２１ 極暗赤褐色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子微量
２２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量

―８４―



いずれも住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。８３は西壁中央部の覆土上層から出土し，住居の廃絶後

に投棄されたものと考えられる。

所見 南東部は平成８年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財団文化財報告』第１３３

集を参照されたい。時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第２５２３号住居跡（第６１・６２図）

位置 調査区東部のＮ１３ａ５区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５２２・２５２９号住居に北部を掘り込まれ，南西部は耕作による撹乱を受けている。

規模と形状 長軸５�６４ｍ，短軸５�６１ｍの方形で，主軸方向はＮ－２４°－Ｗである。壁高は１８～２２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，竈前部及び出入り口ピット付近が踏み固められている。壁下には幅１０～２２�，深さ６～

８�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。上部は第２５２９号住居に掘り込まれているが，規模は焚口部から煙道部まで

１２８�，袖部幅９８�である。袖部は地山を基部として構築されている。火床部は床面と同じ高さであり，火床

面は火を受けて赤変している。煙道部は壁外に４０�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４４～８０�である。Ｐ５は２８�で，南壁際に位置していること

から，出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 北東コーナー部に位置している。長軸１００�，短軸６５�の隅丸長方形で，深さは４１�である。底面は

平坦で，壁は外傾して立ち上がり，各層にロームブロックを含む人為堆積である。

覆土 １３層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ムブロック微量
２ 褐 色 ロ－ムブロック中量

３ 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ム粒子微量
２ 褐 色 ロ－ムブロック多量
３ 褐 色 ロ－ムブロック中量，炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 赤 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 明 褐 色 ロームブロック多量

８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
１１ 明 褐 色 ロームブロック少量
１２ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１３ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３１８号住居跡出土遺物観察表（第６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８３ 土師器 坏 ［１３�６］ ５�０ － 長石 黒褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内面ナデ 上層 ４５％

８４ 土師器 高坏 － （２�２） － 長石 明褐 普通 体部内・外面ヘラ磨き 床面 １０％

８５ 土師器 小形甕 １２�２（１２�６） － 長石・石英 明褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 床面 ３０％ PL３０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１１ 支脚 （７�７） ９�３ （６�２）（４３２�２）土（長石・礫） ナデ 床面

―８５―



第６１図 第２５２３号住居跡実測図
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第６２図 第２５２３号住居跡出土遺物実測図

―８７―



遺物出土状況 土師器片１９０点（坏１９，甕類１７１），須恵器片２５点（坏１７，蓋２，甕類６），鉄製品１点（釘），

鉄滓１点のほか，流れ込んだ縄文土器片２点も出土している。８６・８７・８９は竈東側の床面から出土し，住居の

廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，８８・９１は覆土下層，９０は貯蔵穴の覆土下層から横位でそれぞれ

出土している。TP３は南東部の覆土中から出土している。これらはいずれも，住居の廃絶後に廃棄されたも

のと考えられる。

所見 時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

２ 奈良時代の遺構と遺物

奈良時代の竪穴住居跡４軒を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

竪穴住居跡

第２５２２号住居跡（第６３・６４図）

位置 調査区南東部のＮ１３ａ６区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５２３号住居跡を掘り込み，第２５４８号住居に掘り込まれている。

規模と形状 一辺３�７５ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は４０～５０�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。各壁下には幅６～２０�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９７�，袖部幅９９�である。袖部は焼土ブロ

ックとローム土混じりの第１６層を基部として，砂質粘土を主体とした第１０～１５層を積み上げて構築している。

火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３０�掘り込まれ，火床部

から外傾して立ち上がっている。

第２５２３号住居跡出土遺物観察表（第６２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

８６ 土師器 坏 １３�３ ４�７ － 長石 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 床面 ８５％ PL３０

８７ 土師器 鉢 ７�４ ７�９ ５�０ 長石 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内・外面輪積痕 床面 １００％ PL３０

８８ 土師器 甕 ［２１�２］（１５�９） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面輪積痕 下層 １５％

８９ 土師器 甕 ［１７�８］［２９�０］ ７�０ 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 底
部内面ヘラナデ 床面 ５０％煤付着

９０ 土師器 甑 ２７�２ ２５�６ ８�３ 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 貯蔵穴下層 ９５％ PL３１

９１ 土師器 甑 ［２０�８］１８�０ ［５�５］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 下層 ７５％ PL３０

表７ 古墳時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

３１８ Ｍ１３ｈ７ Ｎ－２５°－Ｗ 方形 ６�４０×［６�１５］１０～２０ 平坦 一部 ４ １ － 竈２ － 人為 土師器片，須恵
器片 ６世紀後葉

２５２３ Ｎ１３ａ５ Ｎ－２４°－Ｗ 方形 ５�６４×５�６１ １８～２２ 平坦 ほぼ全周 ４ １ － 竈１ １ 人為 土師器片，須恵
器片，鉄製品 ６世紀後葉

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP３ 須恵器 甕 雲母 灰黄 普通 体部外面斜位平行叩き及び同心円状の叩き 内面ヘラナデ 覆土中

―８８―



ピット 深さ２３�で南壁際の中央部に位置し，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。

第６３図 第２５２２号住居跡実測図

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 焼土ブロック・ロームブロック・炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子微量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
７ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・砂質粘土粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロー

ム粒子微量
１１ 褐 灰 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・灰少

量，炭化粒子微量
１２ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

１３ にぶい褐色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・灰微量
１４ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量，ローム粒子少

量，炭化粒子微量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量
１６ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
１７ 暗 褐 色 炭化粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
１８ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
１９ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子・灰少量
２０ 暗 褐 色 ローム粒子多量，砂質粘土粒子中量
２１ 褐 色 ローム粒子多量
２２ 赤 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
２３ にぶい赤褐色 灰中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２４ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・灰微量
２５ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

―８９―



覆土 １３層に分けられる。不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２３８点（坏３，甕類２３５），須恵器片９２点（坏７６，高台付坏１０，蓋３，甕類３），灰釉陶

器片３点（瓶），鉄製品１点（鏃），鉄滓１点が出土している。９４は中央部の西側，９５は中央部の東側，Ｍ２３は

中央部の南側，９６は竈の西側，TP４は南壁際のそれぞれ床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄された

ものと考えられる。また，９２・９３・９７はいずれも南壁際の覆土中層からそれぞれ出土しており，いずれも住居

の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 床面から鉄滓が出土しているが，鍛冶炉等は確認されず，流入したものと考えられる。時期は，出土土

器から８世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量
３ 明 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 明 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 暗 褐 色 ロ－ムブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量
９ 褐 色 ロ－ム粒子中量，焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロ－ムブロック多量，焼土ブロック微量
１１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第６４図 第２５２２号住居跡出土遺物実測図
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第２５２８号住居跡（第６５・６６図）

位置 調査区東部のＭ１３ｈ４区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５２７号住居，第４１４０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�３４ｍ，短軸２�９５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１５°－Ｗである。壁高は１６～２２�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０２�，袖部幅１１１�である。袖部は地山を

１６�ほど掘り込んでローム土を主体とした第１７～２８層を床面の高さまで充填し，砂質粘土主体の第１５・１６層で

構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に６０�掘り

込まれ，外傾して立ち上がっている。第３・４・８層は天井部の崩落層と考える。

貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。長径７７�，短径６９�の楕円形で，深さは３０�である。底面は皿状で

壁は外傾して立ち上がり，各層にロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 赤 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量・ローム粒子微量
７ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１０ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量
１２ 褐 色 ロームブロック中量
１３ 赤 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブ

ロック少量
１４ 赤 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・ローム粒子少量

１６ にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子微量
１７ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子中量，砂質粘土粒子・炭化

粒子少量
１８ 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子炭化粒子少量
１９ 暗 赤 褐 色 炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土

粒子微量
２０ 褐 色 ロームブロック多量
２１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２２ 褐 色 ロームブロック多量
２３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２４ にぶい褐色 ロームブロック多量，砂質粘土粒子中量
２５ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
２６ 黒 褐 色 炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
２７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２８ 極 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２５２２号住居跡出土遺物観察表（第６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９２ 須恵器 坏 ［１３�８］ ４�２ ８�７ 長石・石英・雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ナデ 中層 ４５％

９３ 須恵器 坏 ［１３�３］ ３�８ ８�１ 長石・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向からのヘラ削り 中層 ６０％ PL３０

９４ 須恵器 坏 － （２�２） ８�０ 長石・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 床面 ３０％

９５ 須恵器 高台付坏 － （２�５）［８�８］ 長石・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ３０％

９６ 土師器 甕 ［２１�８］（８�４） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 床面 ５％

９７ 土師器 甕 － （８�８） ９�０ 長石・石英・雲母 灰褐 普通 体部外面下位ヘラ磨き 内面ヘラナデ 木葉痕 中層 ２５％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP４ 須恵器 甕 長石・雲母 灰黄 普通 体部外面斜位平行叩き及び同心円状の叩き 内面ヘラナデ 床面

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２２ 鏃 （３�６） ２�６ ０�２ （４�４） 鉄 断面長方形 覆土中 PL３８

Ｍ２３ 鉄滓 ３�９ ２�４ １�９ ２２�６ 鉄 表面錆付着 床面

―９１―



第６５図 第２５２８号住居跡・出土遺物実測図

―９２―



覆土 ８層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２５３点（坏３９，甕類２１４），須恵器片５５点（坏２４，盤１，甕２９，甑１），銅製品片１点（巡

方裏金具カ），鉄滓１点が出土している。１００は竈の火床面から逆位で出土し，支脚として転用されたものと考

えられ，９８は中央部東寄りの覆土中層から出土している。９９・１０１は南壁際の覆土上層から出土した破片が接

合したもので，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。Ｍ２４は中央部北東寄りの覆土中層，Ｍ

２５は竈右袖近くの覆土下層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉以前と考えられる。

第６６図 第２５２８号住居跡出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック微量

―９３―



第２５２９号住居跡（第６７図）

位置 調査区南東部のＮ１３ａ５区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５２３号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�５８ｍ，短軸２�２７ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は１０～１８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。南東部を除いた壁下には幅９～１５�，深さ６�でＵ字状

の断面を呈する壁溝が検出されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８６��袖部幅８８�である。左袖部は地山を

基部として構築され，右袖部は地山を１０�ほど掘り込んでローム土主体の第１７～２１層を床面の高さまで充填し，

砂質粘土混じりのローム土第９～１６層を塊状に積み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面

は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１７�ほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ１６�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設

に伴うピットと考えられる。Ｐ２は深さ２６�で，性格は不明である。

覆土 ９層に分けられる各層にロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

遺物出土状況 土師器片１２点（甕類），須恵器片２（甕類），鉄製品１点（釘）が出土している。層厚は薄く，

遺物の量は少ない。１０２は竈右袖壁際から正位で出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 焼土粒子・砂質粘土少量，ローム粒子微量
４ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量・焼土粒子微量
８ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
９ にぶい褐色 ロームブロック中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１０ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子多量
１２ 褐 色 ロームブロック多量，炭化物・焼土粒子・砂質粘

土粒子微量

１３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子微量

１４ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１６ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・灰

少量
１７ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・灰粒子少量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック中量
１９ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２０ 褐 色 ロームブロック中量
２１ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量

６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 明 褐 色 ローム粒子多量
８ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子中量

第２５２８号住居跡出土遺物観察表（第６５・６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

９８ 土師器 甕 ２０�６（１０�７） － 長石・雲母 灰黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 中層 ２０％ PL３１

９９ 土師器 甕 ［２２�２］（１２�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 上層 １０％

１００ 土師器 甕 － （１２�７） ７�６ 長石・雲母 明褐 普通 体部外面下端ヘラ磨き 内面ヘラナデ 竈火床面 ３５％ 支脚
転用 PL３１

１０１ 土師器 甑 ［３３�２］２４�４［１５�８］長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面縦位平行叩き 体部下端ヘラ削り 上層 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２４ 巡方裏金具（３�２）（２�９）（０�１）（１�５） 銅 ２か所穿孔有り 塗金 中層 PL３８

Ｍ２５ 鉄滓 ４�２ ３�８ ２�８ ３７�１ 鉄 表面錆付着 下層

―９４―



第６７図 第２５２９号住居跡・出土遺物実測図

第２５２９号住居跡出土遺物観察表（第６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０２ 須恵器 坏 ［１３�５］ ４�４ ８�９ 長石・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向からのヘラ削り 床面 ６０％ PL３０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２６ 釘 （４�９） ０�３ ０�３ （１�７） 鉄 角釘 頭部及び下端部欠損 竈覆土中 PL３８

―９５―



第２５３１号住居跡（第６８図）

位置 調査区中央部のＮ１３ｇ２区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１２８号土坑に掘り込まれている。

第６８図 第２５３１号住居跡実測図

―９６―



規模と形状 長軸３�９０ｍ，短軸３�４０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｅである。壁高は２０～３０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。北東部を除いた壁下には幅１０～１４�，深さ８～１２�でＵ

字状の断面を呈する壁溝が検出されている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９８��袖部幅１３２�である。袖部は地山を

５�ほど掘り込んでローム土主体の第１０～２４層を床面の高さまで充填し，砂質粘土主体の第８・９層を塊状に

積み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さであり，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は

壁外に７０�ほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
８ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
９ 明 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土ブ

ロック微量

１０ 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量
１１ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量
１２ 褐 色 ローム粒子多量，灰微量
１３ にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量，砂質

粘土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１５ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 明 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
１７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１８ 明 褐 色 焼土ブロック多量

第６９図 第２５３１号住居跡出土遺物実測図

―９７―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１５～２３�である。Ｐ５は深さ１４�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２３１点（坏１８，甕類２１３），須恵器片５５点（坏３３，盤１，蓋２，甕類１９）が，竈周辺を

中心に出土している。１０４は竈の東側，１０９は竈の西側，１０７は中央部西寄りのそれぞれ床面から出土しており，

いずれも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，１０３は竈の西側，１０５は中央部やや南側，１０６は

中央部やや北側のいずれも覆土下層から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考える。

所見 時期は，出土土器から８世紀後葉と考えられる。

３ 平安時代の遺構と遺物

平安時代の竪穴住居跡２３軒を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

竪穴住居跡

第２５２４Ａ号住居跡（第７０・７１図）

位置 調査区南東部のＮ１３ａ４区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５２４Ｂ号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 南部は，撹乱を受けているため，東西軸３�９５ｍ，南北軸は３�４２ｍだけが確認され，方形または長

１９ にぶい褐色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
２０ にぶい褐色 ロームブロック多量
２１ 褐 色 ロームブロック多量

２２ 褐 色 ローム粒子多量
２３ 褐 色 ロームブロック少量
２４ 明 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ロ－ム粒子微量

２５３１号住居跡出土遺物観察表（第６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１０３ 須恵器 坏 １３�２ ４�６ ７�２ 長石・雲母 灰黄 普通 底部回転ヘラ切り 下層 １００％ PL３１

１０４ 須恵器 坏 １４�０ ４�１ ８�２ 長石・石英・雲母 黄橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切
り後多方向からのヘラ削り 床面 ９０％ PL３０

１０５ 須恵器 坏 １３�１ ４�４ ７�１ 長石 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向からのヘラ削り 下層 ５５％ PL３１

１０６ 須恵器 坏 ［１３�０］ ４�４ ［７�８］ 長石 灰色 普通 底部回転ヘラ切り 下層 ４０％

１０７ 須恵器 高台付坏 － （３�６） ７�１ 長石・雲母 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ４５％

１０８ 土師器 甕 ［１８�０］（２２�８） － 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り下位ヘラ磨き 体部内面ヘラナデ 中層 ２０％煤付着

１０９ 土師器 甕 ［１９�０］（３�０） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 床面 ５％

表８ 奈良時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２５２２ Ｎ１３ａ６ Ｎ－３°－Ｅ 方形 ３�７５×３�７５ ４０～５０ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，鉄滓 ８世紀後葉

２５２８ Ｍ１３ｈ４ Ｎ－１５°－Ｗ 長方形 ３�３４×２�９５ １６～２２ 平坦 － － － － 竈１ １ 人為 土師器片，須恵
器片，銅製品 ８世紀後葉以前

２５２９ Ｎ１３ａ５ Ｎ－２°－Ｗ 長方形 ２�５８×２�２７ １０～１８ 平坦 ほぼ全周 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，鉄製品 ８世紀後葉

２５３１ Ｎ１３ｇ２ Ｎ－１°－Ｅ 長方形 ３�９０×３�４０ ２０～３０ 平坦 ほぼ全周 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器片，須恵
器片 ８世紀後葉

―９８―



方形と推定される。主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は１４～２２�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には幅９～２０�，深さ７～１０�でＵ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 西壁の北寄りに付設されている。規模は，焚口から煙道部まで９７�，袖部幅１０６�である。袖部は地山を

２０�ほど掘り込み，ローム土主体の第１６～２４層を床面の高さまで充填し，その上に砂質粘土混じりのローム土

を主体とする第１１～１５層を積み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬

第７０図 第２５２４Ａ号住居跡実測図

―９９―



化している。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。第５層は天井部の崩落土層と考え

られる。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２３～３７�である。

覆土 ９層に分けられる。不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１５６点（坏８，高台付坏２，甕類１４６），須恵器片１７１点（坏１０１，盤１，甕４６，鉢２３），

鉄滓１点が壁際を中心に出土している。１１１・１１２はいずれも北西コーナー部の床面と覆土下層から出土し，住

居の廃絶時に遺棄されたものと考えられ，時期判定の指標となる遺物である。１１０・Ｍ２７は北東コーナー部の

覆土下層，１１３は南東コーナー部の覆土中層，TP５は竈北側の覆土中層からそれぞれ出土し，いずれも住居の

廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 土層から第２５２４Ａ住居と第２５２４Ｂ住居跡の間には時間差が見られず，第２５２４Ａ号住居は第２５２４Ｂ号住居

の建て替えと考えられる。時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 極暗赤褐色 焼土ブロック・山砂中量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子中量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，灰中量，炭化粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・灰中量
８ にぶい橙色 焼土ブロック・灰中量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，灰中量，炭化粒子微量
１０ 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒

子微量
１２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１３ にぶい褐色 砂質粘土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量

１４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
１５ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１６ にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
１７ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，

砂質粘土粒子微量
１８ にぶい褐色 ロームブロック多量
１９ 暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少

量，砂質粘土粒子微量
２０ 明 褐 色 ロームブロック中量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
２４ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量，砂

質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，砂質粘土粒子少

量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土ブロック・
炭化粒子少量

７ にぶい褐色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量，
炭化粒子微量

８ 暗 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量
９ 灰 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量

第７１図 第２５２４Ａ号住居跡出土遺物実測図
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第２５２４Ｂ号住居跡（第７２図）

位置 調査区南東部のＮ１３ａ４区，標高２０�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５２４Ａ号住居に掘り込まれている。

規模と形状 南部は撹乱を受けているため，東西軸３�９５ｍ，南北軸は３�２０ｍだけが確認され，方形または長方

形と推定される。主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は２０～３０�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。壁下には幅１２～１８�，深さ６～１０�でＵ字状の断面

を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６７�，袖部幅９５�である。袖部は地山を１０

�ほど掘り込み，ローム土主体の第１８～２６層を床面の高さまで充填し，その上に砂質粘土混じりのローム土主

体とする第１５～１７層を積み上げて構築している。火床部は床面をわずかに掘りくぼめており，火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４６�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。第１・３層は砂質粘土

や焼土粒子を含み，天井部の崩落土層と考える。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１６～２９�である。

覆土 ３層に分けられる。層圧が薄く堆積状況は不明であるが，第２５２４Ａ号住居の建て替えから人為堆積と考

えられる。

遺物出土状況 土師器片３２点（甕類），須恵器１５点（坏１，甕１４）が出土しているが，いずれも細片である。

所見 遺物が少ないため時期の特定が難しいが，土層から第２５２４Ｂ住居跡と第２５２４Ａ住居との間には時間差は

竈土層解説
１ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子・山砂多量，焼土粒子中量
３ 赤 褐 色 砂質粘土ブロック・砂粒多量，焼土ブロック中量，

ロームブロック微量
４ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
６ 赤 褐 色 ロームブロック多量，炭化物中量
７ にぶい褐色 焼土ブロック多量，炭化粒子・砂質粘土ブロック中量
８ 褐 色 ローム粒子多量，山砂中量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量
１０ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量，ローム粒子中量，焼土粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子中量，炭化粒子微量
１２ にぶい赤褐 ローム粒子中量，焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
１５ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
１６ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
１７ 明 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１８ にぶい赤褐色 焼土粒子多量，ロームブロック・炭化粒子少量
１９ 明 褐 色 ロームブロック多量
２０ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
２１ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
２２ 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量，

砂質粘土粒子微量
２３ 明 褐 色 ロームブロック多量
２４ 褐 色 ロームブロック少量
２５ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２６ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第２５２４Ａ号住居跡出土遺物観察表（第７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１０ 須恵器 坏 １３�６ ４�１ ５�５ 長石・石英 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向からのヘラ削り 下層 １００％ PL３１

１１１ 須恵器 坏 １３�４ ４�０ ６�６ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ナデ 床面 ５０％ PL３１

１１２ 須恵器 坏 ［１３�０］ ４�４ ６�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
多方向からのヘラ削り 下層 ５０％ PL３２

１１３ 須恵器 円面硯 １１�０ （１�９） － 長石 灰 良好 砥面ナデ 海から縁部内・外面ロクロナデ 中層 ４０％ PL３２

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP５ 須恵器 甕 長石・石英・雲母 オリ－ブ褐 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面ヘラナデ 中層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２７ 鉄製品 ２�９ ５�２ １�３ ３２�８ 鉄 表面錆付着 表面凸凹有り 端部返り有り 下層

―１０１―



見られず，第２５２４Ａ号住居の建て替えと考えられる。時期は，９世紀中葉と考えられる。

第２５２５号住居跡（第７３～７５図）

位置 調査区南西部のＭ１３ｉ７区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。東側は，平成８年度に調

査が終了している。

重複関係 第３１７・３１８号住居跡を掘り込み，第２５４８号住居，第４１４３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東側は調査区域外であり，南北軸２�９２ｍ，東西軸は２�５８ｍだけが確認された。主軸方向をＮ－１０°

－Ｅとする方形または長方形であると考えられる。壁高は３５～４０�で，外傾して立ち上がっている。

第７２図 第２５２４Ｂ号住居跡実測図

―１０２―



床 ほぼ平坦で，中央部から南壁際にかけて踏み固められている。壁下には幅１２～２０�，深さ６～１０�で，Ｕ

字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６２�，袖部幅１１７�である。袖部は地山を

掘り込んで，ローム土主体の第１４～２１層を床面の高さまで充填し，その上にローム土混じりの砂質粘土を主体

とした第１２・１３層を積み上げて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に５０�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・灰少量
４ 褐 色 灰中量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
５ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，灰微量
６ 明 褐 色 ローム粒子多量
７ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

９ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子少量

１０ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量
１１ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量
１２ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
１３ にぶい褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，炭化物・焼土粒

子微量
１４ 明 褐 色 ロームブロック多量

第７３図 第２５２５号住居跡実測図
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第７４図 第２５２５号住居跡出土遺物実測図�

―１０４―



ピット ４か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは１２～１４�である。Ｐ３は深さ６�で，南壁際の中央部に位置

していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ４は深さ１４�で，位置や形状

から貯蔵穴の可能性も考えられるが，性格は不明である。

覆土 １０層に分けられる。不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３６６点（坏２１，甕類３４５），須恵器片１８８点（坏６７，高台付坏２９，盤１，蓋２，甕８９），

灰釉陶器１点（瓶），鉄製品１点（釘），鉄滓３点が中央部を中心に出土している。１１６は竈前部，１１７は中央部，１１８

は竈西側の壁際のそれぞれ床面から出土し，住居の廃絶後に遺棄されたもので時期判定の指標となる遺物であ

る。１１５・１２０，TP６は中央部の床面から出土した破片が接合したもので，１１４はＰ３の覆土中から出土してい

る。これらも住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第７５図 第２５２５号住居跡出土遺物実測図�

１５ 明 褐 色 ロームブロック中量
１６ 明 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１７ 褐 色 ロームブロック少量
１８ 褐 色 ロームブロック多量

１９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２０ 明 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
２１ 明 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量

７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
９ にぶい赤褐色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 炭化粒子多量，ローム粒子・焼土粒子少量

―１０５―



第２５２６号住居跡（第７６・７７図）

位置 調査区北東部のＭ１３ｇ６区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸２�８０ｍ，短軸２�７４ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は６～８�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。中央部や西壁近くから炭化材がまとまって数か所で確認

できた。また，焼土も中央部の南寄りの床面から検出されたことから，焼失住居と考えられる。

第７６図 第２５２６号住居跡実測図

第２５２５号住居跡出土遺物観察表（第７４・７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１１４ 須恵器 坏 １３�４ ３�７ ８�４ 長石・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部多方向からのヘ
ラ削り Ｐ３覆土中 １００％ PL３２

１１５ 須恵器 坏 １４�０ ４�０ ８�０ 長石・雲母・礫 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向からのヘ
ラ削り 床面 ９５％ PL３２

１１６ 須恵器 擂鉢カ １５�６ ７�４ ７�０ 長石 灰 普通 体部内・外面ナデ 片口有り 床面 ９０％ PL３２

１１７ 須恵器 壺 － （９�９） － 長石 にぶい黄橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 １５％ 底部ヘラ
記号「×」PL３２

１１８ 土師器 甕 ２３�７ ３３�６ ８�５ 長石・雲母 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面下端ヘラ磨き
内面輪積痕 木葉痕 床面 ８５％ PL３３

１１９ 土師器 甕 ［１６�９］２０�１［１１�１］長石・雲母・礫・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内
面ヘラナデ 輪積痕 木葉痕 床面 ４０％ PL３３

１２０ 土師器 甑 ［２９�１］３２�６ １２�２ 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面下端ヘラ削り
内面ヘラナデ 床面 ６０％ PL３２

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP６ 須恵器 甕 長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面斜位平行叩き 内面ヘラナデ 床面

―１０６―



竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで５５�，袖部幅９４�である。袖部は，地山を

５�ほど掘り込んで，ローム土主体の第１２層を床面の高さまで充填し，その上に砂質粘土を主体とする第１０・

１１層を積み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部

は壁外に４６�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

遺物出土状況 土師器片５０点（坏１０，甕類４０），須恵器片６点（坏）が出土している。覆土は薄く遺物の出土

量も少ない。１２４は中央部北寄りの床面から，１２３は中央部の覆土下層，１２１・１２２は竈の覆土中層および火床面

からそれぞれ出土しており，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 床面に焼土や炭化材の広がりが確認されており，焼失住居であると考えられる。時期は，出土土器から

９世紀前葉と考えられる。

第２５２７号住居跡（第７８図）

位置 調査区南西部のＭ１３ｈ４区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５２８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�５２ｍ，短軸３�３４ｍの方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｗである。壁高は８～１４�で，外傾し

て立ち上がっている。

竈土層解説
１ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土ブロック中量，炭化

粒子少量，ローム粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量
３ にぶい褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック多量
５ 灰 黄 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子多量
７ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子中量，焼土

ブロック少量

８ 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子中量，炭化粒子・砂質
粘土ブロック少量

９ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量
１０ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１１ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１３ 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１５ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
６ 褐 色 ロームブロック少量

第７７図 第２５２６号住居跡出土遺物実測図

第２５２６号住居跡出土遺物観察表（第７７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１２１ 須恵器 坏 ［１２�４］ ４�０ ［７�７］ 長石・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 竈中層 １０％

１２２ 須恵器 坏 － （２�７）［８�０］ 長石・雲母・赤色粒子 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 火床面 １０％

１２３ 須恵器 蓋 ［１５�６］（１�４） － 長石・雲母 灰 普通 天井部内・外面ロクロナデ 下層 ５％

１２４ 須恵器 蓋 ［１４�１］（１�５） － 長石・雲母 黄灰褐 普通 天井部内・外面ロクロナデ 床面 ５％

―１０７―



床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７２�，袖部幅１１６�である。袖部は掘り残

した地山を基部とし，砂質粘土を主体とした第７・８層を塊状に積み上げて構築している。火床部は床面を８

�ほど掘りくぼめ，第９～１１層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外にほとんど掘り込まれておらず，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット 深さは２５�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピット

と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量

７ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック，焼土粒子微量

第７８図 第２５２７号住居跡・出土遺物実測図

―１０８―



覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

遺物出土状況 土師器片６１点（甕類），須恵器片３０点（坏２２，蓋３，甕５）が出土している。覆土は薄く，遺

物の量も少ない。１２５は中央部の覆土下層から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２５３０号住居跡（第７９図）

位置 調査区北東部のＮ１３ｇ７区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 東側は調査区域外であり，南北軸２�８６ｍ，東西軸は３�２５ｍだけが確認された。主軸方向をＮ－６°

－Ｗとする方形または長方形と考えられる。壁高は１６～２０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８０��袖部幅１１５�である。袖部は地山を

１０�ほど掘り込んでローム土を主体とした第１２～２２層を床面の高さまで充填し，砂質粘土を主体とした第８～

１１層を塊状に積み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に４５�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット 深さ２０�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 ３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８５点（坏１２，高台付坏５，甕類１６８），須恵器片５３点（坏１０，盤３，蓋１，甕類３９），

鉄製品１点（鎌カ）が出土している。遺物はほぼ全域に散在しており，ほとんどが細片である。１２７・１２８，Ｍ

２８は中央部西寄りの覆土下層及び床面，１２６は竈の覆土中からそれぞれ出土し，いずれも住居の廃絶後に廃棄

されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量

５ 黒 褐 色 ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック微量

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子炭

化粒子微量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
７ 黒 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
８ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
９ にぶい黄褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子多量
１０ 黄 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子多量

１１ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
１２ 褐 色 ローム粒子多量
１３ 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化粒子中量
１４ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量
１５ 明 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック多量
１７ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１８ 褐 色 ロームブロック中量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量
２０ 明 褐 色 ロームブロック多量
２１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２２ にぶい黄褐色 炭化粒子・砂質粘土中量，ローム粒子少量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量
２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量

第２５２７号住居跡出土遺物観察表（第７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１２５ 須恵器 蓋ヵ［１４�８］ ２�９ ［７�０］ 長石・雲母 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 下層 ２０％

―１０９―



第７９図 第２５３０号住居跡・出土遺物実測図

第２５３０号住居跡出土遺物観察表（第７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１２６ 須恵器 坏 ［１１�９］（３�１） － 長石 黄灰 普通 体部外面ロクロナデ 竈覆土中 ５％

１２７ 須恵器 鉢 ［２６�０］（３�０） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 ５％

１２８ 土師器 甕 － （２�７）［１０�３］長石・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面下端ヘラ削り 内面ヘラナデ 木葉痕 下層 ５％

―１１０―



第２５３２号住居跡（第８０・８１図）

位置 調査区南東部のＭ１３ｈ１区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１３２号土坑，第８号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�４４ｍ，短軸２�４０ｍの方形で，主軸方向はＮ－８２°－Ｅである。壁高は３４～３８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６７�で�袖部は遺存していない。火床部は

地山を１０�ほど掘り込み，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５７�ほど掘り込まれ，外傾

して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・砂質粘土粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第８０図 第２５３２号住居跡実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２８ 鎌カ （２�３）（２�９） ０�４ （３�９） 鉄 刃部・基部一部欠損 床面

―１１１―



ピット ３か所。Ｐ１は深さ２４�で，西壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設

に伴うピットと考えられる。Ｐ２・Ｐ３は深さ２３～３８�で，位置や形状から貯蔵穴の可能性も考えられるが，

性格は不明である。

覆土 ７層に分けられる。各層にローム粒子を含み，不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７６点（坏２３，甕類５３），流れ込みと思われる須恵器片７点，陶器片１点が出土してい

る。１２９は竈北側の床面，１３０は中央部やや北西寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。１２９は住居の廃絶

時に遺棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半と考えられる。

第２５３３号住居跡（第８２・８３図）

位置 調査区南東部のＭ１２ｇ２区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５４５号住居跡を掘り込み，第２５４４号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�９３ｍ，短軸２�１０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８０°－Ｅである。壁高は１２～１８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。西壁から南壁中央部までの壁下には幅１０～１５�，深さ５

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が検出されている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７０�である。袖部は地山の上に第１１層の黒

色土で基部を構築し，その上に砂質粘土主体の第９・１０で構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面

は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４８�ほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

５ 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第８１図 第２５３２号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，ロームブロッ

ク微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量

８ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
１０ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１２ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量
１３ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第２５３２号住居跡出土遺物観察表（第８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１２９ 土師器 坏 ［１１�８］ ２�７ ［７�４］ 長石 にぶい黄橙色 普通 底部回転糸切り 床面 ４０％

１３０ 土師器 甕 ［２０�２］（５�４） － 長石 にぶい橙色 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 １０％

―１１２―



貯蔵穴 南東コーナー部に位置している。直径４８�の円形で，深さ２８�である。底面は平坦で，壁は直立して

いる。各層にロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

覆土 ８層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

遺物出土状況 土師器片５０点（坏１８，高台付椀６，甕類２６），流れ込みと思われる須恵器片１０点が出土してい

る。１３４は北東コーナー部壁際の床面から出土し，住居の廃絶時に遺棄されたもので，時期判定の指標となる

遺物である。１３３は中央部の覆土中層，１３５は南壁中央部の覆土上層からそれぞれ出土し，いずれも住居の廃棄

後に廃棄されたものと考えられる。１３１・１３２は覆土中から出土し，体部外面に「大」・「城」の墨書が見られる。

１５ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
１６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量
１７ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土ブロック微量

１８ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土ブロック・ロー
ム粒子微量

１９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロー
ム粒子・灰微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量，砂質粘土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロ－ムブロック微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土ブロック・炭化物・砂

質粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック少量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

７ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子少

量，ロ－ムブロック微量

第８２図 第２５３３号住居跡実測図
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所見 時期は，出土土器や重複関係からから１０世紀後半と考えられる。

第２５３４号住居跡（第８４・８５図）

位置 調査区北東部のＭ１２ｇ９区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�７０ｍ，短軸３�６１ｍの方形で，主軸方向はＮ－１２°－Ｗである。壁高は２２～３０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には幅１６～１８�，深さ６～９�で，Ｕ字状の断面を

呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７０��袖部幅１３０�である。袖部は地山を

掘り残して基部とし，その上に砂質粘土混じりのローム土を主体とした第１２～１４層を積み上げて構築している。

火床部は床面を１０�ほど皿状に掘りくぼめ，ローム土を主体とした第１５～２０層を充填して使用している。火床

面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４８�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がってい

る。

第８３図 第２５３３号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
９ 褐 色 ロームブロック少量
１０ 明 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒

子・炭化粒子微量

１１ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
１２ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，炭化物・焼土粒

子微量
１３ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量
１５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
１６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・灰少量，炭化物・ローム粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ロ－ム粒子少量
１８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック微量
１９ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
２０ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第２５３３号住居跡出土遺物観察表（第８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１３１ 土師器 椀 ［１４�２］（３�３） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き 覆土中 １０％ 墨書
土器「大」

１３２ 土師器 椀 ［１４�６］（２�９） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き 覆土中 １０％ 墨書
土器「城」

１３３ 土師器 椀 ［１４�２］（４�３） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き 中層 ４５％

１３４ 土師器 高台付椀 － （３�２） ６�９ 長石・雲母 橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
り付け 床面 ３５％

１３５ 土師器 小皿 ［９�９］ １�９ ６�０ 長石・雲母 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り 上層 ４０％

―１１４―



ピット 深さ２６�で，南壁際の中央部に位置していることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ９層に分けられる。各層にローム粒子を含む堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２５３点（坏２０，椀６，甕類２２７），須恵器片６０点（坏２，高台付坏１，皿３，蓋４，甕

４８，壺１，甑１），鉄製品２点（刀子，鋤先）が，ほぼ全域に散在した状態で出土している。１３６は竈前部，１３８

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

６ 灰 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 炭化物少量，ロームブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量
９ 褐 色 ロームブロック少量

第８４図 第２５３４号住居跡実測図
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は竈の西側，Ｍ２９・Ｍ３０は南東コーナー部のそれぞれ床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたもの

で，時期判定の指標となる遺物である。また，１３７は中央部やや北側，１３９は北西コーナー部と南東コーナー部

の覆土下層から出土した破片が接合したもので，いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 鋤先が出土している住居跡は，当遺跡で５例目である。『茨城県教育財団文化財報告』第２１４集において

鋤先の所有については，「特定の在地有力者によって所有されていた」と指摘されており，集落における中心

的な人物の住居と推測できる。時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第８５図 第２５３４号住居跡出土遺物実測図

第２５３４号住居跡出土遺物観察表（第８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１３６ 須恵器 坏 １３�２ ３�７ ６�９ 長石・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 床面 １００％ PL３３

１３７ 須恵器 坏 １３�２ ４�２ ７�４ 長石 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向からのヘラ削り 下層 ７０％ 煤付着
PL３３

１３８ 須恵器 高台付坏［１０�２］ ５�０ ６�３ 長石・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ４５％

―１１６―



第２５３５号住居跡（第８６図）

位置 調査区中央部のＭ１２ｉ８区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１３６・４１３７・４１６４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�１７ｍ，短軸３�９４ｍの方形で，主軸方向はＮ－８２°－Ｗである。壁高は２０～３８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，壁際を除いて踏み固められている。南壁下の一部に幅１５�，深さ５�で，Ｕ字状の断面

を呈する壁溝が検出されている。

竈 西壁の南寄りに付設されている。火床部と煙道部が残っているだけである。規模は，焚口部から煙道部ま

で１５８�である。火床部は床面から５�ほど掘りくぼめた部分にローム土を主体とする第１３～１８層を充填し使

用している。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に１０５�ほど掘り込まれ，火床部から外傾

して緩やかに立ち上がっている。

炉 中央部やや南西寄りに位置している。長径４５�，短径４２�の不定形で，床面を３�ほど掘り込んだ地床炉

である。炉の周りには，炭化粒子や焼土粒子の塊が数箇所確認できる。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ８～１０�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，

出入口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 ２か所。貯蔵穴１，貯蔵穴２は，ともに北西のコ－ナ－部に位置している。貯蔵穴１は，直径が５８�

の円形で，深さは２６�である。底面は平坦で，壁は直立している。貯蔵穴２は，長径５８�，短径５０�の楕円形

で，深さは２５�である。底面は平坦で，壁は直立している。覆土は貯蔵穴１がブロック状の堆積状況を示した

人為堆積であり，貯蔵穴２は各層にロームブロックを含む人為堆積である。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 極 暗 褐 色 砂粒少量，ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子・

砂粒微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒

微量

９ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
１３ 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
１４ 暗 赤 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
１５ 明 褐 色 ローム粒子多量
１６ 明 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
１７ 赤 褐 色 ロ－ム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
１８ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

炉土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土粒子多量 ２ 褐 色 ローム粒子多量

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP７ 灰釉陶器 壺 緻密 灰黄 普通 体部内・外面ロクロナデ 下層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ２９ 釘 （７�５） １�０ ０�７ （８�２） 鉄 頭部及び下端部欠損 下層 PL３７

Ｍ３０ 鋤先 ９�７ ８�１ １�２ ６３�０ 鉄 Ｕ字型鋤 床面 PL３８

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１３９ 須恵器 甑 － （２０�５）［１２�９］長石・雲母 暗灰黄 普通 体部外面斜位の平行叩き下端ヘラ削り 内面ヘ
ラナデ 輪積痕 下層 ４０％ PL３４

―１１７―



第８６図 第２５３５号住居跡・出土遺物実測図

―１１８―



覆土 ８層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２３６点（坏２８，高台付坏６４，小皿１，鉢１，甕類１４２），灰釉陶器片１点（瓶）が出土

している。遺物はほぼ全域に散在しており，そのほとんどが細片である。１４１は北西コーナー部の床面から出

土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，１４０は出入り口ピット付近の覆土下層から

出土した破片が接合したもので，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。また，南東コーナー部の床面

からは縦７４�，横５６�，厚さ１０�の雲母片岩が出土している。

所見 当遺跡では，炉と竈を有している住居跡の調査例は１１軒ある。炉の周りからは焼土・炭化材が出土して

いる。雲母片岩は金床石の可能性もあるが，鍛冶に関わる遺物の出土はない。時期は，出土土器から１１世紀前

半と考えられる。

第２５３６号住居跡（第８７図）

位置 調査区北東部のＮ１２ｂ８区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 南側部分は調査区域外に延びているため，東西軸４�０５ｍ，南北軸は３�０１ｍが確認された。形状は，

方形または長方形と推測される。主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は５～８�で，外傾して立ち上がって

いる。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。東壁の一部を除いた壁下からは幅１２～２８�，深さ６～１０

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が検出されている。

竈 耕作により削平されており，火床面が確認できるだけである。規模は，焚口部から煙道部まで５５�である。

火床部は深さ４�ほどの皿状を呈し，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は，壁外への掘り込みは

確認されておらず，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ２か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴で，深さは３８～６３�である。

覆土 ８層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

貯蔵穴１土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

３ 明 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量

貯蔵穴２土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量
３ 明 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
４ 明 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
５ 明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

６ 明 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量
７ 明 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量
８ 黒 褐 色 炭化粒子多量，ローム粒子少量
９ 明 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロ－ムブロック微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ロ－ムブロック少量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 灰 黄 褐 色 砂粒少量，ローム粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量

第２５３５号住居跡出土遺物観察表（第８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４０ 土師器 高台付椀 １６�３ ６�８ ８�１ 長石 にぶい黄橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転糸切り後高台貼り付け 下層 ９０％

１４１ 土師器 鉢 ［１１�４］ ５�０ ［６�３］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 口縁部内・外面横ナデ 体部下端ヘラ削り 底
部回転糸切り 床面 ２５％

―１１９―



遺物出土状況 土師器片１８点（坏２，甕類１６），須恵器片４点（坏１，甕類３）が出土している。遺物はほぼ

全域に散在しており，そのほとんどが細片である。

所見 時期は，出土土器や住居の規模，主軸方向から９世紀代と考えられる。

第２５３７号住居跡（第８８～９０図）

位置 調査区南東部のＭ１２ｇ７区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５５０号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６９ｍ，短軸３�４２ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は５４～６８�で，壁はほ

ぼ直立している。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には幅１８～３５�，深さ１３～１５�でＵ字状の断面を呈する壁溝

が巡っている。

土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂粒少量
２ 極 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量，ロームブロック微量
４ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子微量

５ 灰 黄 褐 色 砂粒少量，ローム粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
８ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

第８７図 第２５３６号住居跡実測図

―１２０―



竈 北壁中央部に付設されており，上部は第２５５０号住居に削平されている。規模は，推定で焚口部から煙道部

まで１１５�，袖部幅１３４�である。袖部は砂質粘土で構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を

受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３０�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット 深さ２４�で，南壁際の中央部に位置することや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考え

られる。

貯蔵穴 北東コ－ナ－部に位置している。長径６０�，短径４６�の楕円形で，深さは１７�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，ロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

覆土 ２３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９６点（坏１２，甕類１８４），須恵器片１３点（蓋４，盤１，甕類８）が全体から出土してい

る。１５６・１４５は中央部東寄り，１４７は中央部西寄り，１５２は竈火床面，１５７は東壁際，１５０・１５１は西壁際のいずれ

も床面から出土している。住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１４２・１４９・１５３・１５４は覆土下層から出

土した破片が接合したもので，住居廃絶後に廃棄されたものと考えられる。１５０の盤は，底部が硯に転用されて

いる。１５２の高盤は出土位置から支脚として用いられたものと考えられる。Ｍ３１は覆土中層からの出土である。

所見 転用硯の出土から，文書事務関係の人の存在を推測することができる。時期は，出土土器から９世紀前

葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・灰微量
３ にぶい橙色 灰多量，焼土粒子・炭化粒子少量
４ 極 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・砂質

粘土粒子微量
５ にぶい赤褐色 灰多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ にぶい橙色 灰多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
７ 極暗赤褐色 灰中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・灰少量
９ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量

１１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子・砂質
粘土粒子微量

１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子微量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子少量
１４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１５ 明 褐 色 ローム粒子多量
１６ 褐 色 ローム粒子少量
１７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１９ 褐 色 ロームブロック多量
２０ 褐 色 ロームブロック中量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック・砂

質粘土粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
８ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

１２ 褐 色 ロームブロック中量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
１６ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１７ 褐 色 ロームブロック多量
１８ 暗 褐 色 ロームブロック多量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，

砂質粘土粒子微量
２０ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２１ 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
２２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

第２５３７号住居跡出土遺物観察表（第８８～９０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４２ 須恵器 坏 １２�７ ４�６ ８�２ 長石・雲母 灰色 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後ナデ 下層 ９５％ PL３３

１４３ 須恵器 坏 １３�０ ４�６ ７�３ 長石・雲母 橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 下層 ９５％ PL３３

１４４ 須恵器 坏 ［１３�０］ ４�１ ７�３ 長石・雲母 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り後一方向のヘラ削り 下層 ８０％ PL３３

１４５ 須恵器 坏 １３�４ ４�５ ８�０ 長石・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 床面 ７５％ PL３３

１４６ 須恵器 坏 １３�２ ４�８ ７�３ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 下層 ９０％ PL３３

―１２１―



第８８図 第２５３７号住居跡・出土遺物実測図

―１２２―



第８９図 第２５３７号住居跡出土遺物実測図�

―１２３―



第２５３８号住居跡（第９１・９２図）

位置 調査区中央部のＭ１２ｇ６区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�１０ｍ，短軸３�２４ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８６°－Ｅである。壁高は１６～３４�で，ほぼ

直立している。

床 ほぼ平坦であり，中央部から南部にかけての一部が踏み固められている。

第９０図 第２５３７号住居跡出土遺物実測図�

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１４７ 須恵器 盤 ［１５�４］ ３�８ １０�０ 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ７０％ PL３５

１４８ 須恵器 盤 ［１７�５］ ４�０ ［１１�７］長石・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ４０％

１４９ 須恵器 盤 ［１８�１］ ３�９ ［１２�１］長石・雲母 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 中・下層 ４５％

１５０ 須恵器 盤 － （２�１） １０�８ 長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 底面 ５０％転用硯

１５１ 須恵器 蓋 ８�８ （１�５） － 長石 灰黄褐 普通 天井部ヘラ切り 床面 ８０％ 自然
釉付着 PL３５

１５２ 須恵器 高盤 － （１２�２）１３�６ 長石・石英・雲母 灰 普通 脚部にヘラ切りによる透かし３か所 竈火床面 ５０％ PL３４

１５３ 土師器 甕 ［１９�２］（２６�０） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部下端ヘラ磨き 内
面輪積痕 下層 ３０％ 煤付着

１５４ 土師器 甕 ［１８�５］（１０�７） － 長石・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 下層 １０％

１５５ 土師器 甕 ［１９�４］（７�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口辺部内面横ナデ 内面ヘラナデ 竈中層 １０％

１５６ 土師器 甕 － （８�７） ８�９ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面下位ヘラ磨き 体部内面ヘラナデ 木葉痕 床面 １５％

１５７ 土師器 不明 － （１�９）［７�４］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 脚部内・外面横ナデ 床面 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３１ 鎌 １５�６ ４�４ ０�３ ７４�２ 鉄 基部一部欠損 中層 PL３８

―１２４―



竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口から煙道部まで６５�である。袖部は，地山の上に砂質粘土を

主体とした第１７～２２層を積み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化

している。煙道部は壁外に５３�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第１５層は天井部の崩落土

層に相当する。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック多量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
８ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・焼土粒子少量
９ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子微量
１０ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量

１３ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土粒子微量
１５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１６ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１７ にぶい黄褐色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，炭化粒子

微量
１８ にぶい黄褐色 炭化物・砂質粘土ブロック・焼土粒子微量
１９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２０ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子微量
２２ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
２３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

第９１図 第２５３８号住居跡実測図

―１２５―



ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ３１～７０�である。Ｐ５は深さ５２�で，西壁際の中央部に位置し

ていることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２０９点（坏３８，高台付坏１１，甕類１５９，壺１），鉄製品２点（刀子，釘ヵ）が出土して

いる。また，流れ込んだ須恵器片７点も出土している。１５８は竈周辺の床面から出土した破片が接合したもの

で，住居の廃絶時に投棄されたものと考えられる。１５９は南壁際寄りの覆土下層から出土した破片が接合した

もの，１６０・１６１は竈の覆土下層から中層，Ｍ３２・３３は覆土中からそれぞれ出土したもので，いずれも住居の廃

絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半と考えられる。

第９２図 第２５３８号住居跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土ブロック少量，

ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子微量

―１２６―



第２５３９号住居跡（第９３図）

位置 調査区南東部のＭ１２ｆ４区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸は２�９８ｍ，短軸は２�９１ｍの方形で，主軸方向はＮ－９０°－Ｅである。壁高は１８～２２�で，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，竈前部から南西部に向かって踏み固められている。

竈 東壁中央部やや南側に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１８�，袖部幅９３�である。袖部

は地山に黒褐色土の第２４層を突き固めて基部とし，砂質粘土混じりのローム土を主体とする第２０～２３層を積み

上げて構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４６

�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第４・６・７層は天井部の崩落土層に相当する。

覆土 ９層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片４４点（坏３７，高台付坏６，足高高台付椀１），鉄製品２点（釘，留金具カ）が，竈前

部を中心に出土している。１６５は竈前部，１６６は南東コーナー部のいずれも床面から出土しており，住居の廃絶

時に遺棄されたものと考えられる。１６４・１６７は竈左袖部の覆土上層から出土しており，袖部の補強材として用

いられたものと考えられる。Ｍ３４は南西コーナー部，Ｍ３５は中央部やや南寄りのそれぞれ覆土下層から出土し

ており，出土遺物は破片が多いことから，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
７ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子・

焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
９ 極 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１０ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１１ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土ブロック微量
１３ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量

１４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１５ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量
１６ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１７ 黒 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
１８ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量
２０ 黒 褐 色 焼土粒子微量
２１ にぶい褐色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒

子微量
２３ 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化

粒子微量
２４ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
２５ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂粒少量，ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
５ 黒 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量

６ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物微量
７ 黒 色 炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土ブロック少量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２５３８号住居跡出土遺物観察表（第９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１５８ 土師器 高台付椀 １５�４ ５�６ ７�２ 長石・石英 黒 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転糸切り後高台貼り
付け 床面 ９５％ PL３４

１５９ 土師器 高台付椀［１５�８］（４�８） － 長石・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部摩滅 体部内面縦方向の磨き後横方向の

磨き 下層 ３０％

１６０ 土師器 甕 ［２３�２］（１５�５） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 竈下層 ２０％

１６１ 土師器 甕 ［２０�０］（１０�９） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 内面輪積痕 竈中層 １５％

１６２ 土師器 壺 ［１７�６］（６�１） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部外面横ナデ 内面ヘラ磨き 下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３２ 刀子 （６�１） １�１ ０�４ （５�７） 鉄 茎部欠損 覆土中 PL３７

Ｍ３３ 釘カ （３�１） １�４ ０�４ （２�９） 鉄 頭部及び下端部先端欠損 体部彎曲 覆土中 PL３８

―１２７―



第９３図 第２５３９号住居跡・出土遺物実測図

―１２８―



第２５４０号住居跡（第９４・９５図）

位置 調査区南西部のＮ１２ａ７区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１５２Ａ・４１５２Ｂ・４１６３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西壁が撹乱を受けているため，長軸３�７８ｍ，短軸２�５０ｍの長方形と推定される。主軸方向はＮ－

８８°－Ｅである。壁高は８～１０�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

竈 東壁中央部の南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８６�で，袖部は遺存しておらず，

火を受けて赤変硬化している火床面を検出できた。煙道部は壁外に４０�掘り込まれている。

第９４図 第２５４０号住居跡実測図

第２５３９号住居跡出土遺物観察表（第９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１６３ 土師器 坏 ［１２�４］（３�４） － 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面下端ヘラ削り 内面ヘラ磨き 下層 ５％

１６４ 土師器 高台付坏 － （２�１）［６�７］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り後高台貼り付け 竈袖部 １０％ ヘラ書き
「大カ」 PL３６

１６５ 土師器 高台付坏 － （２�４）［７�２］ 長石・石英・礫 橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転糸切り後高台貼り付け 床面 ５％

１６６ 土師器 高台付坏 － （１�５） ７�７ 長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り後高台貼り付け 床面 ５％

１６７ 土師器 足高高
台付椀 － （３�８） ８�３ 長石・雲母・

赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り後高台貼り付け 脚部内・外面
ヘラナデ 竈袖部 １０％

１６８ 土師器 甕 ［２０�６］（５�１） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 外面ヘラ削り後ナデ
体部内面ヘラナデ 竈火床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３４ 釘 （３�７） ０�６ ０�５ （４�８） 鉄 角釘 頭部欠損 下層

Ｍ３５ 止金具カ ６�６ ２�３ ０�６ （１６�６）鉄 頭部一部欠損 下層 PL３７

―１２９―



覆土 ８層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１点（高台付椀１，甕類１０），石２点（支脚，袖部補強材），流れ込みと思われる須恵

器片２点が出土している。Ｑ１１は竈火床面から出土しており，煤が付着していることから，支脚として用いら

れたものと推測でき，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１６９は東壁中央部の壁際下層から出土し

ており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１０世紀後半と考えられる。

第２５４１号住居跡（第９６・９７図）

位置 調査区北東部のＭ１２ｊ５区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸は３�２２ｍ，短軸は３�０５ｍの方形で，主軸方向はＮ－８５°－Ｅである。壁高は６～８�で，ほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，竈前部から中央部にかけて踏み固められている。北壁から西壁にかけて幅１５�，深さ４～１０

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が検出されている。

竈 東壁中央部のやや南寄りに付設されている。覆土が薄く袖部の一部と火床面だけが確認できる。規模は，

土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 極暗赤褐色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
７ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒・灰微量
８ 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子少量

第９５図 第２５４０号住居跡出土遺物実測図

第２５４０号住居跡出土遺物観察表（第９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１６９ 土師器 高台付坏 － （４�０） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部内面縦方向の磨き後横方向の磨き 底部回
転糸切り後高台貼り付け 下層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１１ 支脚 ２１�５ １２�５ ７�７ ２２０６�２ 雲母片岩 火を受け赤変 竈火床面 煤付着

―１３０―



焚口部から煙道部まで５０�，袖部幅９４�である。袖部は，地山の上に砂質粘土を主体とした第５層を積み上げ

て構築している。火床部は床面を１０�ほど掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。

煙道部は壁外に１８�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴 南西コ－ナ－部に位置している。長径６０�，短径５２�の楕円形で，深さは２７�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がり，ローム粒子を含む堆積状況から人為堆積である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 砂粒少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子

微量

４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
５ にぶい黄褐色 砂粒多量，炭化物微量

貯蔵穴土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第９６図 第２５４１号住居跡実測図

―１３１―



覆土 ７層に分けられる。ローム粒子を含む堆積状況から人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片９９点（坏４，高台付椀１，小皿１，甕類９３）が出土している。１７３は南西コーナー部

壁際，１７１・１７２は中央部やや東側の竈前部の床面から出土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えら

れる。１７０は竈火床面から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半と考えられる。

第２５４３号住居跡（第９８～１００図）

位置 調査区東部のＭ１２ｉ３区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸３�４８ｍ，短軸３�２０ｍの方形で，主軸方向はＮ－７３°－Ｅである。壁高は１８～２０�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いた中央部が踏み固められている。東壁を除く壁下に幅１１～１５�，深さ６～１０�で

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が確認されている。

竈 東壁中央部のやや南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０２�，袖部幅８２�である。

袖部は地山を掘り込んだくぼみに砂質粘土混じりのローム土主体とする第１３層を充填し基部として，その上に

砂質粘土を主体とした第１１・１２・１４層を積み上げて構築している。火床部は５�ほど掘りくぼめた部分にロー

ム土を主体とした第１５～１９層を充填して使用している。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

５ 褐 色 炭化粒子微量
６ 明 褐 色 ロームブロック多量
７ 褐 色 ローム粒子微量

第９７図 第２５４１号住居跡出土遺物実測図

第２５４１号住居跡出土遺物観察表（第９７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７０ 土師器 坏 ［１２�５］ ３�３ ６�２ 長石・雲母 灰褐 普通 底部回転糸切り 竈火床面 ６０％

１７１ 土師器 甕 ［２４�０］（５�９） － 長石・雲母・
赤色粒子 暗褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ 床面 ５％

１７２ 土師器 甕 ［２３�９］（５�０） － 赤色粒子・雲母 暗褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 床面 ５％

１７３ 土師器 小皿 ９�６ １�８ ５�７ 長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 床面 １００％

―１３２―



に５５�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第２・５層は天井部の崩落土層に相当する。

竈土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒

子微量
２ にぶい褐色 砂質粘土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒

子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒

子微量
４ 極 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
５ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
８ 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量
１０ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量

１１ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
１２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・砂質

粘土粒子微量
１５ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・灰少量，炭化粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
１８ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第９８図 第２５４３号住居跡実測図
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ピット ６ヵ所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ２７～３８�である。Ｐ５・Ｐ６は深さ１１～１８�で，いずれも西壁

際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １１層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１７６点（坏１４，椀１１，高台付椀３，甕類１４８），石製品１点（支脚）が竈を中心に出土

している。１７６・１７８・１７９は竈内の火床面から，１７７は南東コーナー部の南壁際，１８１は竈前部の床面から出土

しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。また，Ｑ１２竈火床面から出土しており，火熱痕があ

ることから支脚として利用されていたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，砂粒微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１０ 暗 褐 色 ローム粒子微量
１１ 褐 色 ローム粒子少量

第９９図 第２５４３号住居跡出土遺物実測図�
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第１００図 第２５４３号住居跡出土遺物実測図�

第２５４３号住居跡出土遺物観察表（第９９・１００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７４ 土師器 坏 １３�９ ４�０ ６�５ 長石・石英 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 下層 ６０％ PL３４

１７５ 土師器 坏 １２�６ ３�３ ６�７ 赤色粒子・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 下層 ９５％ PL３５

１７６ 土師器 高台付坏［１８�２］（５�７） － 長石・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部内面ヘラ磨き 竈火床面 ３０％

―１３５―



第２５４４号住居跡（第１０１図）

位置 調査区南東部のＭ１２ｇ２区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５３３号住居跡を掘り込み，第４１３８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�２０ｍ，短軸２�７６ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８５°－Ｅである。壁高は８～１０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から北東部にかけて踏み固められている。南壁から西壁の壁下からは，幅１０～１３�，

深さ５�でＵ字状の断面を呈する壁溝が検出されている。

竈 東壁中央部のやや南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７０��袖部幅７５�である。左

袖部は撹乱のためわずかしか遺存していないが，右袖部は地山の上に砂質粘土を主体とした第１２～１４層を積み

上げて構築している。火床部は，地山を１０�ほど掘り込んだくぼみに焼土混じりのローム土を主体とした第１５

～１８層を充填して使用している。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３５�ほど掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。第２・４層は天井部の崩落土層に相当する。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ１２�で，西壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設

に伴うピットと考えられる。Ｐ２は深さ２６�で，性格は不明である。

覆土 ７層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７３点（坏５，椀２２，高台付椀４，甕類４２）が出土している。１８４は北西コーナー部壁

際の床面から出土し，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。１８５は竈の南側の覆土下層，１８６は竈覆土

中，１８７はＰ２の覆土中から出土しており，それぞれ住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・砂質

粘土粒子微量
２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物・ロー

ム粒子微量
７ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
９ にぶい黄褐色 焼土粒子・炭化粒子微量

１０ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
１２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１３ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，炭化物微量
１４ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック微量
１５ 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１６ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
１７ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
１８ 黒 褐 色 焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロ－ムブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１７７ 土師器 高台付椀 １５�７ ６�２ ６�０ 長石・石英 黒 普通 体部外面下端ヘラ削り後ナデ調整 内面ヘラ磨
き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ８０％ PL３４

１７８ 土師器 甕 ［２０�４］（１１�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 竈火床面 １０％

１７９ 土師器 甕 ［２２�３］（１０�１） － 石英・雲母 赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 竈火床面 １０％

１８０ 土師器 甕 ［２４�４］（１０�０） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 床面 １０％

１８１ 土師器 甕 ［３０�０］（１６�０） － 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 床面 １５％

１８２ 土師器 小皿［１０�３］ ２�０ ６�３ 赤色粒子・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 下層 ５５％

１８３ 土師器 小皿 ［７�８］ １�８ ［４�０］ 長石 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１２ 支脚 ２６�７ １３�７ ８�９ ４４６１�５ 雲母片岩 火を受け赤変 竈火床面

―１３６―



所見 時期は，出土土器から１１世紀前半と考えられる。

第１０１図 第２５４４号住居跡・出土遺物実測図

第２５４４号住居跡出土遺物観察表（第１０１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８４ 土師器 坏 ［１５�０］（３�２） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部内・外面ロクロナデ 床面 １５％

１８５ 土師器 椀 ［１７�５］（５�６） － 長石 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き 下層 １５％

１８６ 土師器 椀 ［１５�４］（５�２） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 体部内外面ヘラ磨き 竈覆土中 １５％

１８７ 土師器 甕 ［１３�８］（７�３） － 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ Ｐ２覆土中 １０％

―１３７―



第２５４５号住居跡（第１０２・１０３図）

位置 調査区中央部のＭ１２ｇ２区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５３３号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北壁が第２５３３号住居に掘り込まれており，南北軸は３�３５ｍ，東西軸２�６２ｍだけが確認された。長

方形と推定され，主軸方向はＮ－１９°－Ｗである。壁高は６～２６�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。北壁から南壁の中央までの壁下には幅１０～１４�，深さ６

�でＵ字状の断面を呈する壁溝が検出されている。

貯蔵穴 南東コ－ナ－部に付設されている。直径が５０�ほどの円形で，深さは３２�である。底面は平坦で，壁

は外傾して立ち上がり，ロームブロックを含む人為堆積の状況である。

覆土 １０層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積の状況である。

遺物出土状況 土師器片１６点（坏７，高台付椀１，甕類８）が出土している。層厚が薄く遺物のほとんどが細

片である。１８８は貯蔵穴の底面から出土しているが破片のため，廃棄されたものと考えられる。また，１８９は貯

蔵穴の覆土下層から出土しており，住居の廃絶後に貯蔵穴が埋まる途中で廃棄されたものと考えられる。１８９

の内面には「大」と思われるヘラ書きが施されている。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１０世紀後半と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・灰少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ムブロック・焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
４ 黒 褐 色 ロ－ムブロック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロ－ム粒子少量

６ 黒 褐 色 ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 ロ－ム粒子少量
８ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子微量
９ 黒 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第１０２図 第２５４５号住居跡実測図
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第２５４６号住居跡（第１０４・１０５図）

位置 調査区北東部のＮ１２ｇ１区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸４�２４ｍ，短軸３�６８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｗである。壁高は４０～５０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には幅１２～２０�，深さ６～１２�でＵ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３７��袖部幅１３８�である。袖部は地山を

掘りのこして基部とし，その上に砂質粘土を主体とした第１９～２４層を積み上げて構築している。火床部は地山

を１５�ほど掘り込んだくぼみにローム土を主体とした第２５～３４層を充填して使用している。火床面は火を受け

て赤変硬化している。煙道部は，壁外へ１１０�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第１・

１０層は砂質粘土や焼土粒子を含み，天井部の崩落土層に相当する。

第１０３図 第２５４５号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，

ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，ローム粒子炭

化粒子微量
５ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 炭化粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，砂質粘土ブロック・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
１０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック

微量

１１ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１２ 極 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１５ にぶい黄褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
１６ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
１７ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
１８ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
１９ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量
２０ にぶい赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子微量
２１ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子炭

化粒子微量
２２ 灰 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量
２３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

第２５４５号住居跡出土遺物観察表（第１０３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１８８ 土師器 高台付坏 － （２�０） ７�４ 雲母 にぶい赤褐 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
り付け 貯蔵穴底面 ２０％ ヘラ書き

「大カ」 PL３６

１８９ 土師器 甕 － （１０�３） － 長石・石英 黒褐 普通 体部外面輪積痕 貯蔵穴覆土中 １５％

―１３９―



棚状施設 竈の左右に設けられており，棚１は奥行き６６�前後，幅１３２�前後の長方形で，床面から３３�ほど

の高さで確認することができた。棚２は奥行き８２�前後，幅１１１�前後の長方形で，床面から２３�ほどの高さ

２４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・砂質
粘土粒子微量

２５ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・灰少量，炭化物
微量

２６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量，ロー
ム粒子微量

２７ 黒 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土
粒子微量

２８ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子・灰少量，焼土粒子微量
２９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３０ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量
３１ 褐 色 ローム粒子多量
３２ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量
３３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３４ 明 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

第１０４図 第２５４６号住居跡実測図

―１４０―



で確認することができた。構築方法はいずれも，地山を掘り残して作られ，粘土の貼り付けなどは見られない。

ピット 深さ１７�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 ２０層に分けられる。各層にロームブロック，焼土粒子，炭化粒子を含むブロック状の堆積状況を示した

人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
４ 暗 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・

ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 ロ－ムブロック・炭化粒子微量
１０ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

１１ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子少量
１３ 黒 褐 色 ロ－ムブロック・焼土粒子微量
１４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
１５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
１７ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２０ 褐 色 ローム粒子中量

第１０５図 第２５４６号住居跡出土遺物実測図

―１４１―



遺物出土状況 土師器片１７３点（坏６，甕類１６７），須恵器片１１６点（坏７２，蓋１，鉢２０，甕２２，甑１），石製品

１点（砥石），鉄製品２点（刀子，羽釜カ）が，竈付近と出入り口ピット付近を中心に出土している。Ｍ３７は

中央部北寄りの床面から出土しており，住居廃絶時に廃棄されたものと考えられる。１９０は南壁際の覆土下

層，１９１・１９３は竈の覆土下層，１９２は竈の覆土下層と中央部南寄りの床面から出土した破片が接合したもの，

Ｑ１３は竈南側の覆土中層，Ｍ３６は中央部やや南側の覆土中層からそれぞれ出土している。これらの遺物は，住

居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２５４７号住居跡（第１０６～１０８図）

位置 調査区南東部のＭ１２ｊ１区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１４４・４１４６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�０６ｍ，短軸３�９８ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｗである。壁高は３４～６８�で，壁はほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。壁下には，幅１０～１５�，深さ５～１０�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１２７�，袖部幅１３５�である。袖部は地山を

１０�ほど掘り込み黒色土主体の第１８・１９層を突き固めて基部とし，その上に砂質粘土主体の第１５～１７層を積み

上げて構築している。火床部は，地山を掘り込んだくぼみに焼土混じりのローム土第１３層を充填し使用してい

る。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５５�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっ

ている。第６層は天井部の崩落土層に相当する。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
７ 極暗赤褐色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

８ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
９ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１０ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，砂質粘土粒子

微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，灰少量，炭化粒子微量
１２ 赤 褐 色 焼土粒子多量，炭化物・ローム粒子微量
１３ 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子多量，炭化物少量

第２５４６号住居跡出土遺物観察表（第１０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９０ 須恵器 坏 １３�６ ５�６ ６�５ 長石・雲母 暗灰 普通 体部外面下端ヘラ削り 底部一方向のヘラ削り 下層 ８０％ PL３３

１９１ 土師器 甕 ［２０�５］（６�４） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 竈下層 ５％

１９２ 土師器 甕 － （５�１） ７�６ 長石・石英・雲母 褐 普通 体部外面下端ヘラ削り 体部内面横ナデ 木葉痕 床面 １０％

１９３ 土師器 甕 － （４�５） ８�５ 長石・石英 赤褐 普通 体部外面下端ヘラ削り 体部内面横ナデ 木葉痕 竈下層 １０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP８ 須恵器 鉢 長石・石英・雲母 にぶい黄 普通 体部外面斜位の平行叩き 下端ヘラ削り 内面横ナデ 下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１３ 砥石 （８�４） ３�６ １�８ （５４�４）凝灰岩 砥面４面 中層 PL３７

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３６ 刀子 ［９�４］ ０�９ ０�３ （６�８） 鉄 棟区 茎部欠損 中層 PL３７

Ｍ３７ 羽釜カ （１１�３）（２�４） １�２ （７５�２）鉄 口唇部肥厚 床面 PL３８

―１４２―



第１０６図 第２５４７号住居跡実測図
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第１０７図 第２５４７号住居跡出土遺物実測図�
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第１０８図 第２５４７号住居跡出土遺物実測図�

１４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
１７ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量

１８ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子炭
化粒子微量

１９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２０ 極暗赤褐色 焼土粒子少量，砂質粘土粒子微量
２１ 褐 色 ローム粒子多量
２２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子物微量

―１４５―



ピット 深さ１５�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土 １６層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４２９点（坏９，高台付坏２，小皿４，甕類４１４，），須恵器片１０４点（坏５４，高台付坏１，

盤１，蓋２，甕４５，甑１），鉄製品１点（鉄鉗）が覆土中層から下層を中心に出土している。また，流れ込み

と思われる陶器片２点，古銭１点（五殊銭）も出土している。１９４は北西コーナー部，２００は中央部やや南寄り，

Ｍ３８は中央部東寄りのそれぞれ床面から出土しており，ほぼ完形品であることなどから，住居廃絶時に遺棄さ

れたものと考えられる。Ｍ３９は覆土中層から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 鉄鉗は当遺跡では２例目の出土で，同じ７区の本跡から南に４５ｍの第６０４号住居跡からの出土である。

時期は９世紀中葉と報告されている。鉗が出土しているが，鉄滓や粒状滓などの出土は確認されていない。鉄

鉗が出土していることから本跡の周辺には鍛冶関連遺構の存在も推側される。時期は出土土器から９世紀前葉

と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロ－ムブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
９ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ロ－ム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

１０ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，
ロームブロック微量

１１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１４ 暗 褐 色 ロ－ム粒子微量
１５ 暗 褐 色 ロ－ム粒子中量
１６ 褐 色 ローム粒子少量

第２５４７号住居跡出土遺物観察表（第１０７・１０８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

１９４ 須恵器 坏 １３�４ ４�９ ８�４ 長石・石英 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り 床面 １００％ PL３５

１９５ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�８ ８�４ 長石 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向のヘラ削り 覆土中 ６５％ PL３５

１９６ 須恵器 坏 ［１３�０］ ４�７ ７�７ 長石 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 下層 ４５％

１９７ 須恵器 坏 ［１２�７］ ４�７ ７�６ 長石・石英 灰 普通 底部回転ヘラ切り 中層 ４０％

１９８ 須恵器 高台付坏 － （４�８） ９�８ 長石 褐灰 普通 底部回転糸切り後高台貼り付け 中層 ６０％

１９９ 須恵器 盤 １５�１ ３�６ １０�１ 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り後高台貼り付け 中層 ７５％

２００ 須恵器 蓋 ［１５�８］ ３�３ － 長石 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り後つまみ貼り付け 床面 ６０％ PL３５

２０１ 土師器 甕 ［２０�２］（２３�１） － 石英・雲母・
赤色粒子 赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面下端ヘラ削り

輪積痕 中層 ２０％

２０２ 土師器 甕 ［２４�２］（１４�１） － 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 １５％

２０３ 土師器 甕 ［２２�０］（９�０） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 床面 １５％

２０４ 土師器 甕 － （２６�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラ磨き 内面輪積痕 竈下層 １０％

２０５ 土師器 小形甕［１４�４］（１１�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部下端手持ちヘラ削
り 内面輪積痕 竈下層 １５％

２０６ 須恵器 甑 － （１５�５）［１２�８］長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面斜位の平行叩き 下端ヘラ削り 内面輪積痕 下層 １０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３８ 鉄鉗 １８�４ １�５ ０�７ （６８�９）鉄 断面方形で，柄部の先端は蕨手状に屈曲する。挟み部手前で責
め金具を介し，交叉させている。 床面 PL３７

番号 器種 径 孔径 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ３９ 五銖銭 ２�５ ０�９ ０�１ １�３ 銅 円体方形 中層 PL３７
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第２５４８号住居跡（第１０９図）

位置 調査区南東部のＭ１２ｊ６区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５２２・２５２５号住居跡，第４１４３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 東部は調査区外に延びており，南北軸２�３０ｍ，東西軸は２�２０ｍを確認することができる。形状は

方形または長方形で，主軸方向はＮ－１３°－Ｅである。壁高は１０�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

覆土 ５層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説
１ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化
粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１０９図 第２５４８号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況 土師器片４点（椀１，甕類３），土製品１点（紡錘車）が出土している。また，流れ込みと思

われる須恵器片３点も出土している。２０７は南東部の調査区域際，２０８は中央部の北寄りの床面からそれぞれ出

土しており，住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。DP１２は西壁際中央部付近の覆土上層から出土し

たもので，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，重複関係や出土土器から１１世紀前半と考えられる。

第２５５０号住居跡（第１１０～１１３図）

位置 調査区南西部のＭ１２ｇ７区，標高１９�５ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５３７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸４�２６ｍ，短軸４�２０ｍの方形で，主軸方向はＮ－８４°－Ｅである。壁高は１２～３２�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から南壁際にかけて踏み固められている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは３３～４０�である。Ｐ５は３８�で，西壁際の南寄りに位置して

いることや硬化面の広がりから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴 南壁Ｐ２の南側に位置している。長径７２�，短径５２�の楕円形で，深さは３４�である。底面は皿状で，

壁は外傾して立ち上がっている。

竈 ２か所。竈１は，東壁南寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８４�，袖部幅１０７�であ

る。袖部は地山を掘り込んだくぼみにローム土主体の第１８～２３層を突き固めて基部とし，砂質粘土主体の第１１・

１３～１７層を積み上げて構築している。火床部は床面を３８�ほど掘りくぼめ，ローム土主体の第２４～２９層を充填

して使用している。火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５０�掘り込まれ，火床部から外傾

して立ち上がっている。第３層は天井部の崩落土層に相当する。竈２は，北壁中央部の第２５３７号住居跡の竈の

上に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８６�，袖部幅９８�である。袖部は，地山と第２５３７号住居

の竈袖部の部分を掘り込み，第２５３７号住居の竈袖部の上にローム土混じりの砂質粘土で構築されている。火床

部は床面を１５�ほど掘り込み，火床面は，火を受けて赤変しており，煙道部は壁外に３４�掘り込まれ，外傾し

て立ち上がっている。竈２には袖部が遺存しないことや，覆土の堆積状況から，竈２から竈１への作り替えが

行われたと考えられる。

竈１土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・

ローム粒子微量
３ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化
粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
６ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

第２５４８号住居跡出土遺物観察表（第１０９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０７ 土師器 椀 １４�９ ４�４ ６�３ 長石・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部内面ヘラ磨き底部回転糸切り 床面 ９０％ PL３５

２０８ 土師器 高台付坏 － （２�１） ７�２ 長石・石英 にぶい橙 普通 底部内面ヘラ磨き 底部回転糸切り後高台貼り付け 床面 ２０％

番号 器種 径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１２ 紡錘車 ６�６ ２�１ １�０ ８２�６ 凝灰岩 円錐台形 上層 PL３７
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第１１０図 第２５５０号住居跡実測図�
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覆土 １６層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第１１１図 第２５５０号住居跡実測図�

７ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子
微量

８ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子
微量

９ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１１ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子

微量
１２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１３ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
１４ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子微量
１５ 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
１６ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量
１７ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・砂質

粘土粒子微量

１８ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２０ 褐 色 ローム粒子多量
２１ 黒 褐 色 炭化粒子多量，ローム粒子・灰少量
２２ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量
２３ 明 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
２４ 極 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量，砂質

粘土粒子微量
２５ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子・灰中量，ローム粒子・

炭化粒子少量
２６ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２７ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２８ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
２９ 明 褐 色 ロームブロック多量

竈２土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物焼土

粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ にぶい赤褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土ブロック微量
６ にぶい褐色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子少量，炭化物微量
８ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
１０ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
１１ 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 灰 黄 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
１３ 暗 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ロー

ム粒子微量
１４ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１５ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子中量，，焼土粒子

微量
１７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒

子少量

１８ 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

１９ 灰 褐 色 ロームブロック中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒
子微量

２０ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２１ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・砂質粘土

粒子少量
２２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
２３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２４ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
２５ 明 褐 色 ロームブロック多量
２６ 暗 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２７ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土ブロック少量，焼土粒

子・炭化粒子微量
２８ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，炭化物少量，焼土粒子微量
２９ 暗 赤 褐 色 ローム粒子多量，砂質粘土粒子中量，焼土ブロッ

ク・炭化物少量
３０ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子中量，砂質粘土粒子少量
３１ にぶい褐色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量
３２ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・砂質粘土

粒子少量
３３ 明 褐 色 ローム粒子多量，焼土ブロック・灰中量，炭化物少量
３４ にぶい褐色 ローム粒子多量，焼土ブロック・炭化物中量
３５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子多量，灰中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土ブロック・砂粒少量，焼土

ブロック・炭化物微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，焼土ブロック・粘土ブロ

ック・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 焼土粒子・砂粒少量，ロームブロック・粘土ブロ

ック微量

９ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒粘土

粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
１３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・砂質粘土粒子少

量，焼土ブロック微量
１４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
１５ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
１６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
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遺物出土状況 土師器片５０６点（坏２０，椀１１７，高台付椀２０，小皿４，蓋２，甕３４１，甑２，）が竈や壁際を中心

に出土している。２２３は竈２の前部，２２４・２２５は竈１南側の壁際，２２６は東壁中央部の壁際，２３１は竈１の火床

面，Ｍ４０は中央部やや北寄りの床面から出土しており，完形に近いことから住居の廃絶時に遺棄されたものと

考えられる。２１９は竈２前部の覆土下層，２１７・２３２は竈１の覆土上層から出土しており，それぞれ住居の廃絶

後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１１世紀前半と考えられる。

第１１２図 第２５５０号住居跡出土遺物実測図�
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第１１３図 第２５５０号住居跡出土遺物実測図�

第２５５０号住居跡出土遺物観察表（第１１２・１１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２０９ 土師器 椀 ［１４�１］ ４�５ ［６�９］ 長石・雲母 橙 普通 体部ロクロナデ 床面 １０％

２１０ 土師器 椀 ［１５�０］ ３�９ ［６�６］ 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 床面 １０％

２１１ 土師器 椀 ［１３�４］ ４�６ ［６�９］ 長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 中層 １０％

２１２ 土師器 椀 － （３�１）［６�７］ 雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 下層 ３０％

２１３ 土師器 高台付椀［１６�７］ ６�１ ８�０ 長石・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り後高台貼り付け 下層 ４０％

２１４ 土師器 高台付椀 － （３�０） ６�６ 長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り後高台貼り付け 下層 ３０％

２１５ 土師器 高台付椀［１５�６］ ６�２ ［６�４］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り後高台貼り付け 下層 ２０％

２１６ 土師器 甕 ［１９�１］（１３�７） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 輪積痕 床面 ３０％ PL３４

２１７ 土師器 甕 ［２１�９］（１４�９） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 竈１上層 １０％

２１８ 土師器 甕 － （８�５） － 長石・石英 黒褐 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 下層 ５％
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２１９ 土師器 小形甕［１１�１］１１�２ ６�３ 長石・石英・雲母 赤褐 普通 体部外面下端手持ヘラ削り 内面輪積痕 下層 ６０％ PL３４

２２０ 土師器 小皿 ８�９ １�７ ５�１ 長石・雲母 橙 普通 底部回転糸切り 中層 １００％ PL３６

２２１ 土師器 小皿 ８�６ １�８ ４�８ 長石・石英 橙 普通 底部回転糸切り 中層 １００％ PL３６

２２２ 土師器 小皿 ８�５ １�５ ４�８ 長石・石英 橙 普通 底部回転糸切り 中層 １００％ PL３６

２２３ 土師器 小皿 ８�６ ２�３ ４�９ 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 床面 １００％ PL３６

２２４ 土師器 小皿 ８�７ １�６ ４�４ 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 床面 １００％ PL３６

２２５ 土師器 小皿 ８�８ ２�１ ４�５ 長石・石英 灰黄褐 普通 底部回転糸切り 床面 １００％

２２６ 土師器 小皿 ８�８ ２�０ ４�８ 長石・石英 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 床面 １００％ PL３６

２２７ 土師器 小皿 ８�８ １�９ ４�８ 長石 明赤褐 普通 底部回転糸切り 床面 ９５％ PL３６

２２８ 土師器 小皿 ８�８ １�７ ４�６ 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 覆土中 ９５％ PL３６

２２９ 土師器 小皿 ８�７ １�９ ４�９ 長石・石英 橙 普通 底部回転糸切り 覆土中 ９５％ PL３６

２３０ 土師器 小皿 ［８�６］ １�６ ４�５ 長石・石英 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 床面 ５５％

２３１ 土師器 甑 ［２１�６］（５�５） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面握手貼り付け 竈１火床面 ５％

２３２ 土師器 甑 － （１４�１） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面握手貼り付け 竈１上層 ５％

２３３ 土師器 甑 － （７�６） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面握手貼り付け 覆土中 ５％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ４０ 刀子 （９�７） １�１ ０�４ （９�４） 鉄 茎部欠損 床面 PL３７

表９ 平安時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 出土遺物 備考（時期）

主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２５２４ＡＮ１３ａ４ Ｎ－２°－Ｗ ［方形・
長方形］ ３�９５×（３�４２）１４～２２ 平坦 ほぼ

全周 ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀中葉

２５２４ＢＮ１３ａ４ Ｎ－２°－Ｗ ［方形・
長方形］ ３�９５×（３�２０）２０～３０ 平坦 ほぼ

全周 ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀中葉

２５２５ Ｍ１３ｉ７ Ｎ－１０°－Ｅ ［方形・
長方形］ ２�９２×（２�５８）３５～４０ 平坦 ほぼ

全周 ２ １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，鉄製品 ９世紀前葉

２５２６ Ｍ１３ｇ６ Ｎ－９°－Ｗ 方形 ２�８０×２�７４ ６～８ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀前葉

２５２７ Ｍ１３ｈ４ Ｎ－１１°－Ｗ 方形 ３�５２×３�３４ ８～１４ 平坦 － － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀前葉

２５３０ Ｎ１３ｇ７ Ｎ－６°－Ｗ ［方形・
長方形］（３�２５）×［２�８６］１６～２０ 平坦 － － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵

器片，鉄製品 ９世紀前葉

２５３２ Ｍ１３ｈ１ Ｎ－８２°－Ｅ 方形 ２�４４×２�４０ ３４～３８ 平坦 － － １ ２ 竈１ － 人為 土師器片 １１世紀前半

２５３３ Ｍ１２ｇ２ Ｎ－８０°－Ｅ 長方形 ２�９３×２�１０ １２～１８ 平坦 ほぼ
全周 １ － － 竈１ １ 人為 土師器片 １０世紀後半

２５３４ Ｎ１２ｇ９ Ｎ－１２°－Ｗ 方形 ３�７０×３�６１ ２２～３０ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，鉄製品 ９世紀中葉

２５３５ Ｍ１２ｉ８ Ｎ－８２°－Ｗ 方形 ４�１７×３�９４ ２０～３８ 平坦 一部 － ２ － 炉１
竈１ ２ 人為 土師器片，灰釉

陶器 １１世紀前半

２５３６ Ｎ１２ｂ８ Ｎ－２°－Ｗ ［方形・
長方形］ ４�０５×（３�０１）５～８ 平坦 ほぼ

全周 ２ － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀代

２５３７ Ｎ１２ｇ７ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ３�６９×３�４２ ５４～６８ 平坦 全周 － １ － 竈２ １ 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀前葉

２５３８ Ｍ１２ｇ６ Ｎ－８６°－Ｅ 長方形 ４�１０×３�２４ １６～３４ 平坦 － ４ １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，鉄製品 １１世紀前半

２５３９ Ｍ１２ｆ４ Ｎ－９０°－Ｅ 方形 ２�９８×２�９１ １８～２２ 平坦 － － － － 竈１ － 自然 土師器片，鉄製
品 １１世紀前半

２５４０ Ｎ１２ａ７ Ｎ－８８°－Ｅ［長方形］（３�７８）×２�５０ ８～１０ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片 １０世紀後半

２５４１ Ｍ１２ｊ５ Ｎ－８５°－Ｅ 方形 ３�２２×３�０５ ６～８ 平坦 一部 － － １ 竈１ １ 人為 土師器片 １１世紀前半

２５４３ Ｍ１２ｉ３ Ｎ－７３°－Ｅ 方形 ３�４８×３�２０ １８～２０ 平坦 一部 ４ ２ － 竈１ － 人為 土師器片，支脚 １１世紀前半

２５４４ Ｍ１２ｇ２ Ｎ－８５°－Ｅ 方形 ３�２０×２�７６ ８～１０ 平坦 一部 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片 １１世紀前半

２５４５ Ｍ１２ｇ２ Ｎ－１９°－Ｗ 長方形 ３�３５×２�６２ ６～２６ 平坦 ほぼ
全周 － － － 竈１ １ 人為 土師器片 １０世紀後半

２５４６ Ｍ１２ｇ１ Ｎ－５°－Ｗ 長方形 ４�２４×３�６８ ４０～５０ 平坦 全周 － １ － 竈１ １ 人為 土師器片，須恵器片，
石製品，鉄製品 ９世紀前葉

２５４７ Ｍ１２ｊ１ Ｎ－９°－Ｗ 方形 ４�０６×３�９８ ３４～６８ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鉄製品，古銭 ９世紀前葉

２５４８ Ｍ１２ｊ６ Ｎ－１３°－Ｅ ［方形・
長方形］（２�３０）×（２�２０） １０ 平坦 － － － － － － 人為 土師器片，土製

品 １１世紀前半

２５５０ Ｍ１２ｇ７ Ｎ－８４°－Ｅ 方形 ４�２６×４�２０ １２～３２ 平坦 － ４ １ － 竈２ １ 人為 土師器片 １１世紀前半
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４ 中世の遺構と遺物

中世の方形竪穴遺構６基，火葬土坑３基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 方形竪穴遺構

第６３号方形竪穴遺構（第１１４図）

位置 調査区中央部のＭ１２ｉ９区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第９号溝に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�１２ｍ，短軸２�５８ｍの長方形で，長軸方向はＮ－２８°－Ｅである。壁高は４０～４８�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，南東コーナー部に硬化面を確認することができ，出入り口部と想定される。また，南東コー

ナー部を除く壁下には，幅７～１２�，深さ４～６�で，Ｕ字状の断面を呈する壁溝が検出されている。

覆土 ９層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１点（坏）が出土している。覆土中からの出土で，流れ込んだものである。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，赤色粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第１１４図 第６３号方形竪穴遺構実測図

―１５４―



第６４号方形竪穴遺構（第１１５図）

位置 調査区北東部のＭ１３ｇ３区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５２８号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�８４ｍ，短軸２�７６ｍの方形で，長軸方向はＮ－４４°－Ｗである。壁高は５６～７５�で，直立し

ている。

床 ほぼ平坦で，北側の広い範囲の床面から炭化物や数か所の焼土塊が確認されている。

覆土 １４層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片６１点（坏２１，高台付坏２，甕類３８），須恵器片２７点（坏２，甕２５）が覆土中から出土

し，いずれも流れ込んだものである。

所見 炭化物の広がりや，焼土塊の存在から有機物を燃した痕跡と考えられるが，性格は不明である。時期は，

遺構の形状から中世と考えられる。

第６５号方形竪穴遺構（第１１６図）

位置 調査区北東部のＭ１３ｈ４区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸２�２４ｍ，短軸１�９７ｍの長方形で，長軸方向はＮ－４０°－Ｗである。壁高は４０～６０�で，直立

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量
３ 黒 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量
５ 黒 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック中量

８ 褐 色 ローム粒子多量 焼土粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック少量
１０ 褐 色 ロームブロック多量
１１ 褐 色 ローム粒子多量
１２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
１３ 明 褐 色 ロームブロック多量
１４ 暗 褐 色 炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子微量

第１１５図 第６４号方形竪穴遺構実測図
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している。

床 ほぼ平坦であり，北西コーナー部に長径９０�，短径８４�，深さ１３�ほどの楕円形の掘り込みが確認されて

いる。また，床面には数か所の焼土塊が確認されている。

覆土 １２層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４３点（坏１６，高台付坏２，甕類２５），須恵器片３点（坏）が出土している。いずれも

覆土中からの出土で，流れ込んだものである。また北東部の床面からは，雲母片岩１点が出土している。

所見 雲母片岩を台石としたような作業場的なものと考えられるが，明確でない。時期は，遺構の形状から中

世と考えられる。

第６６号方形竪穴遺構（第１１７図）

位置 調査区南西部のＮ１２ａ４区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸２�２９ｍ，短軸２�２４ｍの方形で，長軸方向はＮ－５°－Ｗである。壁高は１０～１６�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 南に向かって緩やかな傾斜を示している。

ピット ３か所。深さ１２～２３�で，性格は不明である。

覆土 ９層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

７ 暗 褐 色 炭化粒子中量，焼土粒子少量，ロームブロック微量
８ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
９ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 炭化粒子少量，焼土ブロック微量
１１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１１６図 第６５号方形竪穴遺構実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック微量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 明 褐 色 ローム粒子多量

６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量
８ 褐 色 ロームブロック多量
９ 褐 色 ロームブロック少量
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遺物出土状況 土師器片４７点（坏３，甕類４４），須恵器片６点（坏２，甕４），縄文土器片１点が出土している。

いずれも覆土中からの出土で，流れ込んだものである。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第６７号方形竪穴遺構（第１１８図）

位置 調査区南西部のＮ１２ｊ８区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 長軸２�００ｍ，短軸１�９０ｍの方形で，長軸方向はＮ－４°－Ｅである。壁高は１６～１９�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦であり，硬化面は認められない。

覆土 １１層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

第１１７図 第６６号方形竪穴遺構実測図

第１１８図 第６７号方形竪穴遺構実測図
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遺物出土状況 土師器片２１点（坏２０，高台付坏１），須恵器片１点（甕）が出土している。いずれも覆土中か

らの出土で，流れ込んだものである。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

第６８号方形竪穴遺構（第１１９図）

位置 調査区南西部のＮ１２ａ３区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第４１３９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�５９ｍ，短軸２�２８ｍの長方形で，長軸方向はＮ－１°－Ｅである。壁高は２０～２４�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，北壁際の中央部と西壁際の中央部が踏み固められている。

覆土 １０層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４０点（坏４，高台付坏２，甕類３４），須恵器片１２点（坏１，高台付坏１，甕１０）が出

土している。いずれも覆土中からの出土で，流れ込んだものである。

所見 時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量
５ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
６ 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

７ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
８ 明 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 明 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック多量

６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック少量
８ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック中量
１０ 褐 色 ローム粒子中量

第１１９図 第６８号方形竪穴遺構実測図
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� 火葬土坑

第４１３２号土坑（第１２０図）

位置 調査区北部のＭ１３ｈ１区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５３２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 上部は削平されており，現存しているのは，楕円形と円形を連結したような不整形で，主軸方向

はＮ－６７°－Ｗである。北側の燃焼部は，長径０�９４ｍ，短径０�６２ｍの主軸と直交する楕円形で，深さ８～１８�

である。南側の通気溝の底面はＵ字状を呈している。

底面 南部から燃焼部にかけて緩やかに傾斜している。燃焼部の底面は皿状に掘り込まれており，底面はＵ字

状を呈している。燃焼部から炭化材が出土している。

覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

所見 覆土に骨片などは含まれていないが，形状や焼土・炭化物の出土の状況から火葬施設と考えられる。時

期は，重複関係や遺構の形状から中世と考えられる。

第４１５２Ａ号土坑（第１２１・１２２図）

位置 調査区南部のＮ１２ａ７区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５４０号住居跡，第４１５２Ｂ号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 楕円形と楕円形を連結したようなＴ字形で，主軸方向はＮ－７°－Ｅである。南側の燃焼部は，

主軸と直交する長径１�１５ｍ，短径０�４９ｍの楕円形で，深さ８�ほどである。

底面 南部から燃焼部にかけて緩やかに傾斜しており，底面は平坦である。通気溝の底面一面から炭化物が確

認され，燃焼部からは骨片混じりの焼土や，骨片が多く確認されている

覆土 ２６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ロームブロック微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量

第１２０図 第４１３２号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

５ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子少量，ロームブロック微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
７ 明 褐 色 炭化材・ローム粒子中量，骨片少量，焼土粒子微量
８ 明 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量
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遺物出土状況 土師器片４点（坏２，小皿１，甕１），土製品２点（小金銅仏鋳型）が出土している。出土遺

物は，いずれも流れ込みによるものと考えられる。

所見 骨片や焼土，炭化物等が出土していることから，火葬施設と考えられる。時期は，重複関係や遺構の形

状から中世と考えられる。

第４１５２Ｂ号土坑（第１２１・１２２図）

位置 調査区南部のＮ１２ａ７区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係 第２５４０号住居跡を掘り込み，第４１５２Ａ号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 楕円形と楕円形を連結したようなＴ字形で，主軸方向はＮ－９７°－Ｅである。東側の燃焼部は，

主軸と直交する長径０�９７ｍ，短径０�４８ｍの楕円形で，深さ８�ほどである。

底面 通気溝から燃焼部にかけては平坦である。通気溝の底面が一部火熱を受けて赤変しており，焼土と骨片

が確認されている。燃焼部には骨片混じりの炭化物が存在していた。

覆土 ４層に分けられる。層厚が薄く堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片２点（坏），須恵器片２点（甕）が出土している。出土遺物は，いずれも流れ込みに

よるものと考えられる。

所見 骨片や焼土，炭化物等が出土していることから，火葬施設と考えられる。時期は，重複関係や遺構の形

状から中世と考えられる。

９ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・骨片少量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１１ 黒 色 炭化物中量，ローム粒子微量
１２ 明 褐 色 ローム粒子多量
１３ 黒 褐 色 炭化材多量，ローム粒子中量
１４ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
１５ にぶい赤褐色 骨片多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
１６ 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子・骨片

微量
１７ 明 褐 灰 色 骨片多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化

粒子微量
１８ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・骨片微量

１９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・灰粒子少
量，骨片微量

２０ 明 渇 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２１ にぶい褐色 焼土粒子中量，ローム粒子・骨片少量，炭化粒子

微量
２２ 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
２３ 明 褐 色 ロームブロック多量
２４ 明 褐 色 炭化材・ローム粒子中量，骨片少量，焼土粒子粒

子微量
２５ 明 褐 色 炭化粒子少量，骨片微量
２６ にぶい褐色 骨片多量，ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子

少量

第１２１図 第４１５２Ａ・Ｂ号土坑実測図

土層解説
２７ 明 褐 色 ローム粒子多量，骨片中量，焼土粒子少量，炭化

粒子微量
２８ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・骨片微量

２９ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
３０ 黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，骨片微量
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第１２２図 第４１５２Ａ・Ｂ号土坑出土遺物実測図

第４１５２Ａ号土坑出土遺物観察表（第１２２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３４ 土師器 小皿 ９�６ ２�０ ６�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ 中層 ７０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１３ 鋳型 ５�６ ３�２ １�５ ２７�９ 土 表面 上層 小金銅仏 PL３７

DP１４ 鋳型 ５�６ ３�０ １�９ ２５�２ 土 裏面 上層 小金銅仏 PL３７

第４１５２Ｂ号土坑出土遺物観察表（第１２２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３５ 土師器 坏 １４�７ ３�７ ７�６ 長石・雲母 橙 普通 底部回転ヘラ切り 中層 １００％ PL３５

表１０ 中世方形竪穴遺構一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模（ｍ）

覆土 底面 壁面 主な出土遺物
備考

（時期）長径 × 短径 深さ（�）

６３ Ｍ１２ｉ９ Ｎ－２８°－Ｅ 長方形 ３�１２×２�５８ ４０～４８ 人為 平坦 外傾 土師器片 中世

６４ Ｍ１３ｇ３ Ｎ－４４°－Ｗ 方形 ２�８４×２�７６ ５６～７５ 自然 平坦 直立 土師器片，須恵器片 中世

６５ Ｍ１３ｈ４ Ｎ－４０°－Ｗ 長方形 ２�２９×２�２４ ４０～６０ 人為 平坦 直立 土師器片，須恵器片 中世

６６ Ｎ１２ａ４ Ｎ－５°－Ｗ 方形 ２�００×１�９０ １０～１６ 人為 緩斜 外傾 土師器片，須恵器片，縄文土器片 中世

６７ Ｍ１２ｊ８ Ｎ－４°－Ｅ 方形 ２�０２×１�９２ １６～１９ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 中世

６８ Ｎ１２ａ３ Ｎ－１°－Ｅ 長方形 ３�５９×２�２８ ２０～２４ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 中世

表１１ 中世火葬土坑一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形

規 模（ｍ）
人骨

（有・無）
備考

（時期）
燃焼部（ｍ） 通気溝（ｍ）

長径×短径 深さ（�）平面形 底面 長さ 上幅 下幅 深さ（�）底面 覆土

４１３２ Ｍ１３ｈ１ Ｎ－６７°－Ｗ 不整形 ０�９４×０�６２ ８～１８ 楕円形 皿状 ０�８８ ０�９４０�８４ １８ Ｕ字状 人為 無 中世

４１５２Ａ Ｎ１２ａ７ Ｎ－７°－Ｅ Ｔ字形［１�１５］×０�４９ ８ 楕円形 平坦［２�００］０�６４０�６２ １０ 平坦 人為 有 中世

４１５２Ｂ Ｎ１２ａ７ Ｎ－９７°－Ｅ Ｔ字形 ０�９７×０�４８ ８ 楕円形 平坦 １�５１ ０�５６０�５３ ８ 平坦 不明 有 中世
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� 溝跡

第８号溝跡（第１２３図）

位置 調査区北部の中央Ｍ１３ｅ１～Ｍ１３ｈ１区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。本跡の北部

は，平成７年度に調査が終了している。

重複関係 第２５３２号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｎ－０°の方向に直線的に延び，既報告分を合わせて１２�２３ｍが調査された。上幅３５～８０�，下幅

１６～４０�，深さ１０～１８�で，断面はＵ字状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４５点（坏３２，甕類１３），須恵器片７点（坏３�甕４）が出土している。いずれも細片で，

流れ込んだものと考えられる。

所見 北部は平成７年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財団文化財報告』第１２０集

を参照されたい。１１世紀前半に比定される第２５３２号住居跡を掘り込んでいることからそれ以降に機能していた

と考えられる。出土土器はいずれも流れ込んだもので，時期は不明である。

第９号溝跡（第１２４図）

位置 調査区北部の中央Ｍ１３ｅ１～Ｍ１２ｉ９区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。本跡の北部

は，平成７年度に調査が終了している。

重複関係 第６３号方形竪穴遺構を掘り込んでいる。

規模と形状 Ｎ－２９°－Ｅの方向に直線的に延び，既報告分を合わせて１００�４０ｍが調査された。上幅６８～１１２�，

下幅４０～９２�，深さ１０～２８�で，断面はＵ字状を呈し，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４３点（坏８，高台付坏３，甕類３２），須恵器片８点（坏１�甕７），鉄滓１点が出土して

いる。いずれも細片で，流れ込んだものと考えられる。

所見 北部は平成７年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財団文化財報告』第１２０集

を参照されたい。今回報告する第９号溝の南の延長線上に第２６号溝を確認することができる。形状や軸線が一

意することから，この二つの溝は一連のもので等高線に沿った形で掘り込まれていることから，区画のための

５ その他の時代の遺構と遺物

今回の調査で，時期や性格が明確でない溝跡３条，道路跡２条，土坑３０基，ピット群１か所を確認した。

以下，遺構及び遺物について記述する。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

第１２３図 第８号溝跡実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
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溝ではないかと考えられる。中世と思われる第６３号方形竪穴遺構を掘り込んでいることからそれ以降に機能し

ていたと考えられるが，出土土器はいずれも流れ込んだものであり，時期は不明である。

第１３１号溝跡（第１２５図）

位置 調査区西部の西南Ｍ１１ｈ０～Ｍ１２ｉ１区，標高２０�０ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状 Ｎ－４４°－Ｗの方向に直線的に延び，今回調査された長さは８�０２ｍで，上幅６４～９７�，下幅４２～

８７�，深さ９～１２�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。各層にローム粒子を含む人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２０点（高台付坏１，甕類１９），須恵器片３点（坏１�甕２）が出土している。いずれも

細片で，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，出土土器がいずれも流れ込んだもののため不明である。

� その他の土坑（第１２６～１２８図）

時期及び性格不明の土坑については，以下，実測図にて紹介する。

第１２４図 第９号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量

４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第１２５図 第１３１号溝跡実測図

第１２６図 その他の土坑実測図�
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第１２７図 その他の土坑実測図�
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第１２８図 その他の土坑実測図�
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� ピット群

今回の調査で，本調査区の南西部から１か所のピット群が検出された。ピットから出土した土器はいずれも

細片であり，遺物から時期を判断することはできなかった。また，検出されたピットから建物の配列や構造を

特定することもできなかった。以下，実測図と一覧表を記載する。

第２７号ピット群（第１２９図）

標高２０�０ｍほどの平坦な台地上の， 調査区南西部のＭ１２ｊ１～Ｎ１２ａ２区から８か所のピットが検出された。

平面形は径２２～４０�の円形または楕円形であるが，時期は，不明である。

土層解説（各ピット共通）
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第１２９図 第２７号ピット群実測図
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表１２ 第２７号ピット群ピット一覧表

表１３ その他の溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

断面 覆土 壁面 主な出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

８ Ｍ１３ｅ１～
Ｍ１３ｈ１ Ｎ－０° 直線状 ８�７３ ３５～８０ １６～４０ １０～１８ Ｕ字状 人為 緩斜 土師器片，須恵器片 １１世紀以降

９ Ｍ１３ｅ１～
Ｍ１２ｉ９ Ｎ－２９°－Ｅ 直線状 １７�４ ６８～１１２ ４０～９２ １０～２８ Ｕ字状 人為 緩斜 土師器片，須恵器片，鉄滓 不明

１３１ Ｍ１１ｈ０～
Ｍ１２ｉ１ Ｎ－４４°－Ｗ 直線状 ８�０２ ６４～９７ ４２～８７ ９～１２ Ｕ字状 人為 緩斜 土師器片，須恵器片 不明

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

１ Ｍ１２ｊ１ 楕円形 ４０×３６ ４０

２ Ｍ１２ｊ１ 楕円形 ３４×３０ ３０

３ Ｍ１２ｊ２ 楕円形 ３０×２６ ２０

４ Ｍ１２ｊ２ 楕円形 ２６×２４ ３０

ピット
番号

位置 形状
規模（�）

長軸（径）×短軸（径） 深さ

５ Ｍ１２ｊ２ 楕円形 ２５×２２ ３０

６ Ｎ１２ａ１ 楕円形 ３６×２８ ５０

７ Ｎ１２ａ２ 楕円形 ２４×２２ ３４

８ Ｎ１２ａ２ 円形 ２５×２２ ３２

表１４ その他の土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（新旧関係 旧→新）長径×短径（ｍ） 深さ（�）

４１２８ Ｍ１３ｆ２ Ｎ－１３°－Ｅ［楕円形］ （１�６１）×（１�１６） １２ 緩斜 平坦 人為 SI２５３１�本跡

４１２９ Ｎ１２ａ９ Ｎ－４１°－Ｗ 楕円形 ０�７４×０�６１ ２８ 外傾 平坦 人為 土師器片

４１３０ Ｍ１３ｈ５ Ｎ－８２°－Ｗ 長方形 １�３２×０�７７ １０ 外傾 凹凸 人為

４１３１ Ｍ１２ｈ２ Ｎ－６３°－Ｅ 楕円形 １�１８×１�０４ ４０ 外傾 平坦 人為 土師器片

４１３３ Ｍ１３ｉ３ Ｎ－２２°－Ｗ 不整形 １�１７×１�０５ ６０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

４１３５ Ｍ１３ｈ３ Ｎ－６２°－Ｗ 楕円形 ０�８０×０�５５ ２９ 外傾 平坦 人為 土師器片

４１３６ Ｍ１２ｉ８ Ｎ－７４°－Ｅ 円形 ０�９０×０�８５ ３７ 外傾 平坦 人為 SI２５３５�本跡

４１３７ Ｍ１２ｉ９ Ｎ－２９°－Ｗ 楕円形 １�０５×０�９３ ４３ 外傾 平坦 人為 SI２５３５�本跡

４１３８ Ｍ１２ｇ２ Ｎ－３３°－Ｅ 円形 ０�８５×０�７９ ３８ 外傾 平坦 人為 SI２５４４�本跡

４１３９ Ｍ１２ａ３ Ｎ－７７°－Ｅ 円形 １�４４×１�４０ ２８ 外傾 平坦 人為 第６８号方形竪穴遺構�本跡

４１４２ Ｍ１３ｉ７ Ｎ－９０°－Ｅ 円形 ０�８０×０�７５ ４２ 外傾 平坦 人為

４１４３ Ｍ１３ｊ６ Ｎ－１０°－Ｅ 円形 ０�５２×０�４８ ３０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２５２５�本跡�SI２５４８

４１４４ Ｍ１２ｊ１ Ｎ－０° 長方形 １�４３×１�１８ ２０ 外傾 平坦 人為 土師器片 SI２５４７�本跡�PG２７Ｐ１・２

４１４５ Ｍ１１ｊ０ Ｎ－６３°－Ｅ 円形 １�５１×１�４７ ４５ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２５４７�本跡

４１４６ Ｍ１１ｊ０ Ｎ－７７°－Ｅ 楕円形 １�３０×１�０６ ４２ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２５４７�本跡

４１４７ Ｍ１２ｉ５ Ｎ－２０°－Ｗ 隅丸長方形 １�６３×１�４２ ３６ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

４１５０ Ｍ１２ｈ２ Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 １�０５×０�９６ １９ 外傾 平坦 人為

４１５１ Ｍ１２ｇ３ Ｎ－８６°－Ｅ 方形 １�１９×１�１７ ２７ 外傾 平坦 人為 土師器片

４１５３ Ｍ１２ｉ２ Ｎ－７１°－Ｗ 円形 １�６４×１�６２ １０ 緩斜 平坦 人為 SK４１５５�SK４１５４�本跡

４１５４ Ｍ１２ｉ２ Ｎ－６２°－Ｗ 楕円形 ０�５７×（０�３７） ２５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡�SK４１５３

４１５５ Ｍ１２ｉ２ Ｎ－３６°－Ｗ 楕円形 ０�３４×０�２３ ５５ 外傾 平坦 人為 本跡�SK４１５３

４１５６ Ｍ１２ｉ０ Ｎ－１９°－Ｗ 楕円形 ０�７５×０�６７ １５ 緩斜 平坦 人為

４１５７ Ｍ１３ｉ１ Ｎ－４°－Ｗ 楕円形 ０�２８×０�２２ ４０ 外傾 平坦 人為

４１５８ Ｍ１３ｈ１ Ｎ－１°－Ｗ 円形 ０�２２×０�２２ ３９ 外傾 平坦 人為

４１５９ Ｍ１３ｉ２ Ｎ－４８°－Ｅ 楕円形 ０�４７×０�４２ ５０ 外傾 平坦 人為

４１６０ Ｎ１２ａ２ Ｎ－１０°－Ｅ 円形 ０�９２×０�８５ １７ 緩斜 平坦 人為 土師器片，鉄滓

４１６１ Ｍ１２ｊ２ Ｎ－７８°－Ｗ 円形 ０�９８×０�９４ １８ 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片

４１６２ Ｍ１２ｇ２ Ｎ－２２°－Ｅ 隅丸長方形 １�７８×１�５０ ７５ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片，縄文土器片

４１６３ Ｎ１２ａ７ Ｎ－８８°－Ｗ 楕円形 ０�９５×０�５０ ４０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２５４０�本跡

４１６４ Ｍ１２ｊ９ Ｎ－７７°－Ｅ 楕円形 １�３２×１�１５ ４０ 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI２５３５�本跡
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６ 遺構外出土遺物（第１３０図）

今回の調査で，出土した遺構に伴なわない遺物のうち，特徴的なものを抽出して記載する。なお，解説は遺

物観察表で示した。

第１３０図 遺構外出土遺物実測図

遺構外出土遺物観察表（第１３０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２３６ 須恵器 坏 １３�１ ４�９ ６�６ 長石・石英 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向からのヘ
ラ削り 表採 ９５％ 墨書

「城内」PL３６

２３７ 須恵器 坏 １２�３ ４�３ ６�５ 長石・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向からのヘ
ラ削り 表採 １００％ PL３５

２３８ 須恵器 坏 １３�７ ４�４ ７�２ 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り後ナデ 底部一方向か
らのヘラ削り 表採 ８５％

２３９ 須恵器 高台付坏 － （１�０） － 長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 表採 １０％ 刻書
「川」 PL３６

２４０ 土師器 高台付椀 １５�１ ５�９ ５�０ 長石・石英 黒褐 普通 体部外面ヘラナデ 内面ヘラ磨き 底部回転ヘ
ラ切り後高台貼り付け 表採 ７５％ PL３５

２４１ 土師器 高坏［１９�６］（６�４） － 長石・石英 にぶい橙 普通 体部内・外面ヘラナデ 表採 ４０％

２４２ 土師器 小皿 ７�６ １�５ ５�４ 長石・雲母 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 表採 ９５％
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第１３１図 島名熊の山遺跡７区遺構全体図

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP９ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 地文にＬＲの単節縄文を施文 表採

TP１０縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 横位の沈線 表採

TP１１縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 ＬＲの単節縄文を地文とし２条１組の横位の沈線を２本施文 表採

TP１２縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本の微隆起帯で無文帯を形成 地文にＲＬの単節縄文施文 表採

TP１３縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 地文にＬＲの単節縄文を施文 表採

TP１４縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 橙 普通 ＲＬの単節縄文を地文とし縦位の波状沈線を施文 表採

番号 器種 最大径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１４ 紡錘車 （４�４） （２�２） （０�８）（２６�６） 凝灰岩 断面台形 二方向からの穿孔 表採
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１ 古墳時代の遺構と遺物

古墳時代の竪穴住居４軒を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

竪穴住居跡

第２５０４号住居跡（第１３２・１３３図）

位置 調査区南西部のＰ８ｇ４区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸４�２８ｍ，短軸３�７１ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７６°－Ｅである。壁高は３１～３９�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には幅１３～１７�，深さ６～９�でＵ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 ２か所。竈１は東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１０８�，袖部幅１０２�である。

袖部は地山を３０�ほど掘り込めてローム土主体の第１６～１９層で床面の高さまで埋め戻した後，砂質粘土を主体

とした第１２～１５層を積み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化して

いる。煙道部は壁外に２９�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～１１層に分け

られ，第７・９層は，天井部および袖部の崩落土層に相当する。竈２は北壁中央部に付設されている。袖部は

竈の作り替えの際に削平されたため遺存していない。火床部は床面と同じ高さであり，火を受けて赤変硬化し

ている。煙道部は壁外に３２�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは４８～６０�である。Ｐ５は深さ４６�で南壁際の中央部に位置し

ていることや，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６～Ｐ８は深さ１３�～１９�で主

柱穴の近くに位置するが，性格は不明である。

覆土 ７層に分けられる。不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６０８点（坏５６，甕５５１，甑１），土製品１点（支脚）が散在した状態で出土している。

第５節 ９区の遺構と遺物

竈１土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
３ 明 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子中量
６ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
７ 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
９ 明 赤 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
１０ にぶい黄橙色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量

１１ 明 褐 色 ローム粒子・白色粘土粒子中量，焼土粒子微量
１２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量
１３ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子微量
１４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１５ 明 赤 褐 色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１７ 明 褐 色 ロームブロック少量
１８ 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１９ 褐 色 ローム粒子多量

竈２土層解説
１ にぶい赤褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量
２ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
３ にぶい赤褐色 ローム粒子・焼土粒子少量
４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
７ 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
８ 橙 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
９ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土少量，ローム粒子・炭化粒子

微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量

５ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
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２４５は，北西部のＰ３付近の床面から出土しており，破片のため住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

また，２４３・２４４・２４６・２４８は南壁際の覆土下層から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられ

る。DP１５は覆土中から出土している。

所見 竈２には袖部が遺存しないことから，竈２から竈１への作り替えが行われている。時期は，出土土器か

ら６世紀後葉と考えられる。

第１３２図 第２５０４号住居跡実測図

―１７１―



第１３３図 第２５０４号住居跡・出土遺物実測図

第２５０４号住居跡出土遺物観察表（第１３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４３ 土師器 鉢 ［１２�２］ ５�９ － 長石 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ
デ 内面ナデ 下層 １５％

２４４ 土師器 小型甕［１２�３］（６�３） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ
デ 内面ヘラナデ 下層 １０％

２４５ 土師器 高坏 － （４�５） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 頸部外面ヘラナデ 内面ヘラ削り 坏部内面ヘ
ラ磨き 床面 ５％

２４６ 須恵器 平瓶 － （８�６） － 長石 黄灰 普通 体部内・外面ロクロナデ 下層 ５％

２４７ 土師器 甕 ［２１�６］（６�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 覆土中 １０％

２４８ 土師器 甕 ［２６�８］（６�９） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 下層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１５ 支脚 ８�５ ５�５ ４�３ １２３�５ 土 円筒状 一面は平面で他面は窪んでいる 側面は調整されてい
ない 覆土中 PL５２
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第２５０５号住居跡（第１３４・１３５図）

位置 調査区北西部のＰ８ｅ４区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５１６号住居跡を掘り込み，第２５０６号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�０１ｍ，短軸３�５８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－２７°－Ｗである。壁高は３５～４０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで５６�，袖部幅７１�である。火床

部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３２�掘り込まれ，火床部から

直立している。覆土は第１～６層に分けられ，第３層は，天井部の崩落土層に相当する。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・砂質粘土ブロッ

ク少量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・砂質粘土粒子微量
３ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量

４ 暗 褐 色 炭化物多量，焼土粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量

第１３４図 第２５０５号住居跡実測図
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覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２９１点（坏１７９，高台付坏２，甕類１１０）が散在した状態で出土している。２４９は中央や

や南東寄り，２５０は北東部，２５１は中央部の床面からそれぞれ破片で出土しており，住居の廃絶後に廃棄された

ものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

第２５１６号住居跡（第１３６～１３８図）

位置 調査区北西部のＰ８ｅ４区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５０５，２５０６号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�５７ｍ，短軸５�４４ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は４４～５８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部を中心に踏み固められている。また，Ｐ５の北側は特に踏み固められ，馬蹄形の高ま

りが見られる。さらにその北側にも，東西方向の長さ１�５ｍ，幅１５�の高まりがみられる。壁下には幅１０～２２

�，深さ６～１１�でＵ字状の断面を呈する壁溝が巡っている。

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，砂質粘土ブロック微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第１３５図 第２５０５号住居跡出土遺物実測図

第２５０５号住居跡出土遺物観察表（第１３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２４９ 土師器 坏 ［１１�５］ ３�３ － 長石 黒 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ
デ 内面ナデ 床面 ３０％

２５０ 土師器 坏 － （３�９） － 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ
デ 内面ヘラ磨き 床面 ２０％

２５１ 土師器 坏 － （１�４） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ 内面ヘラナデ 床面 １０％

２５２ 土師器 甕 ［２６�８］（８�３） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナ
デ 内面ナデ 中層 １０％

２５３ 土師器 甑 － （１２�７）［９�６］ 赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ 内面ヘラナデ 下層 ５％

―１７４―



第１３６図 第２５１６号住居跡実測図�
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竈 ２か所。竈１は，北壁中央部やや東寄りに付設されている。規模は，焚口から煙道部まで１４１�で，袖部

幅は１１２�である。袖部は，砂質粘土で構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変

している。煙道部は壁外に５３�掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。覆土は第１～２２層に分けられる。第

４・５・７・８・１６層は山砂・砂質粘土を多く含み，竈の構築材及び崩落土層に相当する。竈２は，北壁中央

部に位置し，袖部は削平されて遺存していない。規模は，焚口から煙道部まで１０２�である。火床部は床面と

同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に４０�掘り込まれ，火床部から外傾して立

ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ２１～４１�である。Ｐ５は深さ２０�で，南壁際の中央部に位置す

ることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ７層に分けられる。不規則な堆積状況を示す人為堆積である。

第１３７図 第２５１６号住居跡実測図�

竈１土層解説
１ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，山砂粒子少量
２ 極暗赤褐色 焼土粒子中量
３ 極暗赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・山砂粒子中量
５ 暗 赤 褐 色 山砂粒子中量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，山砂粒子微量
７ 暗 褐 色 山砂粒子多量，炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 山砂粒子中量，焼土粒子少量
９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック，炭化物少量
１０ 黒 褐 色 焼土ブロック微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量

１２ 暗 褐 色 焼土粒子少量
１３ 赤 褐 色 焼土粒子多量
１４ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量
１５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，山砂粒子微量
１６ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子多量
１７ 黒 褐 色 山砂粒子微量
１８ 暗 褐 色 山砂粒子中量・焼土ブロック微量
１９ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
２０ 極暗赤褐色 焼土粒子少量
２１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量
２２ 暗 褐 色 焼土粒子微量

竈２土層解説
１ 黒 褐 色 山砂少量，焼土粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量

４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量
６ 暗 褐 色 焼土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量，砂質粘土

粒子微量
２ 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子炭

化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土

粒子ブロック微量

４ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ にぶい赤褐色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

―１７６―



遺物出土状況 土師器片１７８点（坏６０，壺３，甕類１１５），石製品１点（砥石），鉄製品１点（釘）が散在した状

態で出土している。このほか床面から細礫２５点も出土している。２５４は竈火床面から正位で出土したもので，

住居の廃絶時に遺棄されたものと考えられる。２５９は北東コーナー部の床面から出土したもので，住居廃絶時

に廃棄されたものと考えられる。２５８は竈の右袖先端部から逆位で出土したもので，袖部の補強材として使用

されたものと考えられる。Ｍ４１は覆土中層，Ｑ１５は竈の覆土中からそれぞれ出土したものである。Ｐ５北側の，

馬蹄形と直線の高まりの間の床面からは，直径２�ほどの小石が幅５�長さ１６�にわたり敷き詰められた状態

で検出された。

所見 馬蹄形の高まりは当遺跡においても多数報告されているが，細礫を伴う類例は見られず，性格について

は不明である。竈２には袖部が遺存しないことから，竈２から竈１への作り替えが行われたものである。住居

の規模から，この時期の中心的な住居であったと推測され，時期は出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第１３８図 第２５１６号住居跡出土遺物実測図

―１７７―



第２５２０号住居跡（第１３９図）

位置 調査区北西部のＰ８ｂ４区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５２１・２５１１号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�０１ｍ，短軸２�８８ｍの方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は３４～４８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いた中央が踏み固められている。壁下には幅１１～１６�，深さ５～６�でＵ字状の断

面を呈する壁溝が巡っている。

竈 北壁やや東寄りに付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで９４�，袖部幅７２�である。火床部は床

面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２６�ほど掘り込まれ，火床部から直

立している。覆土は第１～１０層に分けられ，第３・６・７層は，天井部および袖部の崩落土層に相当する。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ３０�で，南壁際に位置していることや硬化面の広がりから，出入り口施設に伴な

うピットと考えられる。竈前部に位置しているＰ２は，深さ１５�で性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１６０点（坏４１，甕１０２，甑１７）が散在した状態で出土し，流入した須恵器片６点も出土

している。２６３は北西コーナー部，２６６は東壁中央部の壁際，２６５は東壁中央部の壁際から出土した破片が接合

したもので，いずれも覆土下層からの出土であり，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 褐 色 ローム粒子・砂質粘土微量
２ 暗 赤 褐 色 炭化粒子微量
３ にぶい橙色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
５ 明 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・砂質粘土粒子少量

６ 橙 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量・炭化粒子微量
７ 明 褐 灰 色 白色粘土ブロック中量，ローム粒子少量
８ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 炭化物・砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量

第２５１６号住居跡出土遺物観察表（第１３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２５４ 土師器 坏 １０�６ ３�２ － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 底部ヘラ削り後ナデ調整 竈火床面 １００％ PL４９

２５５ 土師器 坏 ［１１�４］（２�７） － 長石・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 竈覆土中 １０％

２５６ 土師器 坏 ［１１�７］（２�８） － 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 竈覆土中 ５％

２５７ 土師器 坏 ［１３�９］ ４�４ － 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り後ナデ調整 下層 ５０％

２５８ 土師器 壺 １５�０ １７�９ ６�６ 長石・石英・雲母・黒色粒子 橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 体部下端ヘラ削り 下層 ９０％

２５９ 土師器 壺 － （４�１） ６�５ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面下端ヘラ削り 床面 １０％

２６０ 土師器 壺 － （５�２） １６�０ 長石・雲母 淡黄 普通 体部外面輪積痕 内面ヘラナデ 下層 １５％

２６１ 土師器 甕 ［１９�８］（１１�０） － 長石・石英・白色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 下層 １５％

２６２ 土師器 甕 － （３�３）［８�４］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面下端ヘラ磨き 内面ヘラナデ 中層 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１５ 砥石 （６�５） ２�４ １�８ （５１�８）凝灰岩 砥面４面，他１面は破断面 覆土中 PL５３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ４１ 鏃 （１２�９） ０�５ ０�２～
０�３ （８�１） 鉄 鏃部を欠く 中層 PL５３

―１７８―



第１３９図 第２５２０号住居跡・出土遺物実測図

―１７９―



２ 平安時代の遺構と遺物

平安時代の竪穴住居跡１５軒，掘立柱建物跡５棟，土坑９基，鍛冶関連土坑４基を確認した。以下，遺構及

び遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第２５００号住居跡（第１４０・１４１図）

位置 調査区西部のＰ７ｅ９区，標高２１�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸３�２２ｍ，短軸３�１４ｍの方形で，主軸方向はＮ－９°－Ｅである。壁高は８～１６�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。各壁下には幅６～２０�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈す

る壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８２�，袖部幅１０４�である。袖部は掘り残

した地山を基部とし，その上部に砂質粘土を主体とした第８～１０層を積み上げて構築している。火床部は地山

を２２�ほど掘りくぼめて，ローム土を主体とした第１１・１２層を充填して使用しており，火床面は火を受けて赤

変硬化している。煙道部は壁外に掘り込まれておらず，火床部から直立している。

ピット ２か所。Ｐ１は深さ１６�で南壁際の中央部に位置していることや，硬化面の広がりから出入口施設に

伴うピットと考えられる。Ｐ２は南東コーナー部に位置し，深さ１５�で，性格は不明である。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
４ 赤 褐 色 焼土粒子中量
５ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

７ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
８ 橙 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
９ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
１０ にぶい赤褐色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
１２ にぶい赤褐色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第２５２０号住居跡出土遺物観察表（第１３９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２６３ 土師器 坏 ［１４�３］（４�１） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 体部外面ヘラ削り後
ナデ調整 下層 ４０％

２６４ 土師器 坏 ［１３�９］（４�０） － 長石 にぶい橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 体部外面ヘラ削り後
ナデ調整 覆土中 １５％

２６５ 土師器 甕 － （１３�０）［６�２］ 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 下層 ４０％

２６６ 土師器 甑 ［２０�５］（９�８） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 体部外面ヘラ削り 下層 １５％

２６７ 土師器 甑 － （８�０）［７�０］ 長石・白色粒子 灰褐 普通 体部外面ヘラ削り後ナデ調整 内面ヘラ削り後ヘラナデ 覆土中 １０％

表１５ 古墳時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物 時代

主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２５０４ Ｐ８ｇ４ Ｎ－７６°－Ｅ 長方形 ４�２８×３�７１ ３１～３９ 平坦 全周 ４ １ ３ 竈２ － 人為 土師器片，支脚 ６世紀後葉

２５０５ Ｐ８ｅ４ Ｎ－２７°－Ｗ 長方形 ４�０１×３�５８ ３５～４０ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片 ７世紀前葉

２５１６ Ｐ８ｅ４ Ｎ－１°－Ｗ 方形 ５�５７×５�４４ ４４～５８ 平坦 全周 ４ １ － 竈２ － 人為 土師器片，釘，
砥石 ６世紀後葉

２５２０ Ｐ８ｂ４ Ｎ－１°－Ｗ 方形 ３�００×２�８８ ３４～４８ 平坦 全周 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片 ７世紀前葉

―１８０―



覆土 ８層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４７点（甕類），須恵器片１０点（坏９，甑１）が散在した状態で出土している。２６８は北

東コーナー部，２６９は中央部やや南寄り，２７１は西壁際のそれぞれ床面から出土している。いずれも破片で，住

居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。また，２７０は竈の覆土上層から出土しており，住居廃絶後に廃棄

されたものと考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・砂粒中量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロ－ム粒子中量

５ 褐 色 ロ－ムブロック微量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第１４０図 第２５００号住居跡・出土遺物実測図

―１８１―



所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第２５０２号住居跡（第１４２図）

位置 調査区西部のＰ８ｆ２区，標高２１�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０８４号土坑を掘り込み，第４０１５・４０４１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�３３ｍ，短軸３�３１ｍの方形で，主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は８～３２�で，ほぼ直

立している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。東壁から西壁の一部の壁下には，幅８～１５�，深さ６～

１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。第４０１５・４０４１号土坑に掘り込まれ左袖部の一部が残存するだけで，規模は

確認できない。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは２４～４２�である。Ｐ５～Ｐ８は深さ５～５０�で規則性がなく

性格は不明である。

覆土 ７層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片６７点（坏３，甕類６４），須恵器３０点（坏１４，甕１４，鉢１，甑１）が散在した状態で出

土している。２７２は南西部のコーナー部，２７３は中央部南寄りのそれぞれ床面から出土している。いずれも小片

で，住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は出土土器と重複関係から９世紀前葉と考えられる。

第１４１図 第２５００号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 赤 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

５ にぶい褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量
６ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
７ 明 褐 色 ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 灰 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
６ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第２５００号住居跡出土遺物観察表（第１４０・１４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２６８ 須恵器 坏 － （２�０） ７�９ 長石・雲母 褐灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部多方向からのヘラ削り 床面 １０％

２６９ 土師器 甕 ［１４�３］（７�７） － 長石・雲母 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部内面ヘラナデ 床面 １０％

２７０ 土師器 甕 ［２２�３］（２�７） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 竈上層 ５％

２７１ 須恵器 甑 － （７�４）［１５�４］長石・雲母 灰黄 普通 体部外面斜位の平行叩き 下端ヘラ削り 輪積
痕 内面ヘラナデ 床面 ５％

―１８２―



第１４２図 第２５０２号住居跡・出土遺物実測図

―１８３―



第２５０３号住居跡（第１４３～１４５図）

位置 調査区西部のＰ８ｅ２区，標高２１�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０１１号土坑を掘り込み，第４０１９・４０２０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�３８ｍ，短軸は３�１０ｍの長方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｅである。壁高は２２～３３�で，外

傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。西壁の一部を除いた壁下には，幅１２～２０�，深さ６～１０�で

Ｕ字状の断面を呈する壁溝が確認されている。

竈 北壁中央部に付設されている。左袖は遺存しておらず，規模は，焚口部から煙道部まで８５�，袖部幅７４�

第１４３図 第２５０３号住居跡実測図

第２５０２号住居跡出土遺物観察表（第１４２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２７２ 須恵器 坏 ［１３�５］ ３�９ ［７�８］ 長石・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向からのヘラ削り 床面 ４０％

２７３ 土師器 甕 ［２２�７］（５�２） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 内面輪積痕 床面 ５％

―１８４―



ほどである。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２７�掘

り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット 深さ１５�で，南壁際に位置し，硬化面の広がりから出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８３点（坏６，高台付坏１，甕類１７６），須恵器片３９点（坏２０，高台付坏３，甕１６），鉄

製品２点（鎌，釘），鉄滓１点が散在した状況で出土している。２７４・２７６は東壁中央の壁際床面からそれぞれ

出土し，住居廃絶時に遺棄されたものと考えられる。２７９・２８０は覆土下層と覆土中層から出土した破片が接合

したもので，住居廃絶後に廃棄されたものと考えられる。Ｍ４２は南壁際の覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物微量
３ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
４ 褐 色 炭化物・ローム粒子中量，砂質粘土粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，炭化物・砂粒少量，ローム粒子微量
６ 暗 赤 褐 色 ローム粒子微量

７ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
８ 灰 褐 色 焼土粒子・砂粒中量，ローム粒子・炭化粒子少量
９ 暗 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
１０ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック微量
１１ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂粒中量，炭化物微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量
６ 褐 色 ロームブロック中量

第１４４図 第２５０３号住居跡出土遺物実測図�

―１８５―



第２５０６号住居跡（第１４６・１４７図）

位置 調査区北西部のＰ８ｄ４区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５１６・２５０５号住居跡を掘り込み，第４０７４・４０７５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�７０ｍ，短軸３�４５ｍの長方形で，主軸方向はＮ－７４°－Ｅである。壁高は２０～２３�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１０�，袖部幅７９�である。袖部は，地山

を１５�ほど掘り込めて焼土混じりの砂質粘土で構築している。火床部は床面と同じ高さまで焼土混じりの砂質

粘土で埋め戻し，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に６０�掘り込まれ，火床部から外傾し

第１４５図 第２５０３号住居跡出土遺物実測図�

第２５０３号住居跡出土遺物観察表（第１４４・１４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２７４ 須恵器 坏 １２�８ ４�０ ７�０ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向からのヘラ削り 床面 １００％ PL４９

２７５ 須恵器 坏 ［１３�６］ ４�６ ［７�８］ 長石・雲母 黄灰 普通 体部内・外面ロクロナデ Ｐ１中層 １０％

２７６ 須恵器 高台付坏 １２�６ ５�７ ７�７ 長石・石英 灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ９５％ PL４９

２７７ 土師器 甕 ［２１�０］（１８�０） － 長石・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ磨き 内
面ヘラナデ輪積痕 覆土中 ２０％ 煤付着

２７８ 土師器 甕 ［１８�２］（７�６） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 中・下層 ５％

２７９ 土師器 甕 － （１６�０）１０�０ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面下端ヘラ磨き 底部木葉痕 中層 ２０％ 煤付着

２８０ 須恵器 甑 ［２７�５］（６�８） － 長石・雲母 黄灰 普通 体部外面輪積痕 内面ヘラナデ 覆土中 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ４２ 鎌 （５�２）（３�７）０�２～０�６ （３１�９）鉄 基部一部欠損 中層 PL５３

Ｍ４３ 釘カ （３�３） ０�５ ０�６ （４�７） 鉄 断面長方形 先端が左に曲がっている 覆土中

Ｍ４４ 鉄滓 ３�５ ２�９ １�７ １９�９ 鉄滓 着磁性なし 覆土中

―１８６―



て立ち上がっている。竈袖部の内側の第３層は，左袖部の掘り方覆土中からも確認でき，また掘り方の１５層も，

焼土混じりの砂質粘土粒子を多量に含み，さらに第１２層の上・下から赤変硬化した層が確認できたことなどか

ら，第１２層下面を火床面として竈を使用し，その後第１２層上面を火床面としたものと考えられる。また，第３・

８層は，天井部の崩土層に相当する。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
３ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
８ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

９ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１０ 明 黄 褐 色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
１１ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
１３ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１４ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１５ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量

第１４６図 第２５０６号住居跡実測図

―１８７―



遺物出土状況 土師器片２６６点（坏５，甕類２６１），混入したと思われる陶器片１点（常滑系壺）も出土してい

る。２８９は竈の火床面から，２８６・２８７は中央部の床面からそれぞれ出土している。いずれも破片で出土してい

ることから，住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。また，２８１は北壁中央部，２８２は中央やや南東寄り

の覆土下層からそれぞれ出土している。住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前半と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，砂質粘土粒子微量

６ 褐 色 ローム粒子中量
７ にぶい褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
８ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第１４７図 第２５０６号住居跡出土遺物実測図

第２５０６号住居跡出土遺物観察表（第１４７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２８１ 土師器 坏 － （２�３）［８�２］ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 体部内・外面ヘラナデ 底部ナデ 下層 ４０％

２８２ 土師器 坏 ［１３�４］ ４�１ ５�６ 長石・石英・白色粒子 黒褐 普通 内面ヘラナデ 下層 ３０％

２８３ 土師器 坏 ［１４�３］（４�３） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 体部内・外面ロクロナデ 竈覆土中 １０％

２８４ 土師器 坏 － （２�４） ６�８ 長石・石英 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 下層 ５０％

２８５ 土師器 坏 － （１�３） ６�７ 長石・雲母 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 中層 ３０％

２８６ 土師器 坏 － （１�５） ６�１ 長石・石英・白色粒子 にぶい褐 普通 底部回転糸切り 床面 ２０％

２８７ 土師器 高台付椀 － （２�７） ８�０ 雲母・赤色粒子 黒褐 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 床面 ５０％

２８８ 土師器 高台付椀 － （５�８） － 長石・石英 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き 中層 １０％

２８９ 土師器 甕 ［２４�２］（４�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 床面 ５％

覆土 ９層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

―１８８―



第２５０７号住居跡（第１４８～１５１図）

位置 調査区南西部のＰ８ｆ５区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸３�７８ｍ，短軸３�５６ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－６°－Ｗである。壁高は３８～５２�で，ほ

ぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には幅９～１６�，深さ４～７�でＵ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１１９��袖部幅９５�である。袖部は地山を

２０�ほど掘り込み，第１３層を突き固めて基部とし，その上部に砂質粘土を主体とした第９～１２層を積み上げて

構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３８�ほど

掘り込まれ，火床部から直立している。第３・５・６層は，天井部および袖部の崩落土層に相当する。

ピット 深さ２４�で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと

考えられる。

竈土層解説
１ 極 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ 極 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
３ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
４ にぶい褐色 砂質粘土粒子小量，ローム粒子微量
５ にぶい褐色 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ にぶい橙色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

８ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
１０ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 褐 色 砂質粘土ブロック中量，焼土粒子微量
１２ にぶい黄色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子微量
１３ 黒 褐 色 炭化粒子・砂質粘土粒子微量

第１４８図 第２５０７号住居跡実測図�
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覆土 １２層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３１５点（坏１１４，高台付坏６，皿２，甕１９３），須恵器片１８７（坏５３，高台付坏１，皿１，

蓋４，長頸壺１，甕１２４，甑３），鉄製品３点（刀子２，鉄鏃１），鉄滓２点が出土している。２９０，２９１は南東

コーナー部，２９６はＰ１近くの南壁際，２９７は中央やや東寄りのそれぞれ覆土下層から出土している。いずれも

住居の廃絶後廃棄されたものと考えられる。Ｍ４６は竈の前部，Ｍ４９は中央部のそれぞれ覆土下層から出土して

いる。２９３，２９４は墨書土器の破片で，覆土中から出土しているが，文字は判読できない。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第１４９図 第２５０７号住居跡実測図�

土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 炭化物・焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
６ 極 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物・砂粒微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 極暗赤褐色 ローム粒子中量，焼土粒子少量
９ 黒 褐 色 砂粒中量，焼土ブロック・炭化物・砂質粘土粒子少量
１０ 黒 褐 色 砂粒多量，砂質粘土粒子中量，炭化物微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
１２ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第１５０図 第２５０７号住居跡出土遺物実測図�
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第１５１図 第２５０７号住居跡出土遺物実測図�

第２５０７号住居跡出土遺物観察表（第１５０・１５１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

２９０ 土師器 坏 １５�２ ４�９ ６�８ 長石・白色粒子 橙 普通 体部外面手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部
多方向の削り 下層 ７０％ PL４９

２９１ 土師器 坏 １３�５ ３�５ ６ 長石・雲母 橙 普通 体部外面下端回転ヘラ削り 内面ヘラ磨き 底
部回転ヘラ切り後ナデ調整 下層 ６０％

２９２ 土師器 坏 ［１２�６］（２�９） － 長石・雲母 橙 普通 体部内面ヘラ磨き 覆土中 ５％ 墨書

２９３ 土師器 坏 ［１２�２］（３�３） － 長石・石英・白色粒子 黒 普通 体部内面ヘラ磨き 覆土中 ５％ 墨書

２９４ 土師器 坏 － （１�８）［６�２］ 長石 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き 覆土中 ５％ PL５１
墨書「□上」

２９５ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�３ ５�２ 長石・雲母 灰黄 普通 体部外面手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部
一方向の削り 中層 ５０％ PL４９

２９６ 土師器 高台付皿 １３�７ ２�８ ６�４ 長石・石英 黒褐 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 １００％ PL５０

２９７ 土師器 高台付皿［１３�３］ ３�３ ７�０ 長石・雲母 にぶい褐 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 ６０％

２９８ 土師器 高台付皿［１２�７］ ３�２ ［６�３］ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 中・下層 ８０％ PL５０

２９９ 土師器 高台付皿［１２�８］ ２�９ ６�２ 長石・石英 黒 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中 ４０％

―１９１―



第２５０８号住居跡（第１５２～１５４図）

位置 調査区北東部のＰ８ｄ６区，標高２０�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸４�１３ｍ，短軸は３�８４の方形で，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁高は５０～６８�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には幅１２～２５�，深さ４～６�でＵ字状の断面を呈

する壁溝が巡っている。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで１３６��袖部幅１１４�である。袖部は地山を

１０�ほど掘り込み，黒褐色土を主体とした第１９～２２層を充填し，その上部に粘土を主体とした第１３～１８層を積

み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に

５５�ほど掘り込まれ，火床部から直立している。覆土は第１～１２層に分けられ，第６・８・１２層は，天井部お

よび袖部の崩落土層に相当する。

ピット ６か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは９～２６�である。Ｐ５・Ｐ６は深さ１６・１８�で，南壁際の中

央部に位置していることや硬化面の広がりから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土 １１層に分けられる。各層にローム粒子を含む堆積状況を示した人為堆積である。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 白色粘土粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 白色粘土粒子・焼土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・砂質粘土

粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，ローム

粒子微量
６ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子少量
７ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
８ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化

粒子少量
９ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック多量，砂粒中量，ローム粒子微量
１０ 黒 褐 色 砂粒少量，ローム粒子微量

１１ 暗 褐 色 白色粘土ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１２ にぶい黄橙色 白色粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
１３ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
１４ 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック多量，焼土粒子微量
１６ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化物微量
１７ 黒 褐 色 炭化物少量，焼土ブロック・砂粒微量
１８ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物少量
１９ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２０ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
２１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２２ 黒 褐 色 焼土粒子中量，炭化物少量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ロ－ム粒子微量
２ 極 暗 褐 色 焼土ブロック中量，炭化物少量，ロームブロック・

砂質粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子ブロック・炭化物少量，ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
６ 極 暗 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
７ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物・砂質粘

土粒子微量
８ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック・炭化物少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３００ 土師器 鉢 ［２１�５］（１２�２） － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 体部外面格子目叩き 内面ヘラ磨き 下層 １０％

３０１ 土師器 甑 － （７�３）［１３�６］長石・雲母 灰黄 普通 体部外面斜位の平行叩き下端ヘラ削り 内面ヘ
ラナデ輪積痕 下層 １０％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP１５ 須恵器 壺 長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面格子目叩き 覆土中

TP１６ 須恵器 甕 長石・雲母 にぶい黄灰 普通 体部外面同心円状の叩き 中・下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ４５ 刀子 （１２�９） １�２ ０�２～
０�４ （２０�４）鉄 茎部先端欠損 覆土中 PL５３

Ｍ４６ 刀子 （７�２） １�０ ０�４～
０�６ （５�６） 鉄 刃先欠損 茎部ねじれている 下層

Ｍ４７ 鏃 １１�９ １�１ ０�１～
０�５ １６�１ 鉄 両丸造 断面長方形の棒状 中層

Ｍ４８ 鉄滓 ３�７ ６�８ ２�４ ４６�５ 鉄 椀形滓 着磁性有り 上層

Ｍ４９ 鉄滓 ２�８ ４�０ ２�３ １９�９ 鉄 表面に木炭痕を残す 着磁性なし 下層

―１９２―



第１５２図 第２５０８号住居跡実測図
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遺物出土状況 土師器片１１８８点（坏２４４，高台付坏２１，鉢２，甕類９２１），須恵器片４６７点（坏１６３，高台付坏７，

蓋２，甕２７３，甑２２），土製品１点（支脚），鉄製品２点（刀子），不明銅製品１点，鉄滓１点が出土している。

３１１は右袖部付近から，３１２は南東コーナー部のそれぞれ床面から出土しており，住居の廃絶時に廃棄されたも

のと考えられる。３０２・３０５は中央部やや東寄り，３０３は中央部，３１０は右袖部前部のそれぞれ覆土下層から出土

しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。３０７は右袖部付近の覆土中層から出土し，体部外面

に「主」の文字が書かれた墨書土器である。本跡から南東１００ｍの第１３１５号住居跡からも「主」の文字の書か

れた墨書土器が出土している。DP１６は左袖前部の覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

９ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土ブロック少量，ロームブ
ロック，炭化粒子微量

１０ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第１５３図 第２５０８号住居跡出土遺物実測図�
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第１５４図 第２５０８号住居跡出土遺物実測図�

第２５０８号住居跡出土遺物観察表（第１５３・１５４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３０２ 須恵器 坏 １３�８ ４�２ ６ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部多方向の削り 中層 １００％ PL４９

３０３ 須恵器 坏 １３�６ ４�４ ６ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の削り 下層 ９５％ PL４９

３０４ 土師器 高台付皿 １３�７ ２�７ ６�７ 長石・雲母 淡橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
り付け 下層 １００％ PL５０

３０５ 土師器 高台付皿 １２�６ ３�５ ６�１ 長石・雲母 明赤褐 普通 体部内・外面ヘラナデ 底部回転ヘラ切り後高
台貼り付け 下層 １００％ PL５０

３０６ 土師器 高台付皿 １３�４ ２�６ ６�４ 長石・雲母 浅黄橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 中層 ７０％

３０７ 土師器 高台付皿［１３�２］ ３ ［６�２］ 長石・石英・雲母 黒 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 中層 ６０％ PL５２
墨書「主」

３０８ 土師器 高台付皿 － （１�９） － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 下層 １０％

３０９ 須恵器 長頸壺 ４�２ １１�９ ４�７ 長石・黒色粒子 灰黄 普通 体部内・外面ロクロナデ 体部外面下端・底部
回転ヘラ削り後ナデ 高台貼り付け 下層 ９５％ PL５０

３１０ 須恵器 鉢 ［３０�８］（８�５） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面擬格子の平行叩き 内面ヘラナデ 床面 ５％

３１１ 須恵器 鉢 ［３６�４］（８�８） － 長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面ナデ 床面 ５％

３１２ 土師器 甕 ［２０�７］（７�４） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１６ 支脚 （１０�５） ７�０ （５�２）（２７８�０） 土 側面は平らに面取りされている 下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５０ 刀子 （７�１） １�０ ０�１～
０�３ （７�６） 鉄 刃先部・茎部欠損 刃先屈曲 覆土中 PL５３

Ｍ５１ 刀子 （１０�８） １�０ ０�１～
０�２ （１０�６）鉄 刃先部・茎部欠損 上層 PL５３

Ｍ５２ 不明
銅製品 （２�９）（１�９） ０�１５ （２�８） 銅 鋲有り 中層

Ｍ５３ 鉄滓 ３�０ ３�１ １�７ １８�６ 鉄滓 着磁性なし 覆土中

―１９５―



第２５０９号住居跡（第１５５・１５６図）

位置 調査区南西部のＰ８ｈ７区，標高２０�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０４２～４０４４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�５８ｍ，短軸４�５５ｍの方形で，主軸方向はＮ－９２°－Ｅである。壁高は４０～５４�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部が踏み固められている。また，中央部を掘り込んでいる第４０４３号土坑の際から焼土魂

が確認されている。

竈 東壁中央部に付設されているが，袖部は遺存していない。規模は，焚口部から煙道部まで６７�である。袖

部は地山の上に砂質粘土を主体とした第１０・１１層を積み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さで，火

床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に７０�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がって

第１５５図 第２５０９号住居跡実測図
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いる。覆土は第１～９層に分けられ，第３・５層は，天井部および袖部の崩落土層に相当する。

覆土 ５層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１９９点（坏５３，高台付坏５，皿１０，小皿１，甕類１３０）が竈周辺を中心に出土している。

３１３は竈前，３１４は左袖北側のそれぞれ覆土下層から，３１５は竈の覆土上層からの出土で，いずれも住居の廃絶

後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀後半と考えられる。

第２５１０号住居跡（第１５７図）

位置 調査区南東部のＰ８ｉ３区，標高２１�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０２１・４０２２・４０４８・４０７１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南側は調査区域外に延びており，東部は削平されている。確認できた規模は，東西軸４�０８ｍ，南

北軸は２�２４ｍである。形状は，方形または長方形と推測され，主軸方向はＮ－１３°－Ｗである。壁高は４～１２

�で，外傾して立ち上がっている。

床 確認できる範囲ではほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。北壁と西壁の壁下には幅７～１０�，

深さ６～１０�でＵ字状の断面を呈する壁溝が確認されている。

竈 北壁に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８９��袖部幅７２�である。火床部は床面と同じ高

さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３４�ほど掘り込まれ，火床面から外傾して立ち

上がっている。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ にぶい橙色 砂質粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
５ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量

７ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
８ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
１０ にぶい赤褐色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ム粒子少量
２ 暗 褐 色 ロ－ムブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・砂質粘土微量

４ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１５６図 第２５０９号住居跡出土遺物実測図

第２５０９号住居跡出土遺物観察表（第１５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３１３ 土師器 坏 ［１４�８］（３�８）［７�６］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 底部回転ヘラ切り 下層 １０％

３１４ 土師器 高台付坏 － （３�２）［６�０］ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラナデ 内面ヘラ磨き 底部ナデ調
整後高台貼り付け 下層 ２０％

３１５ 土師器 小皿 ［９�６］ １�７ ６�０ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 底部回転ヘラ切り 竈上層 ６０％

―１９７―



覆土 ３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８点（坏４，高台付坏１，甕類１３），鉄滓１点が出土している。３１７は竈の火床面から，３１６，

Ｍ５４は中央部の床面からそれぞれ出土しており，住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀代と考えられる。

竈土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子少量，炭化物・砂質粘土ブロック・ロー

ム粒子微量

３ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロ－ム粒子，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ロ－ム粒子・焼土粒子微量

３ 明 褐 色 ローム粒子微量

第１５７図 第２５１０号住居跡・出土遺物実測図

―１９８―



第２５１１号住居跡（第１５８・１５９図）

位置 調査区南東部のＰ８ｃ４区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５２０号住居跡を掘り込み，第２５２１住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�６５ｍ，短軸３�４６ｍの方形で，主軸方向はＮ－１１°－Ｗである。壁高は４４～５９�で，外傾し

て立ち上がっている。

第１５８図 第２５１１号住居跡実測図

第２５１０号住居跡出土遺物観察表（第１５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３１６ 土師器 高台付坏 － ３�４ ［６�２］ 長石 橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台付
坏貼り付け 床面 ２０％

３１７ 土師器 甕 － （８�６）［１１�０］長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面下端ヘラ削り 内面ヘラナデ 底部ナ
デ調整 竈火床面 ２０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５４ 鉄滓 ３�２ ２�９ ２�２ ２３�２ 鉄滓 底面弧状 着磁性有り 床面

―１９９―



床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。壁下には幅１４～２２�，深さ１０～１６�でＵ字状の断面を呈

する壁溝が検出されている。

竈 上部は第２５２１号住居に掘り込まれている。北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで

７５�で�袖部幅１１２�である。火床部は第２５２１号住居のＰ３に床面と同じ高さまで掘り込まれている。火床面

は火を受けて赤変している。煙道部は壁外に掘り込まれておらず，火床部から外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３７７点（坏４６，高台付坏１，小皿９，甕類３２１），須恵器片１６８点（坏７９，高台付坏１，

皿４，盤３，高盤１，壺１，甕７６，甑３），鉄製品１点（鉄鏃）が散在した状態で出土している。３１８・３１９は

北西コーナー部，３２０・３２１は南西コーナー部の覆土下層からそれぞれ出土している。住居の廃絶後に廃棄され

たものと考えられる。

所見 時期は，出土土器や重複関係からから９世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
２ にぶい赤褐色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロ－ム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロ－ム粒子少量，焼土粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

第１５９図 第２５１１号住居跡出土遺物実測図

―２００―



第２５１２号住居跡（第１６０・１６１図）

位置 調査区南西部のＰ８ｉ６区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５１４・２５１７号住居跡，第４０７７・４０８０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�４８ｍ，短軸３�１１ｍの方形で，主軸方向はＮ－２°－Ｅである。壁高は２６～３６�で，外傾し

て立ち上がっている。

第１６０図 第２５１２号住居跡実測図

第２５１１号住居跡出土遺物観察表（第１５９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３１８ 須恵器 坏 １３�６ ４�８ ７ 長石・石英・雲母 黄橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り後
一方向の削り 下層 ９５％ PL４９

３１９ 須恵器 坏 ［１２�４］ ４�６ ［７�０］ 長石長石・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部回転ヘラ切り 下層 ３０％

３２０ 須恵器 坏 ［１２�４］ ４�３ ［６�０］ 長石・雲母 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り 底部一方向の削り 下層 ２０％

３２１ 須恵器 甑 ［３９�７］（２０�４） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面横位の平行叩き下端ヘラ削り 内面ヘ
ラナデ 指頭圧痕輪積痕 下層 ３０％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５５ 鏃 ８�８ １�０ ０�１～
０�４ （９�５） 鉄 両丸造 刃部下端から茎部にかけて緩やかに内彎 覆土中 PL５３

―２０１―



床 ほぼ平坦で，硬化面は明確ではない。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで５１��袖部幅６４�である。袖部は床面と同

じ高さの地山面に，ローム土を混ぜた砂質粘土で構築している。火床部は床面と同じ高さで火床面は確認でき

なかった。煙道部は壁外に４８�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分けられる。各層にローム粒子を含む堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２４２点（坏１５３，高台付坏１６，甕類７２，小皿１）が散在した状態で出土している。３２３

は中央部西寄りの床面から出土し，住居廃絶時に廃棄されたものと考えられる。３２２は中央部南寄り，３２５は北

西コーナー部，３２４は竈前部から出土した破片が接合したもので，いずれも覆土下層から出土し，住居廃絶後

に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器や重複関係から１１世紀代と考えられる。

竈土層解説
１ 灰 黄 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子微量

８ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
９ 褐 色 ロームブロック少量
１０ 明 赤 褐 色 焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量，ローム粒

子・炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量・砂粒微量

４ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

第１６１図 第２５１２号住居跡出土遺物実測図

第２５１２号住居跡出土遺物観察表（第１６１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３２２ 土師器 坏 １３�５ ４�５ ７�５ 長石・雲母 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 下層 １００％ PL４９

３２３ 土師器 坏 １４�０ ４�４ ７�４ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 下層 ６０％ PL４９

３２４ 土師器 坏 ［１１�５］ ４�５ ５�５ 長石 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 下層 ４５％

３２５ 土師器 小皿 ８�２ ２�１ ５�８ 長石・石英 にぶい褐 普通 底部回転糸切り 下層 ９５％

―２０２―



第２５１４号住居跡（第１６２・１６３図）

位置 調査区南西部のＰ８ｉ６区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５１２号住居に掘り込まれている。

規模と形状 南側部分がは調査区域外に延びているため，東西軸５�０４ｍ，南北軸は１�０８ｍが確認され，方形又

は長方形と推測される。主軸方向はＮ－１°－Ｅである。壁高は２８～３３�で，外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，東へ向かって緩やかに傾斜している。硬化面は明確ではない。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで７４�で，袖部幅６４�である。袖部は床面と

同じ高さの地山面に，ローム土を主体とした第１１～１５層を積み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さ

で，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に２２�ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上

がっている。

覆土 ６層に分けられる。各層にローム粒子を含む人為堆積の状況を示している。

竈土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物微量
３ 極暗赤褐色 炭化物・砂粒微量
４ 褐 色 焼土粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック・砂粒少量
６ 暗 褐 色 粘土ブロック少量，焼土粒子・砂粒微量
７ 褐 色 焼土粒子・砂粒中量
８ 灰 褐 色 焼土ブロック・砂粒少量

９ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，炭化粒子微量
１０ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
１２ にぶい赤褐色 ローム粒子・炭化粒子少量
１３ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
１４ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子・砂質粘土粒子少量
１５ 明 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
２ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子微量
５ 明 褐 色 ローム粒子中量
６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１６２図 第２５１４号住居跡実測図

―２０３―



遺物出土状況 土師器片１７点（甕類１６，小皿１），石器１点（砥石），鉄製品１点（鉄鏃）が散在した状態で出

土している。３２７は北東コーナー部の床面から出土しており，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。３２６は竈

前部から出土した破片が接合したものであり，Ｍ５６は北東コーナー部の東壁際の覆土下層から出土している。

いずれも住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１０世紀前半と考えられる。

第２５１５号住居跡（第１６４図）

位置 調査区南西部のＰ８ｇ１区，標高２１�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０６４～４０６６・４０８４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南西部分は調査区域外に延びているため，東西軸４�５６ｍ，南北軸は４�５３ｍが確認され，方形又は

長方形と推測される。主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は１０～１９�で，外傾して立ち上がっている。

床 平坦で，中央部が踏み固められている。

竈 北壁中央部に付設されており，規模は，焚口部から煙道部まで１�２９�，袖部幅７５�である。袖部は床面を

２３�掘り込み，床面と同じ高さまで焼土粒子や炭化粒子主体の第１５～１８層を充填する。さらに第１９層を突き固

めて基部とし，その上部に砂質粘土を主体とした第１２・１３層を積み上げて構築している。火床部は床面と同じ

第１６３図 第２５１４号住居跡出土遺物実測図

第２５１４号住居跡出土遺物観察表（第１６３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３２６ 土師器 甕 ［２０�３］（８�８） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 体部外面ヘラ削り 下層 ５％

３２７ 土師器 小皿 ９�７ １�８ ６�５ 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 底部回転ヘラ切り後
ナデ調整 床面 １００％ PL５０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１７ 砥石 （７�８） ５�８ １�６（１２３�８）凝灰岩 砥面２面 側面にも使用痕 両側欠損 覆土中 PL５３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５６ 鏃 （６�８） １�６ ０�２５～
０�３ （９�４） 鉄 刃部・茎部欠損 両関 下層 PL５３

―２０４―



第１６４図 第２５１５号住居跡・出土遺物実測図

―２０５―



高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５２�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上

がっている。

ピット ６か所。Ｐ１・Ｐ２は主柱穴と考えられ，深さは６７�・７２�である。Ｐ３～Ｐ６は深さ３０～８７�で，

性格は不明である。

覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１８点（坏２，甕類１６），須恵器片４点（蓋１，甕類３），鉄製品１点（刀子）が，散在

した状態で出土している。３２８は中央部やや南寄り，３３０は北東コーナー部，３３１は南東コーナー部のそれぞれ

床面から出土しており，住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。３２８は底部に「地田」の文字が書かれ

た土師器である。また３２９は北東コーナー部の覆土下層から出土し，内面に墨が付着しており滑らかなためめ，

硯に転用したものと考える。Ｍ５７は西壁の壁際の覆土中層から出土したもので，住居の廃絶後に廃棄されたも

のと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀中葉と考えられる。

第２５１７号住居跡（第１６５・１６６図）

位置 調査区南東部のＰ８ｈ５区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５１２住居に掘り込まれている。

規模と形状 長軸は３�５１ｍ，短軸は３�４０ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｗである。壁高は５～２４�で，外

傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・灰微量
３ にぶい橙色 灰多量，焼土粒子・炭化粒少量
４ 極 暗 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・砂質

粘土粒子微量
５ にぶい赤褐色 灰多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ にぶい橙色 灰多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
７ 極暗赤褐色 灰中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・灰少量
９ 暗 赤 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土ブロック微量

１１ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子・砂質
粘土粒子微量

１２ 灰 褐 色 砂質粘土粒子多量，炭化粒子微量
１３ 灰 褐 色 砂質粘土ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子少量
１４ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
１５ 明 褐 色 ローム粒子多量
１６ 褐 色 ローム粒子少量
１７ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
１８ 暗 赤 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１９ 褐 色 ロームブロック多量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 炭化物中量，ロームブロック・焼土ブロック・砂
質粘土粒子少量

６ 褐 色 ローム粒子少量

第２５１５号住居跡出土遺物観察表（第１６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３２８ 土師器 坏 － （１�９）［７�８］ 長石・石英・礫 黒 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り 内面ヘラ磨き
底部回転ヘラ切り 床面 １０％ PL５２

墨書「地田」

３２９ 須恵器 蓋 － （１�３） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 天井部回転ヘラ削り 下層 ５％ PL５１
硯転用カ 墨付

３３０ 土師器 甕 ［２６�６］（３�６） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 床面 ５％

３３１ 須恵器 甕 ［２７�１］（４�０） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 内面輪積痕 床面 ５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５７ 刀子 ［９�９］（０�９）０�２～０�３ （４�０） 鉄 刃先部・茎部の破片 刃身部断面三角形 中層

―２０６―



床 ほぼ平坦で，硬化面は明確ではない。

竈 北壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで６２�で，袖部幅４８�である。袖部は黒褐色

土を主体に構築している。火床部は床面と同じ高さであるが，火床面は確認できなかった。煙道部は壁外に２２

�掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ピット ５か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ１４～２２�である。Ｐ５は深さ１７�でＰ３に隣接しているが性格

は不明である。

覆土 １１層に分けられる。各層にローム粒子を含む人為堆積の状況を示している。

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量 ２ 極 暗 褐 色 粘土粒子・山砂粒子少量，ロームブロック微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 黒 褐 色 粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
３ 極 黒 褐 色 ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

７ 極 暗 褐 色 粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック少量
１０ 褐 色 ローム粒子多量
１１ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第１６５図 第２５１７号住居跡実測図

―２０７―



遺物出土状況 土師器片２０点（椀６，高台付椀３，甕１１）が散在した状態で出土している。また混入した須恵

器片も出土している。３３３は中央部やや東寄りの床面，３３２は同じ覆土下層からそれぞれ出土しており，住居の

廃絶後廃棄されたものと考えられる。

所見 遺物の出土量や竈の使用頻度，さらに床面の状況などから，住居としての使用期間が短かったと推測さ

れる。時期は，出土土器から１１世紀代と考えられる。

第２５１９号住居跡（第１６７・１６８図）

位置 調査区南部のＰ８ｉ０区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長軸２�９３ｍ，短軸２�５８ｍの長方形で，主軸方向はＮ－１°－Ｗである。壁高は３８～４０�で，外傾

して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

竈 西壁中央部に付設されている。天井部が残った状態で検出され，天井部中央部に直径２０�程度の掛け口が

確認できた。規模は焚口部から煙道部まで１０９�，袖部幅９６�である。袖部及び天井部は，地山の上に粘土ブ

ロックを主体とした第１１～１７層を積み上げて構築している。火床部は床面と同じ高さであり，火床面は火を受

けて赤変硬化している。煙道部は壁外に３７�ほど掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第１６６図 第２５１７号住居跡出土遺物実測図

竈土層解説
１ 極 暗 褐 色 山砂粒子少量，粘土粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 極 暗 褐 色 山砂粒子中量，焼土ブロック少量
５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子少量
８ 黒 褐 色 焼土粒子微量
９ 暗 褐 色 焼土ブロック少量

１０ 黒 褐 色 焼土ブロック少量
１１ 暗 褐 色 粘土ブロック微量
１２ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子中量
１３ 暗 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量
１４ 褐 色 粘土粒子中量，焼土粒子少量
１５ にぶい褐色 粘土ブロック少量，焼土粒子微量
１６ 褐 色 粘土粒子中量，炭化粒子粒子少量，粘土ブロック

微量
１７ 暗 褐 色 粘土ブロック中量，ロームブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

５ 褐 色 炭化粒子微量
６ 明 褐 色 ロームブロック多量
７ 褐 色 ローム粒子微量

第２５１７号住居跡出土遺物観察表（第１６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３３２ 土師器 椀 ［１９�４］（７�２） － 長石・石英 黒 普通 体部内面ヘラ磨き 下層 １０％ 煤付着

３３３ 土師器 椀 ［１９�８］（６�４） － 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き 床面 １０％ 煤付着

―２０８―



遺物出土状況 土師器片２３５点（坏６３，高台付坏１，椀２，高台付椀１，甕類１６７，小形甕１），須恵器１５５点（坏

８０，高台付坏２，蓋２，甕７１），石製品３点（紡錘車１，砥石２），鉄製品３点（釘１，鉄鏃２），銅製品１点

（巡方）が散在した状況で出土している。３４０は竈の火床面から逆位で出土していることから，支脚として使

われていたと考える。３３７は南壁際の床面，３３８は南西コーナー部の覆土下層から出土しており，住居の廃絶後

に廃棄されたものと考えられる。Ｑ１８，Ｍ５８は覆土上層から出土している。

所見 時期は，出土土器から９世紀後葉と考えられる。

第１６７図 第２５１９号住居跡・出土遺物実測図

―２０９―



第１６８図 第２５１９号住居跡出土遺物実測図

第２５１９号住居跡出土遺物観察表（第１６８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３３４ 土師器 椀 ［１６�８］ ５�２ ６�８ 長石・石英・白色粒子 黒 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転糸切り 上層 ５０％

３３５ 土師器 椀 ［１５�３］ ４�６ ７�０ 長石・雲母 浅黄橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部多方向からのヘラ削り 覆土中 ３５％ PL５０
墨書「□」

３３６ 土師器 高台付椀 － （４�０） ６�７ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼
り付け後ナデ調整 覆土中 ３５％

３３７ 土師器 甕 ［２２�４］（１０�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 床面 １０％

３３８ 土師器 甕 ［２０�８］（８�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 外面輪積痕 下層 ５％

３３９ 土師器 甕 － （９�６） ６�６ 長石・雲母・礫 にぶい橙 普通 体部外面下端ヘラ削り 内面輪積痕 竈覆土中 ４０％

３４０ 土師器 小形甕 １３�８ １２�０ ５�８ 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 体部外面ヘラ削り 竈火床面 ８０％ PL５０

―２１０―



第２５２１号住居跡（第１６９図）

位置 調査区北西部のＰ８ｃ４区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５１１・２５２０号住居跡を掘り込み，第４０８８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸３�２１ｍ，短軸３�１７ｍの方形で，主軸方向はＮ－９１°－Ｅである。壁高は２０～３７�で，外傾し

て立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，中央部から北西部にかけて踏み固められている。壁下には幅１１～２０�，深さ５～１１�でＵ字

状の断面を呈する壁溝が巡っている。

竈 東壁中央部に付設されている。規模は，焚口部から煙道部まで８６�，袖部幅９６�である。袖部はローム土

を主体とする第１４・１５層を基部とし，その上に砂質粘土を主体とする第１０～１３層を積み上げて構築している。

火床部は，床面と同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に５１�ほど掘り込まれ，火

床部から外傾して立ち上がっている。覆土は第１～９層に分けられる。第４層は，天井部の崩落層に相当する。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さは１２～２６�である。

覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３１点（坏１，高台付坏１，小皿２，甕類２７），鉄製品１点（釘）が出土している。Ｍ

６２は北東コーナー部の床面から出土しており，住居の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。３４１，３４２は南壁

際中央部の覆土下層から出土しており，住居の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から１１世紀代と考えられる。

竈土層解説
１ にぶい褐色 砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化

粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
４ にぶい褐色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量
５ 暗 赤 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
６ 赤 褐 色 焼土ブロック・白色粒子少量，炭化物微量
７ にぶい赤褐色 焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化物微量

８ 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
９ 黒 褐 色 焼土粒子中量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
１１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子多量，砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量
１２ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
１３ にぶい黄褐色 砂質粘土粒子多量
１４ 黒 褐 色 炭化粒子粒子少量，砂質粘土粒子微量
１５ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
６ 褐 色 砂質粘土粒子中量，炭化粒子微量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１８ 砥石 （６�９） ４�２ １�９ （７０�８）凝灰岩 砥面２面 片側欠損 上層

Ｑ１９ 砥石 （３�８）（３�５） １�４ （２６�２）凝灰岩 砥面１面 覆土中

番号 器種 最大径 厚さ 孔径 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２０ 紡錘車 ４�８ （１�３） ０�９ （３０�８）粘板岩 無文 下部欠損 円錐台形 覆土中 PL５３

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ５８ 巡方 ２�７ ２�４ ０�５～
０�７ ６�８ 銅 表面・側面丁寧な研磨 裏面四隅に突起有り 上層

Ｍ５９ 釘 （７�７） ０�４ ０�３～
０�４ （５�９） 鉄 断面方形の棒状 上層

Ｍ６０ 鏃カ （７�１） ０�９ ０�４～
０�６ （７�９） 鉄 断面方形の棒状 上層 PL５３

Ｍ６１ 鏃 （５�１） １�０ ０�２～
０�４ （４�５） 鉄 両丸造 茎部の断面形方形 上層 PL５３

―２１１―



第１６９図 第２５２１号住居跡・出土遺物実測図

第２５２１号住居跡出土遺物観察表（第１６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３４１ 土師器 小皿 ９�７ １�８ ６�５ 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 下層 １００％ PL５０

３４２ 土師器 小皿 ９�３ ２�０ ４�９ 雲母 橙 普通 底部回転糸切り 下層 １００％ PL５０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６２ 釘 （７�５） ０�５ ０�３～
０�４ （８�９） 鉄 断面方形の棒状 床面 PL５３

―２１２―



� 掘立柱建物跡

第４５０号掘立柱建物跡（第１７０図）

位置 調査区中央部のＰ８ｆ９区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第６７号井戸に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－７９°－Ｅの東西棟である。規模は，桁行７�２ｍ，

梁行４�２ｍで，面積は３０�２４�である。柱間寸法は，桁行は東より１�８ｍ（６尺），２�７ｍ（９尺），２�７ｍ（９尺）

で，梁行は北より２�４ｍ（８尺），１�８ｍ（６尺）である。また，Ｐ２とＰ７を結ぶ軸線上にはＰ１１が位置し，

底面から柱の圧痕が確認されていることから束柱穴と考えられる。

柱穴 １１か所。深さは３０～６４�である。土層は，第１層が柱抜き取り痕に相当する。第２～９層が埋土で第２・

３層を主体として版築状に突き固められている。

遺物出土状況 土師器片１２点（甕），須恵器片１点（坏）が出土している。

所見 出土土器からの時期を判断は困難であるが，柱筋を揃えてＬ字型に並ぶ第４５１号掘立柱建物跡と同時期

に機能していたと推測されることや重複関係から，時期は９世紀後葉と考えられる。

第４５１号掘立柱建物跡（第１７１・１７２図）

位置 調査区北部のＰ８ｃ９区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４５２号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－１０°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行７�２ｍ，

梁行４�８ｍで，面積は３４�５６�である。柱間寸法は，桁行は２�４ｍ（８尺）で，梁行は東より２�７ｍ（９尺），２�１

ｍ（７尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。深さは３５～８２�である。土層は，第１層が柱抜き取り痕に相当する。第２～５層が埋土で，第

２～４層を主体として版築状に突き固められている。柱のあたりは，各柱穴の底面に明瞭に残り，径２０�が著

しく硬化している。

遺物出土状況 土師器片７１点（坏６，高坏１，甕６４），須恵器片３３点（坏１０，蓋１，高盤１，甕１９，甑２），土

製品１点，鉄製品１点（刀子），鉄滓１点が出土している。３４３は，Ｐ６の埋土第３層から出土している。３４６・

３４７は，Ｐ３・Ｐ４の覆土下層，Ｍ６４はＰ９の覆土中からそれぞれ出土している。

所見 柱筋を揃えてＬ字型に並ぶ第４５０号掘立柱建物跡と同時期と推測されることや，出土遺物・重複関係か

ら，時期は９世紀後葉と考えられる。

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，白色粘土粒子少量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・白色粘土粒子微量

６ にぶい褐色 白色粘土粒子中量，ローム粒子微量
７ 明 褐 色 ロームブロック中量，白色粘土粒子少量
８ 黒 褐 色 白色粘土粒子少量，ローム粒子微量
９ 暗 褐 色 ローム粒子中量

土層解説（各柱穴共通）
１ 暗 褐 色 ローム粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
３ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
５ 褐 色 ローム粒子中量

―２１３―



第１７０図 第４５０号掘立柱建物跡実測図

―２１４―



第１７１図 第４５１号掘立柱建物跡実測図

―２１５―



第４５２号掘立柱建物跡（第１７３・１７４図）

位置 調査区北部のＰ８ｃ８区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４５４号掘立柱建物跡を掘り込み，第４１２５・４１２７号土坑，第４５１号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－５°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行７�２ｍ，

梁行４�８ｍで，面積は３４�５６�である。柱間寸法は，桁行，梁行ともに２�４ｍ（８尺）を基調とし，均等に配置

され，柱筋はほぼ揃っている。

第１７２図 第４５１号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第４５１号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１７２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３４３ 須恵器 坏 ［１４�０］ ４�５ ［５�８］ 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面下端ヘラ削り Ｐ６上層 ２０％

３４４ 土師器 椀 ［１４�６］ ３�８ ［６�５］ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部内面ヘラ磨き Ｐ９中層 １０％

３４５ 須恵器 高盤 － （２�３）［６�４］ 長石・石英 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け Ｐ４中層 ５％

３４６ 須恵器 甕 ［２３�１］（４�４） － 長石・雲母 オリーブ黒 普通 口辺部内・外面ヘラナデ Ｐ３下層 ５％

３４７ 須恵器 甕 － （１１�４）［１５�４］長石・石英・雲母 褐灰 普通 体部外面ヘラ削り 内面ヘラナデ 指頭圧痕 Ｐ４下層 １５％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６３ 刀子 （１４�２） １�２ ０�３ （１５�０）鉄 刃先欠損 茎部に三角状の高まり有り Ｐ４覆土中 PL５３

Ｍ６４ 鉄滓 ３�７ ３�１ １�８ ３０�３ 鉄 着磁性有り Ｐ９覆土中

―２１６―



第１７３図 第４５２号掘立柱建物跡実測図�

―２１７―



柱穴 １０か所。深さは５０～８０�である。土層は，第１層が柱抜き取り痕に相当する。第２～６層が埋土で，第

２～４層を主体として版築状に突き固められている。柱のあたりは，各柱穴の底面に明瞭に残っており，径２０

�が著しく硬化している。

遺物出土状況 土師器片１点（甕），須恵器片１点（甑）が出土している。

所見 柱筋を揃えて南北に並ぶ第４５３号掘立柱建物跡と同時期と推測されることや重複関係から，時期は９世

紀中葉と考えられる。

第４５３号掘立柱建物跡（第１７５図）

位置 調査区南部のＰ８ｇ０区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４１１７・４０５５号土坑を掘り込み，第４１１４・４１１６・４１２１・４０４０号土坑に掘り込まれている。

規模と構造 桁行３間，梁行２間の側柱建物で，桁行方向Ｎ－４°－Ｗの南北棟である。規模は，桁行５�４ｍ，

梁行３�６ｍで，面積は１９�４４�である。柱間寸法は，桁行，梁行ともに１�８ｍ（６尺）を基調とし，均等に配置

され，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 １０か所。深さは３０～４８�である。土層は，第１層が柱抜き取り痕に相当する。第２～６層が埋土で，第

２・３・６層を主体として版築状に突き固められている。柱のあたりは，各柱穴の底面に明瞭に残っており，

径２２�が著しく硬化している。

遺物出土状況 土師器片１２点（坏３，甕９），須恵器片１０点（坏７，甕３），鉄滓１点，流れ込みと思われる縄

文土器片１点も出土している。３４８は，Ｐ６の底面から出土した破片が接合したものである。TP１７はＰ１０の

覆土下層から，Ｍ６５はＰ１の覆土中からそれぞれ出土したものである。

所見 柱筋を揃えて南北に並ぶ第４５２号掘立柱建物跡と同時期と推測されることや，重複関係，出土遺物から，

時期は９世紀中葉と考えられる。

第１７４図 第４５２号掘立柱建物跡実測図�

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・粘土粒子微量

４ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量
５ にぶい褐色 粘土粒子多量，ローム粒子中量
６ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ローム粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ にぶい褐色 ローム粒子中量

４ 黒 褐 色 ローム粒子少量
５ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・白色粘土粒子微量

第４５３号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３４８ 須恵器 坏 １３�１ ４�２ ７�９ 長石・石英 オリーブ灰 普通 体部外面下端ヘラ削り 底部一方向からのヘラ削り Ｐ６下層 ７０％ PL５１

―２１８―



第１７５図 第４５３号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

―２１９―



第４５４号掘立柱建物跡（第１７６・１７７図）

位置 調査区北部のＰ８ｂ９区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

第１７６図 第４５４号掘立柱建物跡実測図

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP１７ 須恵器 甕 長石・雲母 灰 普通 体部外面格子目叩き Ｐ１０下層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６５ 鉄滓 ４�８ ４�３ ２�０ ５６�９ 鉄 着磁性なし Ｐ１覆土中

―２２０―



重複関係 第４５１・４５２号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と構造 北側が調査区域外のため全体の規模は不明であるが，桁行３間，梁行２間の側柱建物跡と推定さ

れ，桁行方向Ｎ－０°の南北棟である。規模は，桁行５�４ｍ，梁行３�６ｍで，面積は１９�４４�である。柱間寸法は，

桁行，梁行ともに１�８ｍ（６尺）を基調とし，均等に配置され，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴 ８か所。深さは５２～８２�である。土層は，第１層が柱抜き取り痕に相当する。第２～８層が埋土で，第

２～４層を主体として版築状に突き固められている。柱のあたりは，各柱穴の底面に明瞭に残っており，径２２

�の円形の範囲が著しく硬化している。

遺物出土状況 土師器片２８点（坏４，甕２４），須恵器片１点（坏）が出土している。３４９はＰ８の底面から逆位

で出土している。

所見 他の掘立柱建物跡とは軸線が異なり，時期は，出土土器や重複関係から９世紀前葉と考えられる。

� 土坑

第４０２１号土坑（第１７８図）

位置 調査区南西部のＰ８ｉ３区，標高２１�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５１０号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 径１�１８ｍの円形で，深さは１２�である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７点（坏１，甕類６）が出土している。３５０は覆土下層から出土しており，土坑の廃

絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，重複関係や出土土器から１１世紀代と考えられるが，性格は不明である。

第１７７図 第４５４号掘立柱建物跡出土遺物実測図

土層解説（各柱穴共通）
１ 黒 褐 色 ロームブロック・粘土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子少量

５ にぶい褐色 粘土ブロック中量，ローム粒子微量
６ にぶい褐色 ローム粒子・粘土粒子中量
７ 褐 色 ローム粒子中量，粘土粒子微量
８ 黒 褐 色 粘土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子少量

第４５４号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第１７７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３４９ 須恵器 坏 １３�５ ４�７ ７�８ 長石・石英・雲母・礫 にぶい褐 普通 体部外面下端ヘラ削り 底部一方向からのヘラ削り Ｐ８底面 １００％ PL５１

―２２１―



第４０６２号土坑（第１７９図）

位置 調査区中央部のＰ８ｅ０区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４５０号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径０�８６ｍ，短径０�６５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５５°－Ｅである。深さは５０�で，底面は平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

第１７８図 第４０２１号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，砂粒少量
２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物・砂粒中量，砂質粘土

粒子少量

４ 極 暗 褐 色 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，炭化物微量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，砂粒微量
６ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・砂質粘土粒子微量
７ 黒 褐 色 焼土粒子中量，ロームブロック少量

第１７９図 第４０６２号土坑出土遺物実測図

第４０２１号土坑出土遺物観察表（第１７８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５０ 土師器 坏 ［１４�０］ ３�５ ［６�４］ 長石・白色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 底面 ４０％

―２２２―



遺物出土状況 土師器片１２点（甕類），須恵器片２点（甕），土製品１点（支脚）が出土している。３５１，DP１７

は覆土上層から出土し，土坑廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，重複関係や出土土器から９世紀後葉と考えられるが，性格は不明である。

第４０７３号土坑（第１８０図）

位置 調査区東部のＰ９ｅ０区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第１４号道路跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�４４ｍ，短径１�３６ｍの円形で，深さは３１～４５�である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上

がっている。

覆土 ５層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３１点（坏６，高台付坏３，甕類２２），須恵器片１０点（坏５，甕類５）が出土している。

３５２は底面から出土し，土坑の廃絶時に廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，重複関係や出土土器から９世紀中葉と考えられるが，性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

４ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 炭化物・焼土粒子微量

第１８０図 第４０７３号土坑・出土遺物実測図

第４０６２号土坑出土遺物観察表（第１７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５１ 土師器 甕 － （１７�８）［７�１］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ磨き 内面ヘラナデ 上層 ３５％ 煤付着

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１７ 支脚 （１３�２） ６�５ （５�１）（２８４�７）土 表面は，火熱を受けて赤変している 上層

第４０７３号土坑出土遺物観察表（第１８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５２ 土師器 坏 １３�２ ４�１ ５�６ 長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部下端ヘラ削り 内面ヘラ磨き 底部一方向
からのヘラ削り 底面 １００％ PL５１

―２２３―



第４０７７号土坑（第１８１図）

位置 調査区南部のＰ８ｉ５区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０８０号土坑を掘り込み，第２５１２号住居に掘り込まれている。

規模と形状 長径０�８４ｍ，短径０�６５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３１°－Ｅである。深さは２６�で，底面は平

坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３９点（坏１１，高台付坏１６，甕類１２），鉄滓１点が出土している。３５３・３５４は底面から

出土し，土坑の廃絶時に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，重複関係や出土土器から１０世紀後半と考えられるが，性格は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量

３ 明 褐 色 ローム粒子多量

第１８１図 第４０７７号土坑・出土遺物実測図

第４０７７号土坑出土遺物観察表（第１８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５３ 土師器 坏 ［１６�０］（４�７） － 長石・石英 黒 普通 体部外面ヘラナデ 下端ヘラ削り 内面ヘラ磨き 底面 ３０％

３５４ 土師器 甕 ［２０�７］（１５�５） － 長石・雲母・礫 浅黄橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 体部外面ヘラ削り 上・下層 ２０％

―２２４―



第４０８０号土坑（第１８２図）

位置 調査区南区のＰ８ｉ５区，標高２０�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０７７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径０�８０ｍ，短径０�４９ｍの楕円形で，長径方向Ｎ－２２°－Ｅである。深さは２３�で，底面は平坦

で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１点（高台付椀）が出土している。３５５は覆土上層から出土し，土坑の廃絶後に廃棄

されたと考えられる。３５５は高台付椀の底部を利用し，底部中央を穿孔して紡錘車に転用している。

所見 時期は，重複関係や出土土器から１０世紀前半と考えられるが，性格は不明である。

第４０８６号土坑（第１８３図）

位置 調査区南東部のＰ９ｇ９区，標高１９�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０８９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径３�４１ｍ，短径２�０７ｍの不定形で，長径方向はＮ－９°－Ｗである。深さは４７～５０�で，底面

は階段状に掘り込まれ，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ７層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片８６点（坏８，高台付坏１，盤１，甕類７６），須恵器片４９点（坏２３，高台付坏１，蓋１，

甕類２４）が出土している。３５６，TP１８・１９いずれも覆土中から出土し，土坑の廃絶後に廃棄されたと考えられ

る。

所見 時期は，出土土器から９世紀代と考えられるが，性格は不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 明 褐 色 ローム粒子多量

第１８２図 第４０８０号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物砂粒

微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，砂質粘土ブロック・炭化粒

子微量

４ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化物微量
５ にぶい黄褐色 砂質粘土ブロック中量
６ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂粒微量
７ 黒 褐 色 砂粒中量，砂質粘土ブロック微量

第４０８０号土坑出土遺物観察表（第１８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５５ 土師器 高台付椀 － （１�６） ７�２ 長石・雲母 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 上層 ２０％ PL５１
転用紡錘車

―２２５―



第４１１６号土坑（第１８４図）

位置 調査区南部のＰ８ｈ０区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４５３号掘立柱建物跡，第４１５１号土坑を掘り込み，第４１２２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 径１�５０ｍほどの円形で，深さは１６～１９�である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

第１８３図 第４０８６号土坑・出土遺物実測図

第４０８６号土坑出土遺物観察表（第１８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５６ 須恵器 短頸壺 － （６�０）［５�８］ 長石・石英 灰 普通 体部外面下端ヘラ削り 覆土中 ４０％ PL５０

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP１８ 須恵器 甕 長石・礫 灰 普通 体部外面格子状の叩き 内面同心円状の当て具痕 ヘラナデ 覆土中 PL５２

TP１９ 須恵器 甕 長石 灰白 普通 体部外面斜位の平行叩き 内面同心円状のあて具痕 覆土中

―２２６―



覆土 ３層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積の状況を示している。

遺物出土状況 土師器片８点（高台付椀２，甕類６）が散在した状態で出土している。３５７は覆土中層，３５８は

覆土上層からそれぞれ出土し，土坑の廃絶後に廃棄されたと考えられる。

所見 時期は，重複関係や出土土器から１１世紀代と考えられるが，性格は不明である。

第４１１７号土坑（第１８５図）

位置 調査区南部のＰ８ｇ０区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０５５号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�４１ｍ，短径１�１８ｍの惰円形で，長径方向はＮ－５°－Ｅである。深さは１８～３３�で，底面

は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ５層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片４９点（坏２９，高台付坏２，甕類１８）が出土している。３５９・３６０は覆土下層から出土し，３６０

は，見込み部に×字状と見られるヘラ書きが施されている。

所見 時期は，出土土器から１０世紀代と考えられるが，性格は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量

第１８４図 第４１１６号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

４ 灰 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
５ 灰 褐 色 炭化物・焼土粒子微量

第４１１６号土坑出土遺物観察表（第１８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５７ 土師器 高台付椀 － （２�４） ８�１ 長石・雲母 橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 中層 ２０％

３５８ 土師器 高台付椀 － （２�１）［６�８］ 長石 浅黄橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 上層 １０％

―２２７―



第４１２２号土坑（第１８６図）

位置 調査区南部のＰ８ｈ０区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４１１６・４１２１・４１２３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 径０�８０ｍほどの円形で，深さは２３～３０�である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ２層に分けられる。ロームブロックを多く含む堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片７点（坏１，甕類６），須恵器片４点（坏１，甕類３）が出土している。３６１は覆土下

層から出土し，土坑の廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見 時期は，出土土器から９世紀代と考えられるが，性格は不明である。

第１８５図 第４１１７号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

第１８６図 第４１２２号土坑・出土遺物実測図

第４１１７号土坑出土遺物観察表（第１８５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３５９ 土師器 坏 ［１３�０］ ４�１ ［７�６］ 長石・石英 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 上層 ４５％

３６０ 土師器 高台付坏 － （２�０）［６�７］ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部ヘラ切り後高台貼り付け 下層 １０％ PL５２ 底
部内面ヘラ書き

第４１２２号土坑出土遺物観察表（第１８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３６１ 須恵器 坏 ［１３�４］ ４�４ ［６�４］ 長石・石英・雲母 灰 普通 体部外面下端ヘラ削り 底部一方向からのヘラ削り 下層 ２５％

―２２８―



� 鍛冶関連土坑

第４１１９号土坑（第１８７図）

位置 調査区中央部のＰ８ｆ９区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４５０号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長径０�６２ｍ，短径０�４９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３０°－Ｗである。深さは１８�で，底面は階

段状に掘り込まれ，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 砂鉄１０９�３ｇ，鍛造剥片０�８ｇ（３�未満０�２ｇ，３�以上０�６ｇ），粒状滓１�６７ｇ（３�未満０�０３

ｇ，５�未満０�０４ｇ，不定形１�５５ｇ）が覆土上層から中層にかけて出土している。

所見 北隣のＰ８ｅ９区では，３１８�６ｇの鉄滓が出土しており，本跡の遺物の出土状況から鍛冶工房の炉跡の

可能性も考えられる。また，本跡から東８０�には，第４１２０号土坑が確認され，鉄滓，砂鉄，鍛造剥片，粒状滓

板状滓，炭などが出土している。軸線，形状ともに本跡と類似しており，同一時期に機能していたと考えられ

る。板状滓や鍛造剥片の出土から小鍛冶が行なわれていたと推測される。時期は，出土土器が無いため不明で

あるが，第４１２５号土坑と同じ時期の９世紀代と考えられる。

第４１２０号土坑（第１８８図）

位置 調査区中央部のＰ８ｆ９区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４５０号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長径０�７１ｍ，短径０�６２ｍの円形で，長径方向はＮ－３０°－Ｗある。深さは１８�で，底面は平坦を

呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 鉄滓１１２７�５ｇ，砂鉄３８５�３ｇ，鍛造剥片２４４�５ｇ（３�未満１３０�３ｇ，３�以上１１４�２ｇ），粒状

滓３３４�１ｇ（３�未満３�０ｇ，５�未満０�９ｇ，不定形３３０�２ｇ），板状鉄滓４３�７ｇ，炭１�３ｇが覆土上層から出土

している。

所見 北側のＰ８ｅ９区からは，３１８�６ｇの鉄滓が出土しており，遺物の出土状況から鍛冶工房の炉跡の可能

性も考えられる。また，本跡の西８０�の所には，第４１１９号土坑が確認され，砂鉄，鍛造剥片，粒状滓が出土し

ている。軸線，形状ともに類似しており，同一時期に機能していたと考えられる。板状滓や鍛造剥片の出土か

ら小鍛冶が行なわれていたと推測される。時期は，出土土器が無いため不明であるが，第４１２５号土坑と同じ９

世紀代の可能性が考えられる。

土層解説
１ 黒 色 ローム粒子・炭化粒子・鍛造剥片微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・鍛造剥片微量

３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第１８７図 第４１１９号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 鍛造剥片少量，ローム粒子・炭化粒子・鉄滓微量
２ 黒 色 焼土粒子・炭化粒子・鍛造剥片微量

３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 明 褐 色 ローム粒子多量

―２２９―



第４１２５号土坑（第１８９図）

位置 調査区北部のＰ８ｃ９区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４５１・４５２号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�４７ｍ，短径０�７６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－７９°－Ｅである。階段状に掘り込まれてお

り，深さは３２～５４�で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ６層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１１点（坏８，高台付坏１，甕２），須恵器片６点（坏２，甕４），椀状滓３点（９５９�９

ｇ），鉄滓１９２７�５ｇ，砂鉄７１�０ｇ，鍛造剥片８５２�８ｇ（３�未満４４６�７ｇ，５�未満１３０�９ｇ，５�以上２７５�２ｇ），

粒状滓３１�２ｇ（３�未満１７�４ｇ，５�未満９�８ｇ，５�以上４�０ｇ），板状滓６９�１ｇ，炭３３�２ｇが第４層の上面

から第６層の上面にかけて出土している。３６２～３６５，TP２０，Ｍ６６～６８はいずれも覆土中層から出土しており，

出土状況から廃棄されたものと考えられる。鍛造剥片は，第６層上面の縦２０�，横３５�の範囲に広がって確認

された。また，３６３は底部に「�」と書かれた墨書土器である。

所見 出土遺物は，出土状況から廃棄されたものと考えられる。椀状滓，鍛造剥片，粒状滓などが出土してい

ることから，近くに鍛冶関連施設の存在が想定できる。また，Ｐ８ｃ９区からは１２４５�３ｇの鉄滓が出土してお

り，本跡の西５０�には，第４１２７号土坑が確認され，そこからも椀状滓，鉄滓，砂鉄，鍛造剥片，板状滓が覆土

中から出土している。同時期に機能していたかについては不明であるが，板状滓や粒状滓，鍛造剥片の出土か

ら，この周辺で小鍛治が行われていたと推測される。時期は，出土土器から９世紀前葉と考えられる。

第１８８図 第４１２０号土坑実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・鍛造剥片微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子微量

５ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量，鉄
滓微量

６ 黒 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒・鉄
滓微量

第４１２５号土坑出土遺物観察表（第１８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３６２ 須恵器 坏 １３�７ ４�７ ７�４ 長石・石英 黄灰 普通 体部下端ヘラ削り 底部多方向からの削り 中層 ６５％

３６３ 須恵器 高台付坏［１２�８］（４�３） ６�６ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 中層 ７０％ PL５１・５２
墨書土器「�」

３６４ 須恵器 甕 ［２４�２］（２０�３） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面ナデ 中層 ３０％ PL５１

３６５ 土師器 甕 － （３�７）［８�６］ 長石・石英・雲母 灰褐 普通 体部外面下端ヘラ磨き 内面ナデ 中層 ５％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP２０ 須恵器 甕 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面格子目叩き 中層

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６６ 鉄滓 ８�２ ７�７ ３�１ ２３０�０ 鉄 椀状滓 凹面の中央部がくぼみ，皿状を呈す 中層 PL５４

―２３０―



第１８９図 第４１２５号土坑・出土遺物実測図

―２３１―



第４１２７号土坑（第１９０図）

位置 調査区北部のＰ８ｃ９区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４５１・４５２号掘立柱建物に掘り込まれている。

規模と形状 長径０�４０ｍ，短径０�３２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５２°－Ｗである。深さは１２�で，底面は皿

状を呈し，壁は外傾して立ち上がっている。西側には，幅２０�，長さ３０�わたって，粘土塊が確認されている。

覆土 ５層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 椀状滓２点１２１１�５ｇ，鉄滓７４５�１ｇ，砂鉄３１２�４ｇ，鍛造剥片２５４�０ｇ（３�未満１２９�５ｇ，５�

未満６４�７ｇ，５�以上５９�８ｇ），粒状滓３２�０ｇ（３�未満５�５ｇ，５�未満３�４ｇ，５�以上１�７ｇ，不定形２１�４

ｇ），Ｍ７１～７４が覆土中から出土している。

所見 出土状況から，廃棄土坑と考えられるが，粘土塊の出土から工房跡の可能性も考えられる。東側の

Ｐ８ｃ９区からは，１２４５�３ｇの鉄滓が出土している。また本跡の東５０�の所には，第４１２５号土坑が確認され，

土師器片，須恵器片，椀状滓，鉄滓，砂鉄，鍛造剥片，粒状滓，板状滓，炭などが出土している。同時期に機能し

ていたかについては不明であるが，鍛造剥片や粒状滓などの出土から，この周辺で小鍛冶が行われていたと推

測される。時期は，出土土器が無いため明確ではないが，第４１２５号土坑と同じ時期の９世紀代と考えられる。

土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物・鍛造剥

片微量
２ 黒 褐 色 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・鍛造剥片

微量

３ にぶい褐色 粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・鍛造剥片少量，ローム粒子・

粘土粒子微量

第１９０図 第４１２７号土坑・出土遺物実測図

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ６７ 鉄滓 ９�２ ９�８ ４�３ ３１７�２ 鉄 椀状滓 凹面の中央部がくぼみ，皿状を呈す 中層 PL５４ 藁付着

Ｍ６８ 鉄滓 ８�６ １０�８ ３�２ ４０３�７ 鉄 椀状滓 凹面の中央部がくぼみ，皿状を呈す 中層 PL５４

第４１２７号土坑出土遺物観察表（第１９０図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７１ 鉄滓 ９�７ ６�４ ４�５ ２２０�７ 鉄 椀状滓 凹面の中央部がくぼみ，皿状を呈す 覆土中 PL５４

―２３２―



番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７２ 鉄滓 ５�３ ７�２ ３�９ ８９�７ 鉄 椀状滓 凹面の中央部がくぼみ，皿状を呈す 覆土中 PL５４

Ｍ７３ 鉄滓 ４�４ ５�８ ３�０ ９３�０ 鉄 表面に木炭痕を残す 着磁性なし 覆土中

Ｍ７４ 鉄滓 ５�０ ５�７ ３�９ １４４�６ 鉄 表面に木炭痕を残す 着磁性なし 覆土中

表１６ 平安時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設
覆土 主な出土遺物 時代

主柱穴出入口ピットピット 炉・竈 貯蔵穴

２５００ Ｐ７ｅ９ Ｎ－９°－Ｅ 方形 ３�２２×３�１４ ８～１６ 平坦 全周 － １ １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀前葉

２５０２ Ｐ８ｆ２ Ｎ－３°－Ｅ 方形 ３�３３×３�３１ ８～３２ 平坦 一部 ４ － ４ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片 ９世紀前葉

２５０３ Ｐ８ｅ２ Ｎ－６°－Ｅ 長方形 ３�３８×３�１０ ２２～３３ 平坦 全周 － － １ 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，鎌，釘，鉄滓 ９世紀中葉

２５０６ Ｐ８ｄ４ Ｎ－７４°－Ｅ［長方形］ ４�７０×（３�４５）２０～２３ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片，陶器
片 １０世紀前半

２５０７ Ｐ８ｆ５ Ｎ－６°－Ｗ 方形 ３�７８×３�５６ ３８～５２ 平坦 全周 － １ － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器
片，刀子，鉄鏃，鉄滓 ９世紀中葉

２５０８ Ｐ８ｄ６ Ｎ－４°－Ｗ 方形 ４�１３×３�８４ ５０～６８ 平坦 全周 ４ １ ６ 竈１ － 自然 土師器片，須恵器
片，支脚，刀子，鉄滓 ９世紀前葉

２５０９ Ｐ８ｈ７ Ｎ－９２°－Ｅ 方形 ４�５８×４�５５ ４０～５４ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片 １０世紀後半

２５１０ Ｐ８ｉ３ Ｎ－１３°－Ｗ［長方形］［４�１２］×（２�１２）４～１２ 平坦 一部 － － － 竈１ － 人為 土師器片，鉄滓 １０世紀代

２５１１ Ｐ８ｃ４ Ｎ－１１°－Ｗ 方形 ３�６５×３�４６ ４４～５９ 平坦 全周 － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，鉄鏃 ９世紀中葉

２５１２ Ｐ８ｉ６ Ｎ－２°－Ｅ 方形 ３�４８×３�１１ ２６～３６ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片 １１世紀代

２５１４ Ｐ８ｉ６ Ｎ－１°－Ｅ ［方形・長方形］［５�０４］×（１�０８）２８～３３ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片，砥石，
鉄鏃 １０世紀前半

２５１５ Ｐ８ｇ１ Ｎ－３°－Ｅ ［方形・長方形］ ４�５６×（４�５３）１０～１９ 平坦 全周 ２ － ４ 竈１ － 人為 土師器片，須恵
器片，刀子 ９世紀中葉

２５１７ Ｐ８ｈ５ Ｎ－５°－Ｗ 方形 ３�５１×３�４０ ５～２４ 平坦 － ４ － １ 竈１ － 人為 土師器片 １１世紀代

２５１９ Ｐ８ｉ０ Ｎ－１°－Ｗ 長方形 ２�９３×２�５８ ３８～４０ 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器片，須恵器片，
紡錘車，砥石，巡方 ９世紀後葉

２５２１ Ｐ８ｃ４ Ｎ－９１°－Ｅ 方形 ３�２０×３�１７ ５～３３ 平坦 全周 ４ － － 竈１ － 人為 土師器片，釘 １１世紀代

表１７ 平安時代掘立柱建物跡一覧表

番号 位置 桁行方向
柱間数
桁×梁
（間）

規模
桁×梁
（ｍ）

面積
（�）

桁行
柱間
（ｍ）

梁行
柱間
（ｍ）

柱穴（�）
主な出土遺物

備考
（時期）構造 柱穴数 平面形 深さ

４５０ Ｐ８ｆ０ Ｎ－７９°－Ｅ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�１ 側柱
（一面庇） １１ 長方形 ３０～６４ 土師器片，須恵

器片 ９世紀後葉

４５１ Ｐ８ｃ９ Ｎ－１０°－Ｗ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�１ 側柱 １０ 長方形 ３５～８２ 土師器片，須恵器
片，刀子，鉄滓 ９世紀後葉

４５２ Ｐ８ｃ９ Ｎ－５°－Ｗ ３×２ ７�２×４�８ ３４�５６ ２�４ ２�１ 側柱 １０ 長方形 ５０～８０ 土師器片，須恵
器片 ９世紀中葉

４５３ Ｐ８ｇ０ Ｎ－４°－Ｗ ３×２ ５�４×３�６ １９�４４ １�８ １�２ 側柱 １０ 長方形 ３０～４８ 土師器片，須恵
器片，鉄滓 ９世紀中葉

４５４ Ｐ８ｂ９ Ｎ－０° ３×２ ５�４×３�６ １９�４４ １�８ １�２ 側柱 ８ 長方形 ５２～８２ 土師器片，須恵
器片 ９世紀前葉

表１８ 平安時代土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物
備考

（時期・性格）長径×短径（ｍ） 深さ（�）

４０２１ Ｐ８ｉ３ Ｎ－０° 円形 １�１８×１�１８ １２ 人為 平坦 緩斜 土師器片 １１世紀代

４０６２ Ｐ８ｅ０ Ｎ－５５°－Ｅ 楕円形 ０�８６×０�６５ ５０ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片，支脚 ９世紀後葉

４０７３ Ｐ９ｅ０ Ｎ－３７°－Ｅ 円形 １�４４×１�３６ ３１×４５ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 ９世紀中葉

４０７７ Ｐ８ｉ５ Ｎ－３１°－Ｅ 楕円形 ０�８４×０�６５ ２６ 人為 平坦 緩斜 土師器片，鉄滓 １０世紀後半

４０８０ Ｐ８ｉ５ Ｎ－２２°－Ｅ 楕円形 （０�８０）×０�４９ ２３ 人為 平坦 緩斜 土師器片 １０世紀前半

４０８６ Ｐ９ｈ０ Ｎ－９°－Ｗ 不定形 ３�４１×２�０７ ４７×５０ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 ９世紀代

４１１６ Ｐ８ｉ３ Ｎ－３３°－Ｅ 円形 １�５１×１�４２ １６～１８ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 １１世紀代

４１１７ Ｐ８ｇ０ Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 １�４１×１�１８ １８×３３ 人為 平坦 緩斜 土師器片 １０世紀代

４１２２ Ｐ８ｈ０ Ｎ－４４°－Ｅ 円形 ０�８３×０�７８ ２３～３０ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 ９世紀代
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３ 中世の遺構と遺物

方形竪穴遺構１基，井戸跡２基，鋳造土坑１基が確認された。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 方形竪穴遺構

第６９号方形竪穴遺構（第１９１図）

位置 調査区南西部のＰ７ｆ０区，標高２１�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０５７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸２�２５ｍ，短軸２�１０ｍの方形で，長軸方向はＮ－９０°－Ｗである。壁高は２１～２５�で，直立し

ている。

床 ほぼ平坦で，全面硬化している。

ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は主柱穴で，深さ１３～４０�である。

覆土 ５層に分けられる。各層にロームブロックを含む人為堆積である。

遺物出土状況 雲母片岩１点と流れ込んだ土師器片１０点，須恵器片３点が出土している。雲母片岩は東壁際や

や南寄りの床面から出土している。

所見 雲母片岩の出土が確認できたが，性格は不明である。時期は，遺構の形状から中世と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，ローム粒子微量

４ 明 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第１９１図 第６９号方形竪穴遺構実測図

表１９ 鍛冶関連土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物
備考

（時期）長径×短径（�） 深さ（�）

４１１９ Ｐ８ｆ９ Ｎ－３０°－Ｗ 楕円形 ６２×５１ １８ 人為 平坦 外傾 鍛造剥片，粒状滓，砂鉄 ９世紀代

４１２０ Ｐ８ｆ９ Ｎ－３０°－Ｗ 円形 ６８×６３ １８ 人為 平坦 外傾 鍛造剥片，粒状滓，板状滓，鉄滓，砂鉄 ９世紀代

４１２５ Ｐ８ｃ９ Ｎ－７９°－Ｅ 楕円形 １４６×７５ ３２～５４ 人為 平坦 外傾 土師器，須恵器，鍛造剥片，粒状滓，板
状滓，椀状滓，鉄滓，砂鉄 ９世紀前葉

４１２７ Ｐ８ｃ９ Ｎ－５２°－Ｗ 楕円形 ４０×３２ １２ 人為 皿状 外傾 鍛造剥片，粒状滓，板状滓，椀状滓，鉄滓，砂鉄 ９世紀代
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� 井戸跡

第５９号井戸跡（第１９２図）

位置 調査区北西部のＰ８ｉ８区，標高２０�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第６０号井戸，第４０８１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�５０ｍ，短径２�１８ｍの楕円形である。確認面から１�２８～１�４０ｍまで漏斗状に掘り込み，下部

は円筒状に掘り下げている。深さ１�６１ｍほどまで掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査

を断念した。

覆土 ３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片２点，須恵器片５点が出土している。いずれも覆土中からの出土で，流れ込んだもの

と考えられる。このほか，陶器片１点（常滑系甕），鉄製品１点（釘）も出土している。Ｍ７５は覆土中から出

土したものである。

所見 素堀りの構造である。廃絶時期は，出土陶器から中世と考えられる。

第６０号井戸跡（第１９３図）

位置 調査区北西部のＰ８ｉ８区，標高２０�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

土層解説
１ 明 黄 褐 色 粘土ブロック中量
２ 明 黄 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量

第１９２図 第５９号井戸跡・出土遺物実測図

第５９号井戸跡出土遺物観察表（第１９２図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７５ 釘 （５�７）（０�８） ０�６ （１２�６）鉄 断面長方形の棒状 先端が細くなってくる 体部がゆるやかに
曲がっている 覆土中
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重複関係 第５９号井戸，第４０８１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 南側は調査区域外に延びており，長径１�８１ｍ，短径０�６５ｍの楕円形である。確認面から１�８０～１�８５

ｍまで漏斗状に掘り込み，下部は円筒状に掘り下げている。深さ１�９ｍほどまで掘り下げた時点で崩落のおそ

れがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 ７層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１６点（坏５，甕類１１），須恵器片２点（甕類）が出土している。いずれも覆土中から

の出土で，流れ込んだものである。このほか陶器片１点（常滑系甕）も出土している。

所見 素掘りの構造である。廃絶時期は，出土陶器から中世と考えられる。

� 鋳造土坑

第６８１号土坑（第１９４～１９６図）

位置 調査区北東部のＰ９ａ７区，標高１９�０ｍほどの西への緩斜面に位置している。北部は平成９年度に調査

が終了している。

重複関係 第７号道路を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�１５ｍ，短軸２�０５ｍ，深さ５５�の隅丸方形で，主軸方向はＮ－８８°－Ｅである。

底面 中央部の東西方向に，長さ１２９�，幅２４�，深さ１０�の掘り込みがあり，焼土や炭化物が南の壁際に確

認できる。

ピット Ｐ１は長径２０�，深さ２３�で，覆屋の支柱か，鋳造製品の取り出しの際に使用した支柱などの施設に

関わるピットと考えられる。

覆土 １０層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。床面には白色粘土が約５�の層厚

で貼られており，覆土中に炭化物や焼土塊が確認される。第６層からは，多量の鋳型片が出土している。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，粘土ブロック微量

５ 暗 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
６ 黒 褐 色 炭化物少量，粘土ブロック微量
７ 黒 褐 色 粘土ブロック・ローム粒子微量

第１９３図 第６０号井戸跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
３ 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ にぶい黄橙色 砂質粘土粒子ブロック多量
５ 黒 褐 色 焼土粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量

６ にぶい赤褐色 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック中量
７ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量
８ 明 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
９ 黒 褐 色 炭化粒子中量，砂質粘土粒子微量
１０ 褐 色 白色粘土粒子少量
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遺物出土状況 土師器片２９点（坏５，甕２４），須恵器片２０点（坏１４，高台付坏１，甕５），土製品１５８点（鋳造

鋳型片，溶解炉壁片）が出土している。前回の報告と合わせると鋳型片約３８�，溶解炉壁片約２３�３�，その他

約６�２�で小破片も含め約４００点で約６７�５�にのぼる。鋳型片は覆土第６層を中心に出土しており，DP１８～DP

２１は燈籠の蓮華座の鋳型であり，DP１８は東西の壁際から出土した鋳型片が接合したものである。DP２０の蓮華

座の鋳型の裏には，長さ６�以上，幅１�６�，深さ１�５�の溝が確認できる。これは鋳型を上下から加圧して固

定するための棒を差し込むための痕跡ではないかと考えられる。DP２２は鰐口，DP２８は梵鐘の乳のそれぞれ鋳

型の一部である。また，DP２７は表面に飴状の溶解物の湯滓が付着した溶解炉の羽口の一部と考えられる。今

回出土している土師器片と須恵器片は流れ込みと考えられる。

所見 北部は平成９年度に調査が終了しており，その部分については，『茨城県教育財団文化財報告』第１６６集

を参照されたい。前回の報告では，複数の鋳造鋳型片の出土状況から，廃棄土坑と報告が為されたが，全体を

掘り上げた床面やその残存状況からは，鋳造遺構としての明確な痕跡は確認できなかった。しかし，一辺２ｍ

程度の方形で，底面を一部掘り下げ，周辺にピットをもつなど，規模や形状を類例と比較すると，鋳造遺構の

可能性は極めて高く，鋳造後に鋳型を廃棄したものと考えられる。時期は，出土遺物などから判断して中世と

考えられ，当遺跡における中世仏教を考える上で貴重な遺構である。

第１９４図 第６８１号土坑・出土遺物実測図
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第１９５図 第６８１号土坑出土遺物実測図�
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４ その他の時代の遺構と遺物

今回の調査で，時期や性格が明確でない竪穴住居跡１軒，道路跡２条，溝３条，井戸跡８基，墓坑３基，土

坑９９基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

� 竪穴住居跡

第２５０１号住居跡（第１９７図）

位置 調査区北西部のＰ７ｂ０区，標高２１�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 北部は調査区域外に延びており，東西軸３�３１ｍ，南北軸は２�１０ｍだけが確認され，方形又は長方

第１９６図 第６８１号土坑出土遺物実測図�

第６８１号土坑出土遺物観察表（第１９４～１９６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１８ 鋳型 － （１０�３）［３７�９］（１００８�４） 粘土・砂粒 連弁文様の台座の鋳型片 下層 PL５５

DP１９ 鋳型 － （１４�８）［３３�０］（１３０１�３） 粘土・砂粒 連弁文様の台座の鋳型片 下層 PL５５

DP２０ 鋳型 － （８�０） ３６�１ （６９９�４） 粘土・砂粒 連弁文様の台座の鋳型片 底部にほぞ穴有り 下層 PL５５

DP２１ 鋳型 － ９�４ － （３４１�４） 粘土・砂粒 連弁文様の台座の鋳型片 下層

DP２２ 鋳型 ［２１�９］ ６�８ ［２０�５］（６９８�６） 粘土・砂粒 鰐口の鋳型片 下層 PL５５

DP２７ 炉壁 ３�２ （１�８）（１�４）（１３３�２） 粘土・砂粒 溶解炉の羽口片 溶解物付着 覆土中

DP２８ 鋳型 （９�９）（６�９）（３�０） （０�５） 粘土 梵鐘の乳の鋳型片 一段の円丘状 覆土中

表２０ 中世井戸跡一覧表

番号 位置 長軸方向 平面形
規 模（ｍ）

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（時期）長径×短径 深さ

５９ Ｐ８ｉ８ Ｎ－５２°－Ｗ 楕円形 ２�５０×２�１８ （１�６１） 漏斗状垂直 － 人為 陶器片 中世

６０ Ｐ８ｉ８ Ｎ－８７°－Ｗ ［円形・楕円形］ １�８１×（０�６５） （１�９０） 漏斗状垂直 － 人為 陶器片 中世
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形と推定される。主軸方向はＮ－２°－Ｗである。壁高は５～１０�で，ほぼ直立している。

床 ほぼ平坦で，硬化面は確認できなかった。

覆土 ２層に分けられる。層厚が薄く堆積状況は不明である。

所見 時期は，出土土器もなく不明である。

� 道路跡

第７号道路跡（第１９８図）

位置 調査区東部のＰ９ａ７～Ｐ９ｉ９区，標高１９�５ｍほどの西への緩斜面に位置している。本跡の北部は，

平成９年度に調査が終了している。

重複関係 第６４号井戸跡，第６８１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北部の状況は既刊の『第１６６集』で報告されている。Ｎ－１４°－Ｗの方向に直線的に延び，南側は

調査区域外に延びている。既報告分を合わせて３６�８ｍを確認した。上幅２�２８～４�１０ｍ，下幅１�４０～２�００ｍ，深

さ０�４０ｍで，断面はＵ字状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられ，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片２８６点（坏５５，高台付坏７，甕類２２４），須恵器片２６２点（坏３５，高台付坏１１，蓋５，高

盤４，甕２０４，甑３），鉄滓２点が出土している。３６６は南部の覆土中から出土しており，底部に直線的なヘラ

記号が施されている。Ｍ７６・７７は北部の覆土中と覆土上層からそれぞれ出土している。

所見 時期は，出土土器や重複関係から８世紀から９世紀後葉と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第１９７図 第２５０１号住居跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 褐 色 ローム粒子少量

第７号道路跡出土遺物観察表（第１９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３６６ 須恵器 高盤 － （１�９）［１３�０］長石・雲母 にぶい黄橙 普通 底部回転ヘラ切り後高台貼り付け 覆土中 ５％
刻書「□」

―２４０―



第１４号道路跡（第１９９図）

位置 調査区東部のＰ９ａ０～Ｐ９ｇ０区，標高１９�５ｍほどの西への緩斜面に位置している。本跡の北部は，

平成９年度に調査が終了している。

重複関係 第４１０３・４０７３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北部の状況は既刊の『第１６６集』で報告されている。遺構確認の際に路面が確認され，第３４号溝

は，形状や軸線などから本道路側溝と考えられる。Ｎ－４°－Ｗの方向に直線的に延び，東側と南側は調査区

域外に延びている。既報告分を合わせて３３�７５ｍを調査した。幅１�８～２�１ｍで，断面形は確認面が狭いため明

確ではない。

覆土 ５層に分けられ，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

第１９８図 第７号道路状遺構・出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化材微量

４ にぶい褐色 ローム粒子多量
５ 暗 褐 色 ローム粒子中量

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７６ 鉄滓 ５�６ ５�７ ３�１ １０９�７ 鉄 着磁性有り 覆土中

Ｍ７７ 鉄滓 ３�９ ４�７ １�９ ４０�２ 鉄 着磁性なし 上層

―２４１―



遺物出土状況 土師器片４６点（坏１０，高台付坏１，甕類３５），須恵器片１９点（坏２，高台付坏１，盤１，高盤

１，甕１３，甑１），鉄製品１点（釘），鉄滓１点が覆土中から出土している。いずれも細片で，混入したものと

考えられる。

所見 第３４号溝は第７号道路跡を掘り込んでおり，９世紀後半に比定される第４０７３号土坑に掘り込まれている

ことから，時期は第７号道路跡より新しく，９世紀後葉より古い。

� 溝跡

第１３２号溝跡（第２００図）

位置 調査区北東部のＰ９ｂ２～Ｐ９ｃ２区，標高１９�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 Ｎ－０°の方向に直線的に延び，確認された長さは４�８６ｍで，上幅５６～８２�，下幅５０～７８�，深

さ４～８�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 単一層により堆積状況は不明である。

遺物出土状況 土師器片４点（甕類），須恵器片３点（坏�甕，甑）が出土している。いずれも細片で，流れ

込んだものと考えられる。

所見 時期は，出土土器がいずれも細片のため不明である。

第１３３号溝跡（第２０１図）

位置 調査区南東部のＰ９ｄ９～Ｐ９ｇ０区，標高１９�５ｍほどの西への緩斜面に位置している。

規模と形状 Ｎ－２５°－Ｗの方向に曲線的に延び，確認された長さは１２�４ｍで，上幅５１～１２５�，下幅４０～８０�，

深さ１４～３２�である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。不規則な堆積状況を示した人為堆積である。

第１９９図 第１４号道路跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 灰 褐 色 ロームブロック微量

第２００図 第１３２号溝跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第１４号道路跡出土遺物観察表（第１９９図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７８ 鉄滓 ２�７ ２�２ １�７ １１�６ 鉄 着磁性有り 覆土中

―２４２―



遺物出土状況 土師器片２１点（坏６，甕類１５），須恵器片１２点（坏１�甕類１１）が出土している。いずれも細片

で，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，出土土器がいずれも細片のため不明である。

第１３４号溝跡（第２０２図）

位置 調査区北東部のＰ９ｃ４～Ｐ９ｅ４区，標高１９�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 Ｎ－０°の方向に直線的に延び，長さは８�８２ｍで，上幅６７～８２�，下幅５６～７４�，深さ４～１６�

である。断面はＵ字状で，壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。各層にローム粒子を含んだ人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片３１点（坏９，高台付坏４，甕類１８），須恵器片９点（坏１�甕類８）が出土している。

いずれも細片で，流れ込んだものと考えられる。

所見 時期は，出土土器がいずれも細片のため不明である。

� 井戸跡

第６１号井戸跡（第２０３図）

位置 調査区北西部のＰ８ｄ８区，標高２０�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０６８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�９０ｍ，短径１�７０ｍの円形で，確認面から１�１９～１�４２ｍまで漏斗状に掘り込み，下部は円筒状

に掘り込まれている。深さ１�８３ｍまで掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 １７層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

第２０１図 第１３３号溝跡実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量

３ 褐 色 ローム粒子・砂粒微量
４ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第２０２図 第１３４号溝跡実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子中量
２ 黒 色 焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，粘土ブロック・炭化

粒子微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子多量，ロームブロック中量，炭化物・粘

土ブロック少量

５ 黒 褐 色 粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化物少量
６ 黒 色 粘土ブロック多量，焼土粒子中量，炭化物少量
７ 黒 色 粘土粒子少量
８ 黒 褐 色 粘土ブロック多量，炭化物・ローム粒子・焼土粒

子少量
９ 黒 色 粘土ブロック中量，炭化物少量

―２４３―



所見 素掘りの構造である。中世に比定される第４０６８号土坑に掘り込まれていることから中世以前に機能して

いたと考えられるが，出土土器がないため時期は不明である。

第６２号井戸跡（第２０４図）

位置 調査区北西部のＰ９ｆ８区，標高１９�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 径１�５０ｍほどの円形である。確認面から０�５９～０�８９ｍまで漏斗状に掘り込み，下部は円筒状に掘

り下げている。深さ２�０５ｍまで掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 １２層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４点（坏３，甕類１１），須恵器片２点（甕類）が出土している。いずれも細片で，混

入したものと考えられる。

所見 素掘りの構造である。廃絶時期は，判断する出土土器がないため不明である。

１０ 黒 褐 色 粘土ブロック・焼土粒子少量
１１ 極 暗 褐 色 粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
１２ 黒 色 粘土ブロック少量
１３ 極 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量，炭化粒子微量

１４ 黒 褐 色 粘土ブロック微量
１５ 黒 褐 色 粘土ブロック中量
１６ 極 暗 褐 色 砂質粘土粒子微量
１７ 極 暗 褐 色 砂質粘土ブロック少量，炭化粒子微量

第２０３図 第６１号井戸跡実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・炭化物・焼土粒子・砂粒微量
２ 褐 色 砂粒中量，ローム粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子・砂粒微量
４ 黒 褐 色 砂粒少量，ロームブロック・炭化物微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，炭化物微量
６ 暗 褐 色 砂粒中量，炭化物・粘土ブロック微量

７ 暗 褐 色 砂粒中量，炭化物・ローム粒子・粘土粒子少量
８ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
９ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量
１０ 黒 褐 色 ロームブロック・砂質粘土粒子少量
１１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子中量，ローム粒子微量
１２ 黒 色 砂粒中量，砂質粘土粒子少量

第２０４図 第６２号井戸跡実測図

―２４４―



第６３号井戸跡（第２０５図）

位置 調査区北西部のＰ９ｇ７区，標高１９�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４０９９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 上部は，第４０９９号土坑に掘り込まれており，長径１�６０ｍほどの円形と推定される。確認面から

１�４８ｍ掘り込み，下部は円筒状に掘り下げている。深さ２�３８ｍまで掘り下げた時点で崩落のおそれがあること

から，下部の調査を断念した。

覆土 ５層に分けられる。各層からローム粒子が確認されることから人為堆積である。

土層解説
１ 黒 褐 色 砂粒少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ローム粒子・砂粒微量

４ 暗 褐 色 砂粒中量，ローム粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子微量

第２０５図 第６３・６４号井戸跡実測図

―２４５―



遺物出土状況 土師器片２１点（甕類），須恵器片５点（坏３，甕類２），馬骨が出土している。土器はいずれも

細片で混入したものと考えられる。

所見 重複関係で第４０９９号土坑に掘り込まれているが，構築方法の関係で斜めに掘り下げた可能性も考えられ

る。馬骨の出土から，祭司的な行為が行われたとも考えられる。素掘りの構造で，廃絶時期は，判断する出土

土器がないため不明である。

第６４号井戸跡（第２０５図）

位置 調査区北西部のＰ９ｃ７区，標高１９�０ｍほどの西への緩斜面に位置している。

重複関係 第７号道路を掘り込んでいる。

規模と形状 径１�２０ｍほどの円形である。確認面から０�４４～０�５４ｍまで漏斗状に掘り込み，下部は円筒状に掘

り下げている。深さ２�０２ｍまで掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 １５層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１点（甕類），須恵器片２点（甕類）が出土している。いずれも細片で，混入したも

のと考えられる。

所見 素掘りの構造である。８世紀から９世紀後葉に比定される第７号道路に掘り込まれていることから，８

から９世紀後葉以前と考えられる。

第６５号井戸跡（第２０６図）

位置 調査区北西部のＰ９ｇ５区，標高１８�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第６６号井戸跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�５０ｍ，短径２�１０ｍの楕円形である。確認面から１�３４～１�８４ｍまで漏斗状に掘り込み，下部

は円筒状に掘り下げている。深さ１�８４ｍまで掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断

念した。

覆土 ７層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１５点（高台付坏１，甕類１４），須恵器片７点（坏２，高台付坏１，蓋１，甕類３），鉄

製品１点（不明）が出土している。Ｍ７９は覆土中から出土している。いずれも細片で，混入したものと考えら

れる。

所見 素掘りの構造である。廃絶時期は，判断する出土土器がないため不明である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
３ 褐 色 砂粒中量，砂質粘土ブロック少量，ローム粒子微量
４ 暗 褐 色 砂粒少量，焼土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 砂質粘土粒子多量
７ 暗 褐 色 砂質粘土ブロック中量
８ 褐 色 砂質粘土粒子少量

９ 暗 褐 色 赤色粒子中量，砂質粘土粒子少量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック微量
１１ 暗 赤 褐 色 砂質粘土粒子中量
１２ 暗 褐 色 砂質粘土粒子少量，炭化物微量
１３ 暗 褐 色 炭化粒子少量，砂粒微量
１４ 褐 色 砂質粘土粒子・砂粒少量
１５ 褐 色 砂質粘土粒子・赤色粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子微量
３ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土微量
４ 黒 褐 色 焼土粒子微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
６ 黒 色 ローム粒子・砂粒微量
７ 黒 色 砂粒少量，ローム粒子微量

―２４６―



第６６号井戸跡（第２０７図）

位置 調査区北西部のＰ９ｇ５区，標高１８�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第６５号井戸に掘り込まれている。

規模と形状 径１�８０ｍの円形である。確認面から１�２０～１�２４ｍまで漏斗状に掘り込み，下部は円筒状に掘り下

げている。深さ１�３３ｍまで掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断念した。

覆土 ７層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

第２０６図 第６５号井戸跡・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子

微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック微量

４ 黒 褐 色 ローム粒子・砂質粘土粒子微量
５ 黒 褐 色 焼土粒子・砂質粘土粒子微量
６ 黒 褐 色 砂質粘土ブロック少量，ローム粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・砂質粘土ブロック少量

第２０７図 第６６号井戸跡実測図

第６５号井戸跡出土遺物観察表（第２０６図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ７９ 不明 （４�０） ０�７ ０�６ （７�３） 鉄 断面長方形 Ｌ字型に曲がっている 覆土中

―２４７―



所見 素掘りの構造である。時期は重複関係から９世紀後葉以前と考えられるが，出土土器が無いため不明で

ある。

第６７号井戸跡（第２０８図）

位置 調査区北西部のＰ８ｆ０区，標高１９�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第４５０号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�３６ｍ，短径１�１６ｍの楕円形である。確認面から０�４１～１�４７ｍまで漏斗状に掘り込み，下部

は円筒状に掘り下げている。深さ１�４７ｍまで掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を断

念した。

覆土 ６層に分けられる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況 土師器片１５点（坏３，甕類１２），須恵器片４点（甕類）が出土している。いずれも細片で，混

入したものと考えられる。

所見 素掘りの構造である。時期は，判断する出土土器がないため不明である。

第６８号井戸跡（第２０９図）

位置 調査区北西部のＰ９ｇ５区，標高１８�５ｍほどの東への緩斜面に位置している。

規模と形状 長径１�８１ｍ，短径１�５０ｍの楕円形である。確認面から０�５４～０�６４ｍまで漏斗状に掘り込み，下部

は，円筒状に掘り下げている。深さ１�６５ｍまで掘り下げた時点で崩落のおそれがあることから，下部の調査を

断念した。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 山砂ブロック・ローム粒子・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 山砂ブロック・細礫微量

４ 黒 褐 色 焼土粒子・山砂微量
５ 黒 褐 色 山砂ブロック微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第２０８図 第６７号井戸跡実測図

第２０９図 第６８号井戸跡実測図

―２４８―



覆土 ４層に分けられる。各層から山砂がブロック状に確認されることから人為堆積である。

所見 素掘りの構造である。時期は，出土土器がないため不明である。

� 墓坑

第４０４２号土坑（第２１０図）

位置 調査区南部のＰ８ｈ７区，標高２０�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５０９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�８５ｍ，短軸０�８７ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－８８°－Ｅである。深さは４３�で，底面

は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

土層解説
１ 黒 褐 色 山砂ブロック少量
２ 黒 褐 色 山砂ブロック中量

３ 暗 褐 色 山砂ブロック・ローム粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック微量

第２１０図 第４０４２～４０４３号土坑実測図

―２４９―



覆土 ３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１６点（坏３，高台付坏１，甕１２），須恵器片４点（坏２，甕２）が出土している。遺

物は，流れ込んだものと考えられる。

所見 第４０４３・４０４４号土坑と形状や軸線が類似していることから，同時期のものと考えられる。また，他の２

つの土坑を意識して掘り込んでいることや，堆積状況から墓坑と考えられる。時期は，第２５０９号住居跡を掘り

込んでいることから，１０世紀後半以降と考えられる。

第４０４３号土坑（第２１０図）

位置 調査区南部のＰ８ｈ７区，標高２０�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５０９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸２�７４ｍ，短軸０�９３ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－９２°－Ｅである。深さは３８�で，底面

は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ４層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１０点（坏４，甕６），須恵器片１点（甕）が出土している。遺物は，流れ込んだもの

と考えられる。

所見 第４０４２・４０４４号土坑と形状や軸線が類似していることから，同時期のものと考えられる。また，他の２

つの土坑を意識して掘り込んでいることや，堆積状況から墓坑と考えられる。時期は，第２５０９号住居跡を掘り

込んでいることから，１０世紀後半以降と考えられる。

第４０４４号土坑（第２１０図）

位置 調査区南部のＰ８ｈ７区，標高２０�０ｍほどの東への緩斜面に位置している。

重複関係 第２５０９号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長軸３�６６ｍ，短軸０�９０ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－９５°－Ｅである。深さは３６～５４�で，

底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土 ３層に分けられる。ブロック状の堆積状況を示した人為堆積である。

遺物出土状況 土師器片１４点（坏３，高台付椀１，小皿１，甕９），須恵器片９点（高台付坏１，甕８）が出

土している。遺物は，流れ込んだものと考えられる。

所見 第４０４２・４０４３号土坑と形状や軸線が類似していることから，同時期のものと考えられる。また，他の２

つの土坑を意識して掘り込んでいることや，堆積状況から墓坑と考えられる。時期は，第２５０９号住居跡を掘り

込んでいることから，１０世紀後半以降と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック微量

３ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

―２５０―



� その他の土坑（第２１１～２１９図）

時期および性格不明の土坑については，以下，実測図にて紹介する。

第２１１図 その他の土坑実測図�

―２５１―



第２１２図 その他の土坑実測図�

―２５２―



第２１３図 その他の土坑実測図�

―２５３―



第２１４図 その他の土坑実測図�

―２５４―



第２１５図 その他の土坑実測図�

―２５５―



第２１６図 その他の土坑実測図�

―２５６―



第２１７図 その他の土坑実測図�

―２５７―



第２１８図 その他の土坑実測図�

―２５８―



第２１９図 その他の土坑実測図�

表２２ その他の溝跡一覧表

番号 位置 方向 形状
規模

断面 覆土 壁面 主な出土遺物
備考

（時期）長さ（ｍ）上幅（�）下幅（�）深さ（�）

１３２ Ｐ９ｂ２～
Ｐ９ｃ２ Ｎ－０° 直線状 ４�８６ ５６～８２ ５０～７８ ４～８ Ｕ字状 不明 緩斜 土師器片，須恵器片 不明

１３３ Ｐ９ｅ９～
Ｐ９ｇ０ Ｎ－２５°－Ｗ 曲線状 （１２�４０） ５１～１２５ ４０～８０ １４～３２ Ｕ字状 人為 緩斜 土師器片，須恵器片 不明

１３４ Ｐ９ｃ４～
Ｐ９ｅ４ Ｎ－０° 直線状 ８�８２ ６７～８２ ５６～７４ ４～１６ Ｕ字状 人為 緩斜 土師器片，須恵器片 不明

表２１ その他の道路跡一覧表

番号 位置 方向
規模

断面 覆土 壁面 出土遺物
備考

（時期）確認長（ｍ） 上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（�）

７ Ｐ９ａ７～
Ｐ９ｉ９ Ｎ－１４°－Ｗ （３６�８） ２�２８～４�１１�４～２�０ ４０ Ｕ字状 自然 緩斜 土師器片，須恵器片，鉄滓 ８～９世紀後葉

１４ Ｐ９ａ０～
Ｐ９ｇ０ Ｎ－４°－Ｗ （３３�７５） （１�８～２�１） － － － － － 土師器片，須恵器片，釘，鉄滓 ８～９世紀後葉

表２３ その他の井戸跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規 模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（時期）長径×短径（ｍ） 深さ（ｍ）

６１ Ｐ８ｄ８ Ｎ－９°－Ｅ 楕円形 １�９０×［１�７０］ （１�８３） 漏斗状
垂直 － 人為 不明

６２ Ｐ９ｆ８ Ｎ－２２°－Ｗ 円 形 １�５６×１�４５ （２�０５） 漏斗状
垂直 － 人為 土師器片，須恵器片 不明

６３ Ｐ９ｇ７ Ｎ－５７°－Ｗ 円 形 （１�６２）×１�５０ （２�３８） 漏斗状
垂直 － 人為 土師器片，須恵器片 不明

６４ Ｐ９ｃ７ Ｎ－４７°－Ｗ 円 形 １�２３×１�１８ （２�０２） 漏斗状
垂直 － 人為 土師器片，須恵器片 ８～９世紀後葉以後

６５ Ｐ９ｇ５ Ｎ－６５°－Ｗ 楕円形 ２�５０×２�１０ （１�８５） 漏斗状
垂直 － 人為 土師器片，須恵器片，不明鉄製品 不明

―２５９―



番号 位置 主軸方向 平面形
規 模

壁面 底面 覆土 主な出土遺物
備考

（時期）長径×短径（ｍ） 深さ（ｍ）

６６ Ｐ９ｇ５ Ｎ－３５°－Ｗ 円 形 １�８７×［１�７０］ （１�３３） 漏斗状
垂直 － 人為 不明

６７ Ｐ８ｆ０ Ｎ－２１°－Ｗ 楕円形 １�３６×１�１６ （１�４７） 漏斗状
垂直 － 自然 土師器片，須恵器片 不明

６８ Ｐ９ｇ５ Ｎ－７４°－Ｅ 楕円形 １�８１×１�５０ （１�６５） 漏斗状
垂直 － 人為 不明

表２４ その他の墓坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

底面 壁面 覆土
人骨

（有・無）
主な出土遺物

備考
（時期）長径×短径（ｍ） 深さ（�）

４０４２ Ｐ８ｈ７ Ｎ－８８°－Ｅ 隅丸長方形 ２�８５×０�８７ ４３ 平坦 外傾 人為 無 土師器片 １０世紀後半以降

４０４３ Ｐ８ｈ７ Ｎ－９２°－Ｅ 隅丸長方形 ２�７４×０�９３ ３８ 平坦 外傾 人為 無 土師器片 １０世紀後半以降

４０４４ Ｐ８ｈ７ Ｎ－９５°－Ｅ 隅丸長方形 ３�６６×０�９０ ３６～５４ 平坦 外傾 人為 無 土師器片 １０世紀後半以降

表２５ その他の土坑一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物
備考

（時期）長径×短径（ｍ） 深さ（�）

４０００ Ｐ７ｄ０ Ｎ－４７°－Ｗ 円形 １�４０×１�３６ ３２ 人為 平坦 緩斜 土師器片

４００１ Ｐ８ｃ１ Ｎ－７０°－Ｗ 円形 １�１８×１�１０ ２０ 人為 平坦 緩斜

４００２ Ｐ８ｃ１ Ｎ－５６°－Ｗ［楕円形］ ０�８８×（０�８２） １３ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 本跡�SK４００３

４００３ Ｐ８ｃ１ Ｎ－５９°－Ｗ 円形 １�４１×１�３５ ２６ 人為 平坦 緩斜 SK４００２�本跡

４００４ Ｐ８ｃ１ Ｎ－２５°－Ｗ［楕円形］ １�２５×［１�０４］ １１ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 本跡�SK４００５，４０２５

４００５ Ｐ８ｃ２ Ｎ－４９°－Ｅ 円形 １�０３×０�９４ １７ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 SK４００４�本跡�SK４００３

４００７ Ｐ８ｄ２ Ｎ－７２°－Ｗ 円形 １�１８×１�１２ ３２ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 SK４００８�本跡

４００８ Ｐ８ｄ３ Ｎ－１３°－Ｅ 長方形 ２�９６×１�５９ １６～２８ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 本跡�SK４００７・４００９

４００９ Ｐ８ｄ３ Ｎ－３０°－Ｗ 円形 １�３３×１�２５ ２８ 人為 平坦 外傾 須恵器片 SK４００８・４０１１�本跡

４０１０ Ｐ８ｄ２ Ｎ－３６°－Ｅ 楕円形 １�４３×１�１６ １６～２３ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片

４０１１ Ｐ８ｄ２ Ｎ－２８°－Ｗ［楕円形］ １�３９×（０�５８） １９ 人為 平坦 外傾 本跡�SI２５０９，SK４００９

４０１２ Ｐ８ｄ２ Ｎ－７８°－Ｗ 円形 ０�８２×０�７４ ２０ 人為 平坦 外傾

４０１３ Ｐ８ｅ１ Ｎ－５°－Ｅ 円形 １�３６×１�３２ ３２ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０１４ Ｐ８ｅ１ Ｎ－２２°－Ｅ 楕円形 １�７０×１�４０ ４６ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０１５ Ｐ８ｆ２ Ｎ－２２°－Ｅ 楕円形 １�４９×１�３１ ２８ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 SI２５０２�本跡

４０１６ Ｐ８ｇ３ Ｎ－８６°－Ｗ 不定形 １�０８×０�８７ ４１ 人為 平坦 外傾

４０１７ Ｐ８ｇ３ Ｎ－７６°－Ｗ 円形 ０�９５×０�８８ １９ 人為 平坦 外傾 土師器片

４０１８ Ｐ８ｈ３ Ｎ－１０°－Ｗ 円形 １�３２×１�２６ ４５ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０１９ Ｐ８ｅ２ Ｎ－４１°－Ｗ 円形 １�１９×１�１０ ６８ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片

４０２０ Ｐ８ｄ２ Ｎ－２７°－Ｗ 円形 １�３６×１�３１ ４２ 人為 平坦 緩斜 SI２５０３�本跡

４０２２ Ｐ８ｉ４ Ｎ－６９°－Ｅ 不定形 １�３８×０�９７ ２１～２６ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片

４０２３ Ｐ８ｈ３ Ｎ－５９°－Ｗ 楕円形 ０�７７×０�６９ ２３ 人為 平坦 緩斜

４０２４ Ｐ８ｆ１ Ｎ－４７°－Ｗ 楕円形 １�２４×１�０３ １２～２０ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片

４０２５ Ｐ８ｃ１ Ｎ－１６°－Ｗ 円形 １�２７×１�２２ ２８ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 SK４００４�本跡

４０２６ Ｐ８ｇ７ Ｎ－７９°－Ｗ 楕円形 １�０８×０�９３ ４６ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０２７ Ｐ８ｇ７ Ｎ－８６°－Ｅ 楕円形 ２�４２×０�７９ ７６ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０２８ Ｐ８ｈ３ Ｎ－６°－Ｗ 楕円形 １�２０×０�８８ ２５ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片

４０２９ Ｐ８ｈ３ Ｎ－４１°－Ｗ 楕円形 ０�７３×０�６７ ２５ 人為 平坦 緩斜 土師器片

４０３０ Ｐ８ｇ７ Ｎ－１１°－Ｗ 円形 １�３０×１�２２ ３２ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０３１ Ｐ８ｆ７ Ｎ－７９°－Ｅ 隅丸長方形 ３�２３×０�９０ ２５ 自然 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 SK４０３２�本跡

―２６０―



番号 位置 長径方向 平面形
規 模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物
備考

（時期）長径×短径（ｍ） 深さ（�）

４０３２ Ｐ８ｆ８ Ｎ－８５°－Ｅ［長方形］（１�５３）×１�１４ － 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 本跡�SK４０３１，４０３３

４０３３ Ｐ８ｆ８ Ｎ－７°－Ｗ 長方形 ２�８０×０�８９ １１ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 SK４０３２�本跡

４０３４ Ｐ８ｆ８ Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 ２�４１×０�８５ １０２ 人為 凹凸 直立 土師器片，須恵器片，鉄滓

４０３５ Ｐ８ｆ９ Ｎ－１°－Ｗ 長方形 ４�８１×０�９２ ５２～７１ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片，鉄滓 SK４０３６�本跡

４０３６ Ｐ８ｅ９ Ｎ－１°－Ｗ［長方形］［２�５５］×０�７９ ９５ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 本跡�SK４０３５

４０３７ Ｐ８ｅ８ Ｎ－７５°－Ｗ 隅丸長方形 ２�０１×０�８１ ９３ 自然 平坦 直立 土師器片，須恵器片

４０３９ Ｐ８ｆ９ Ｎ－１８°－Ｗ 隅丸長方形 ２�０７×０�８８ １０７ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０４０ Ｐ８ｇ９ Ｎ－４２°－Ｗ 楕円形 １�３７×１�２４ ７４ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片，不明鉄製品

４０４１ Ｐ８ｆ２ Ｎ－７７°－Ｗ 楕円形 ３�０４×２�０７ １５～２０ 人為 平坦 緩斜 SI２５０２�本跡

４０４５ Ｐ９ｈ３ Ｎ－８７°－Ｗ 楕円形 １�４９×０�８８ ３８ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０４６ Ｐ９ｇ３ Ｎ－２°－Ｅ 楕円形 １�０５×０�８２ ４２ 人為 平坦 外傾 土師器片

４０４７ Ｐ８ｈ３ Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 １�００×０�７４ ３５ 人為 平坦 外傾

４０４８ Ｐ８ｉ３ Ｎ－０° 円形 ０�８６×０�８６ ２９ 人為 平坦 直立 SI２５１０�本跡�SK４０４９

４０４９ Ｐ８ｉ３ Ｎ－４６°－Ｗ ［方形］ ０�６６×（０�４１） ２２ 人為 平坦 直立 SK４０４８�本跡

４０５０ Ｐ９ｅ３ Ｎ－８４°－Ｅ 楕円形 １�１８×０�８５ ４８ 人為 平坦 直立 土師器片，須恵器片

４０５１ Ｐ８ｅ０ Ｎ－８２°－Ｅ 隅丸長方形 ［２�０９］×０�８３ １４ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片，釘

４０５２ Ｐ８ｃ９ Ｎ－１°－Ｗ 楕円形 ３�９６×０�８６ ３４ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片，陶器片

４０５３ Ｐ８ｃ０ Ｎ－１°－Ｗ ［隅丸長方形］ ３�５２×（０�７７） ３９ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 本跡�SK４０５４

４０５４ Ｐ８ｄ０ Ｎ－１°－Ｗ 隅丸長方形 ２�５２×０�７１ ５０ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 SK４０５３�本跡

４０５５ Ｐ８ｈ０ Ｎ－４９°－Ｗ 楕円形 １�６９×１�１０ ６０ 自然 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０５６ Ｐ９ｅ５ Ｎ－４４°－Ｗ 円形 ０�６０×０�５５ ３８ 自然 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０５７ Ｐ８ｆ１ Ｎ－８６°－Ｅ 円形 １�３１×１�２８ ２０ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 第６９号方形竪穴遺構�本跡

４０５８ Ｐ９ｄ６ Ｎ－８２°－Ｗ 楕円形 ０�８５×０�４８ ３０ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０５９ Ｐ９ｃ９ Ｎ－０° 円形 ０�３７×０�３２ ４９ 人為 平坦 直立

４０６０ Ｐ９ｂ９ Ｎ－０° 円形 ０�８１×（０�７７） ６ 人為 平坦 緩斜

４０６１ Ｐ９ａ９ Ｎ－７９°－Ｅ 楕円形 ０�３４×０�２７ ５８ 人為 平坦 直立

４０６４ Ｐ８ｇ１ Ｎ－３°－Ｗ 不定形 （１�４３）×１�１９ １７ 人為 平坦 緩斜 SK４０６５�本跡

４０６５ Ｐ８ｇ１ Ｎ－２°－Ｗ 円形 １�２９×１�２４ ２０ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 SK４０６６�本跡�SK４０６４

４０６６ Ｐ８ｇ１ Ｎ－７°－Ｅ 不定形 （１�３５）×０�７３ ２２ 人為 皿状 緩斜 SI２５１５�本跡�SK４０６５

４０６８ Ｐ８ｄ８ Ｎ－１°－Ｅ 楕円形 ２�１６×０�８１ ３８ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 SE６１�本跡

４０６９ Ｐ８ｃ７ Ｎ－５５°－Ｗ 楕円形 １�２３×０�７９ ２４ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片，鉄滓

４０７０ Ｐ８ｄ６ Ｎ－５４°－Ｗ 円形 １�１６×１�０９ ４１ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０７１ Ｐ８ｉ４ Ｎ－２３°－Ｗ 円形 ０�７８×０�７６ ３３ 人為 皿状 緩斜

４０７２ Ｐ９ｆ３ Ｎ－８°－Ｅ 長方形 １�１４×０�９８ ５９ 人為 平坦 外傾

４０７４ Ｐ８ｄ４ Ｎ－１４°－Ｅ 不定形 １�１３×０�７６ ２２ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片

４０７５ Ｐ８ｄ４ Ｎ－０° 円形 １�０７×１�０７ ２８ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 SI２５０６�本跡

４０７９ Ｐ９ｇ０ Ｎ－４°－Ｗ 不定形 ３�２８×２�７５ ２９ 人為 皿状 緩斜 土師器片，須恵器片 SK４０８５�本跡

４０８１ Ｐ８ｉ８ Ｎ－１０°－Ｗ［楕円形］（１�４８×０�６１） ５８～７１ 人為 平坦 外傾 本跡�SE５９，SE６０

４０８３ Ｐ９ｂ９ Ｎ－１９°－Ｗ 不定形 １�２６×０�８０ ２０ 人為 皿状 緩斜

４０８４ Ｐ８ｇ１ Ｎ－３０°－Ｗ 不定形 １�０６×０�９２ ２３ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片 SI２５１５�本跡�SI２５０２

４０８５ Ｐ９ｇ０ Ｎ－１°－Ｗ 楕円形 １�３２×１�２１ ３０ 人為 皿状 緩斜 土師器片，須恵器片 本跡�SK４０７９

４０８７ Ｐ９ｈ８ Ｎ－８１°－Ｅ 円形 ０�８１×０�７５ １５ 自然 平坦 緩斜

４０８８ Ｐ８ｃ５ Ｎ－８１°－Ｗ 楕円形 １�７０×０�７８ ３０ 人為 皿状 緩斜 土師器片，須恵器片 SI２５２１�本跡

４０８９ Ｐ９ｈ０ Ｎ－２３°－Ｗ 楕円形 １�３７×１�１９ １３ 人為 皿状 緩斜 土師器片，鉄滓 SK４０７９・４０８６�本跡

４０９０ Ｐ８ｅ３ Ｎ－１７°－Ｗ 円形 １�３８×１�３７ ３０ 人為 平坦 緩斜 須恵器片

４０９１ Ｐ８ｄ２ Ｎ－１１°－Ｅ 楕円形 １�４６×１�２７ ２５ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片，鉄滓 SK４０９３�本跡

―２６１―



５ 遺構外出土遺物（第２２０・２２１図）

今回の調査で，出土した遺構に伴なわない遺物のうち，特徴的なものを抽出して記載する。なお，解説は

遺物観察表で示した。

第２２０図 遺構外出土遺物実測図�

番号 位置 長径方向 平面形
規 模

覆土 底面 壁面 主な出土遺物
備考

（時期）長径×短径（ｍ） 深さ（�）

４０９２ Ｐ８ｈ２ Ｎ－７°－Ｅ 楕円形 ０�５５×０�４４ ６０ 自然 平坦 外傾 土師器片 SK４０９３�本跡

４０９３ Ｐ８ｈ２ Ｎ－２°－Ｅ 方形 １�６４×１�６０ ６１ 人為 平坦 外傾 土師器片 本跡�SK４０９２

４０９４ Ｐ８ｇ２ Ｎ－８１°－Ｗ 長方形 １�４１×０�９５ １４ 自然 平坦 緩斜

４０９５ Ｐ８ｇ２ Ｎ－１０°－Ｅ 楕円形 ０�４３×０�３８ ７６ 人為 平坦 直立 土師器片

４０９６ Ｐ８ｇ２ Ｎ－４７°－Ｅ 円形 ０�３７×０�３５ １８ 自然 平坦 外傾

４０９７ Ｐ８ｇ２ Ｎ－６９°－Ｗ 楕円形 ０�５５×０�４４ ６２ 人為 平坦 外傾

４０９８ Ｐ８ｅ９ Ｎ－２４°－Ｗ 円形 ０�８７×０�８１ ２４ 人為 皿状 緩斜

４０９９ Ｐ８ｇ７ Ｎ－１２°－Ｗ［楕円形］（２�１６）×１�１８ ４１～５８ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片，陶器片，鉄滓 SE６３�本跡

４１０３ Ｐ９ｅ０ Ｎ－９°－Ｗ 隅丸長方形 ０�８２×０�７１ １７ 人為 平坦 外傾 SF７�本跡

４１０４ Ｐ９ｆ９ Ｎ－５２°－Ｗ 円形 １�８２×１�７５ ５０ 人為 皿状 緩斜 土師器片，須恵器片 SF７・SK４１０５�本跡

４１０５ Ｐ９ｆ９ Ｎ－１４°－Ｗ 不定形 （１�６２）×１�２３ ４３～５１ 人為 平坦 緩斜 須恵器片 本跡�SK４１０４・４１０６

４１０６ Ｐ９ｆ９ Ｎ－１７°－Ｗ 楕円形 ２�１０×１�５８ ３８ 人為 皿状 緩斜 SK４１０５�本跡

４１０９ Ｐ９ｄ９ Ｎ－８１°－Ｗ 不定形 ０�５０×０�３４ ２４ 人為 平坦 緩斜 土師器片，須恵器片

４１１２ Ｐ８ｆ９ Ｎ－７°－Ｗ 円形 ０�７１×０�６５ ２５ 人為 平坦 緩斜

４１１４ Ｐ８ｈ０ Ｎ－２１°－Ｗ 楕円形 ０�８８×０�７９ １９ 人為 皿状 緩斜

４１１８ Ｐ８ｈ０ Ｎ－３５°－Ｗ 不定形 （０�８５×０�６３） ２４ 人為 平坦 外傾 SK４１２６�本跡�SB４５３

４１２１ Ｐ８ｈ０ Ｎ－５°－Ｗ 不定形 １�７０×（０�５０） － 人為 平坦 直立 土師器片，須恵器片 本跡�SK４１１６・４１２２・４１２３

４１２３ Ｐ８ｈ０ Ｎ－１０°－Ｗ 不定形 ０�５９×０�３３ ４３ 人為 平坦 外傾 土師器片，須恵器片 SK４１２２�本跡

４１２６ Ｐ８ｈ０ Ｎ－５５°－Ｅ 不定形 １�３５×（０�９６） ２３ 人為 皿状 直立 土師器片，須恵器片 本跡�SK４１１８・SB４５３

―２６２―



第２２１図 遺構外出土遺物実測図�

―２６３―



遺構外出土遺物観察表（第２２０・２２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

３６７ 須恵器 坏 ［１１�０］ ４�３ － 長石・石英・小礫 灰 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 底部回転糸切り 表採 ４５％ PL５１

３６８ 須恵器 坏 ［１２�５］ ４�３ ［６�１］ 長石 にぶい黄橙 普通 体部外面下端ヘラ削り 表採 ２０％

３６９ 土師器 高台付椀［１６�８］ ６�４ ７�３ 長石・雲母 暗赤灰 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 底部回転糸切り 表採 ４５％

３７０ 須恵器 甕 ［２０�６］（７�５） － 長石・石英 褐灰 普通 体部外面縦位の平行叩き 内面ナデ 表採 １０％

３７１ 土師器 甑カ［２５�１］（４�８） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ 底部回転糸切り 表採 ５％

番号 種別 器種 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

TP２１縄文土器 甕 長石・雲母 灰褐 普通 単節ＬＲ縄文施文 表採

TP２２縄文土器 甕 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 単節ＬＲ縄文施文 表採

TP２３ 須恵器 鉢 長石・雲母 灰 普通 体部外面同心円状の叩き目 表採

TP２４ 須恵器 鉢 長石・雲母 灰黄 普通 体部外面同心円状の叩き目 表採

TP２５ 須恵器 甕 長石・雲母 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き SI２５２１覆土中

TP２６ 須恵器 甕 長石・雲母 灰 普通 体部外面斜位の平行叩き SI２５２１覆土中

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP２３球状土錘 （３�９） （３�５） （２�２）（２２�９） 土 外面ナデ 一方向からの穿孔 表採 PL５２

DP２４ 羽口 （９�１） （７�６） （７�１）（３０２�２）土 先端部残存 溶解物付着 一方向からの穿孔 表採

DP２５ 羽口 （５�４） （６�９） （４�１）（１３１�４）土 一方向からの穿孔 表採

DP２６不明土製品 ３�５ ３�２ ２�８ ２９�４ 土 断面円形 側面は平らに面取りが為されている 表採

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ１６ 石鏃 ２�１ １�５ １�４ １�０ トロトロ石 凹基無茎鏃 表裏押圧剥離 SI２５２１覆土中 PL５３

Ｑ２１ 石鏃 ２�２ １�９ ０�５ １�２ チャート 凹基無茎鏃 指頭押圧剥離 表採 PL５３

Ｑ２２ 剥片 （４�２） ３�０ ０�６ （８�６） 瑪瑙 両端は欠損 表面は多方向からの剥離痕からなる 表採

Ｑ２３ 砥石 （５�９） ４�０ １�３ （４３�３） 凝灰岩 砥面３面 他は破断面 表採 PL５３

Ｑ２４ ガラス小玉 ０�３ ０�３ ０�１ ０�１ ガラス 青色 表採 PL５３

Ｑ２５ 石製模造品 （８�０） （３�７） ０�９ （３０�３） 滑石 剣形品 Ｐ８ｆ０

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｍ８０ 釘 （４�６） （０�４）０�２～０�３（２�８） 鉄 頭部欠損 断面方形の棒状 SK４０５１覆土中

Ｍ８１ 鋤先 （８�８） ２�５ ０�２～０�４（３８�７） 銅 Ｕ字形鋤 刃先欠損 表採

Ｍ８２ 鉄滓 ７�４ ７�６ ２�５ １７４�５ 鉄 椀状滓 Ｐ８ｅ９ PL５４

Ｍ８３ 鉄滓 （３�３） （４�４） ２�７ （３０�１） 鉄 椀状滓 Ｐ８ｅ９

―２６４―
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